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技術 科再編 の理論成

歴一一論 理 と 史―一

1 はじめに
わたくしは, 5～ 6年前,中学校の職業 。家

庭科から技術・家庭科への移行過程がはじまつ

た頃からこの教科に強い関心をもつ よ うにな

り,現場の先生がたのお仲間入りをさせていた

だきいろいろな示唆と指導をうけてきた。

その間に,その教科の現場・現実を見聞する

に従い, これは容易ならぬ教科だということに

ほとんど圧倒される17aどの印象をうけると同時

に, このような困難と,矛盾と欠陥で一杯にな

っている教科であればこそ, この教科の研究に

張合いを感じている。この点は現場のみなさん

もご同感だろうと思う。

現場教師として, この困難な客観ならびに主

体的条件に打克つためには,それぞれの個々の

条件に立ちむかって,それぞれに適応した当面

応急の改善の手段計画が立てられなければなら

ない。ところでこれら多数の,それぞれ深刻な

悪条件は,た だその 1つ 1つが深刻,困難だと

いうだけでなく,それらは互いに密接につなが

り合っている。したがって技術科という教科が

おかれている共通の,したがって基本的な状態,

その基本的なあり方という総合的な全体構造に

対して,与えられた指導要領や教科書を超えて

そういうものを一たん白紙にかえして検討して

みなければならない。そこに起ったのが教科の

自主編成の問題である。

こういう研究も現場教師によって,既に 5～
6年前から試みられ,それは今日でもなお熱心

につづけられている。だが個々の成果について

は見るべきものがあったけれども,未だ全体と
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して成功しているとは言えないのではないか。

その理由は何か?そ のさし当っての一要因と

しては,指導要領を出している文部省が一昨

年あたりから全国的な文部教研を組織,実 施
し,それによって指導要領をあくまで現場で実

施しているという重大な阻害条件があげられ

る。

その実例として,文部教研に参加した感想と

題した一報告 (町田市家庭科部会)*の要点を引用

すると,

1,文 部省案 を忠実に実践している人が多
い。講師は指導要領の押しつけをや つている。

2,指導時間数について指導主事は,時間数

が他の分野へくいこむことは許せないという。

3,男女共学については,(a)男女共学で工的

内容を実践している例は少ない。わ)女子が

先天的に工的分野において劣っていること

を認めている。

これではわれわれとしても,当面応急の対策

を個々に講じることだけでは不十分である。ど

うしても,現場教師として行ない得る対策と同

時に,も っと基本的な考察にもとづいて教授要

目の再編成にとり組み執拗にその努力をつづけ

ねばならなくなる。

ところで今まで現場の諸氏によって試みられ

た自主編成には,

(1)ど うしても指導要領からの制肘を心ならず

も,無意識のうちに受けている。

(a再編成がどうしても応急的,局部的,いわ

ば目先きの改善が多いために, “系統化"と い
*産教連研究例会 (1963年 12月 )
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いながら,それが十分に実現されていない。
これは現場人としてまことによぎないことで

はあるが, ここで思い切って,こ の仕事を一そ

う基本的,理論的なものにまで深めなければな
らないと考える。そうでなければ,なかなか現
状を打破し,その固い障壁から自らを真に教育

者として解放することは期待できないのではな

いか,われわれは,今そういうところへ来てい
るのではないか。

2 予備的考察
技術科の自主編成を理論的に展開し,編成自
身を一つの理論たらしめるには,一おうの前提
的考察が必要である。

まず考えられることtld中学校における技術科

が基本的に重要な教科でありながらきわめて不

合理な処遇をうけていることである。すなわち

(1)他教科とちがって技術科が中学校だけに孤

立的に設けられ,小学校にも,高校にもそれが
存在しないこと。

鯰)技術科は家庭科とあわせて技術・家庭科と

なっているが,他教科では何の問題もなく男女
共学が行なわれているにかかわらず指導要領に

おいては “男子むき" “女子むき"と に分割せ
られ,男女共学の実施が時間的配当や生徒数の
組わけの現場的条件もあって事実上,非常に困
難になっていること。

輸)他教科ではやはりほとんど問題になってい

ない安全教育,安全管理の問題が非常に重要な
地位を占めていること。

に)現場教師のなかには,当世流行の “技術革
新"と いう言葉にふりまわされている人もかな

り多いこと。

しかし第 1に , この言葉は,技術論的にも技
術史的にもなんら厳密な科学的規定をもってい

ない。全く企業家のキヤツチフレーズにすぎな
い。第 2に うつかりこんな言葉に動かされて,

中学校技術科の内容をそれに即応させねばなら

ないなどと考えたら,技術科の中心目標である
人間教育がす つかり見失われて,企業内養成二
や,職業訓練所の教育にてもなくつながってし
まうのである。* 実際いわゆる “技術革新"の
大部分は “技術導入"で あり,国民の技術を向
上させ,国民の生産性を高めることlcはならな

いのである。そして教育的には最もおそるべき

人間疎外,人間喪失が強制されるのである。
これに対して現場教師の注意がまだ十分でな

い実例を率直にあげておきたい。それは,諸岡
市郎氏の報告**で ある。それは技術 0家庭科に

おける男女共学の主張の根拠として,近来女子
労働者の数がふえているという量的な統計にも
とづき,かかる傾向に1買応するためだとの理由
に求めたものであり,現実の社会において増加
した女子労働者がいかに人間喪失の条件の下に

おかれているかが少しも考慮されていない。***

本来あるべき技術と人間性との関係はいかな

るものであろうか。人間はがんらい物を生産す

る存在であり,そ して技術こそ,そ の(生産労働)

唯一の手段である。つまり生産という活動を媒

介として技術と人間性とは密着しているのであ

る。しかるに日本では幕末期いらい “東洋の道

*現に農業教育においては,それに似た現象が起
っている。すなわち昨年 4月 に発表された農業教
育におけるいわゆる “田中構想"である。この構
想によれば,農業の構造改善に即応させるという
のであるが,府県の経営伝習農場を農業高校に吸
収させ,それによって農業高校の数をへらそうと
いうのである。これに対して農林省では反対して
いる。
**産教連研究例会報告 (1963年 12月 )
***今 日,女子労働者が大量的に働いているのは
電機工場が多い。たとえばコンヴェヤーにテレビ

のシャーシーが載せられて相当の速度でまわって
いる。それにハンダ付のような簡単な加工をする。
それはかならず一人一人の女子工員に 1分間10カ
所の′ヽンダ付を要求する。……休憩 5分後の再開

'

ブザーに10秒 でもおくれれば自分の工程が終らな
いうちにシャーシー|ま隣 りの仲間の領域に飛びこ

んでしまう。あとから,′ あとから機械に追い立て

られる人間の悲しさ,滑稽さを描いた27年前のチ
ャップリンの映画 “モダン・ タイムズ"は今も生
きている。……人間は受身にたち,前むきの姿勢
を忘れる。そこには既に “人間喪失"と いう意味
の災害がありはしないか。 (朝 日新聞)
こういう女子労働者のためには中学校の技術教
育などは必要でない。」ヽ学校卒業だけでもやれる
のだから,い くらでも採用できる。それ以外の女子
は家庭に押しこめればよい一― これが政府や資本
家の意図である。だから指導要領では技術・ 家庭
科を男子むき,女子むきに分け,ハ ッキリと男女
別学を強要しており,現場の学校でも大部分それ
に従っており,教科書もそれに準拠して書かれて
いる。こうして女子労lSt者 の数の増大は少しも男
女共学の主張の根拠にはなっていないのである。
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徳,西洋の学問(科学技術)"と いう人間性無視
の思想が,封建的なものから資本主義的なもの

に姿をかえて今だに根づよく残存している。そ

して人間性と技術とが,何か異質的,対立的な
ものであるかのように取扱われている。あるい

は少なくもこの 2つのものがバラバラに引離さ

れて考えられている。われわれの技術教育はた

んに人間の労働を搾取の対象としてしか見てい

ない現代の資本家的要求にこたえるものであっ

てはならない筈である。ここで下手なことをや

つたら,人間形成のために,基本的に重要な役割

を果たすべき技術科が人間喪失のお手伝いに堕

落してしまう。われわれの教育はまさに彼等の

要請から子どもの人間性をまもる教 育 で な け

ればならない。子 どもがたとえ将来,科学者や

技術者にならなくとも, どんな職業に進もうと

も,か って少年の日に,中学で,単に見た り,

読んだりでなく,さ わって,手 とからだで習っ
た技術科のことが忘れられず,つ ねに (文学や

芸術とともに)科学や技術に興味を失わず,そ
れらの法則に則って,本当の意味で合理的に物
を考える,人間性ゆたかな人間に育て上げるこ
とでなければならない。

(5)最後に加えておきたいことは,理論と実践

あるいは科学と技術との相互関係につい て で

ある。物事を本質的,かつ歴史的に考 え る場

合,実践が理論に先立ち,ま た技術が科学発達
の出立点である。私は今まで専らそうい う主張

をつづけてきた。それは “技術は科学の応用で

ある"と い う常識があまりに一方的に主張され

てきて, しばしば正しい判断を誤まってきたか

らである。しかし現代社会のように,科学と技
術が錯綜して複雑にからみ合っている場合,実
践→理論,または技術→科学の方向のみを主張

して,理論→実践,科学→技術,の方向が厳と
して存在することを無視することは,やはり許
されない。今日においては,科学→技術か,そ
れとも技術→科学かとい うような議論は意味を

なさないことが多い。われわれが以下に述べよ

うとしている教科編成の理論は,も ちろん現場

の実践を基礎とし,それを出立点とする。しか

しその全体系を理論的に構成して,その全体を

一つの理論たらしめるには,理論的方法を十分

4

に駆使しなければならない。われわれはこの場

合,技術科に理科的要素を十分にとり入れ,全
体に滲透させなければならない。

3本  論
科学の方法 はじめに述べたいことは,科学
一般が構成される段階についてである。それは

一般に次のように考えられている。

(1)体験→(2}経験 (観察,分類)→伯)実験―

に)論理→15)理論

ここで(1)体験というのは,一 口にいえば,身

についた素朴な直観的主観的,ないし日常的な

経験である。子 どもの経験とい うものは,初め

は大部分, この体験に属する。それは生き生き

とした感性の産物である。

鬱)経験とは,あ る程度の思 惟 (思 考)に よ

り,あ る程度整理された体験である。いいかえ

れば経験 (科学的経験)の内容は,思惟によっ

て分析され順序づけられた直観 (体験)に他な

らない。しかしその思惟 (思考)は体験そのも

のから発生したものである。そして, この経験

の基礎には,た とえ自然科学的なものであって

も,生産技術や交通のような人間の社会生活の

体験や,原始的,肉体的な経験 (体験)が土台

にならているのである。この経験の最初にくる

ものが観察であり,時のたつにつれてこの素本ト

な観察から2つの手段 (方法)が生れる。すな

わち,分類と測定である。そしてこの測定は次

の実験の段階の一要素となる。

(3)実験は一そう意識的,積極的な経験であ ヽ

その最も,簡単な場合が試行であ る。 こ こで

経験に属する観察の一手段であった測 定 が実

験の一要素として入ってくる。実験は分析と総

合という二つの操作のいずれかに帰せじめられ

る。これらの操作を実行するための手段がすな

わち装置である。子どもは体験にはじまってき

わめて素朴・初歩的なものではあるが,学習の

過程で以上の経験,さ らに実験の段階にまで引

上げられる。

に)論理は事物を整理・整頓し記述する方法
である。帰納と演繹,こ れによって事物間の関

係が明確になる。しかし論理はあくまで骨組で

ある。だから客観的存在から引離されてこの関

係 (論理)だけが抽象され,客観的存在から浮

|

|
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上ると,い わける論理主義に陥いる。なおここ
で仮説 (作業仮説)の設計も行なわれる。そし
てここからさきの段階は,中学程度の子 どもの

認識過程ではなくなる。

b)理論一―理論的方法 自然科学の方法論
としては,客観的な自然法則を組立てる最終の

段階である。ここでは単に法則を設定するだけ

でなく,その諸法則を総合的に包括する体系の

構成ということが行なわれねばならない。そこ

では自然科学的法則も生産技術的な検証と確認

をうけねばならない。そこに自然科学の理論 ,

体系といえども,それが社会的存在である以上 ,

社会的 0歴史的な要因が入ってきて,骨組みだ

けの論理が肉づけされ,理論となるのである。
この論理と理論をハ ツキリ区別することが重要

である。これを図式的にいい現わすならば論理

プラス歴史=理論となるのである。

教科編成の柱 教科編成を一つの科学体系た
らしめようとして,われわれが当面しているも
のは何か。

まず第 1に教育の主体 (対象)で ある子 ども
である。ここでは子 どもの組織能力の段階が考

察され,それが教科編成の第 1の柱となる。

第 2に子どもは道具や工作機械を与えられ ,

その前には教材 (材料)が横たわっている。こ
れらはすべて物質であり,必然的に自然科学の

法貝Jに従 う。 した力ゞって子 どもは, この法貝」に
忠実に従わなければボール盤で穴一つあけるこ

ともできない。したがってわれわれの教科1肩成

体系には,周知のように自然科学 (技術学の体

系は,そ の特殊の場合として二次的に考慮され

る)の体系がそのもひとつの柱として縦に貫か

れていなければならない。

げんざい試みられている教科編或の研究は,

いわゆる系統学習の方式によるものであるが,

そこで考えられているものは上述の第 1,第 2
の住だけである。そして第 1の柱 |ま その本質が

未だきわめて瞬味でありまた第 1と 第 2の柱の

つなが りが殆 ど明らかにされていない。これで

は教科編‐成を一つの理論として形成するには程

遠いといわねばならない。そのために考えねば

ならぬ若干の問題,若千の過程がある。
.(1に
こに第 2の柱としてとり上げられている

自然科学(技術学をも含めて)の体系とは何であ

るか, これを分析すれば(a)構成的体系とわ)歴史

的体系に分れる。lalは現にわれわれの前に立っ

ている自然科学の渾然たる体系であり,その構

成を研究することは科学論のテーマではあって

も科学教育のテーマではない。教育のテーマで

あるためには,それは何らかの意味での段階性
をもたねばならない。何となれば教育の対象で

ある子どもの認識が段階的に高められてゆくも

のだからである。ところで(b)の歴史的体系とは

何であるかといえば,科学はすべて前代の成果
の上に現代の科学が積み上げられてきたのであ

る。それがすなわち科学の発達の仕方であり,

明らかに段階的であり,し たがって科学教育
の,すなわち教科編成の重要な柱たり得るもの
である。従来漠然ととり上げられてきた科学の

系統とは,実はこの歴史的体系の意味だつたの
である。それは科学の構成的系統ではなくて,科

学の発展系統だったのである。そして各時代の

それぞれの科学は,上に述べた科学方法論の段
階をとってそれぞれ構成されたものである。そ

れは一つの論理体系ではあるが,その一つ一つ

が体験に始まり,理論に終る段階をもつ と共
に,その積み上げの過程が一つの歴 史 (科 学
史)に他ならない。すなわち明かに歴史的な要

素をもっている。ここに一般的には科学教育

の,特殊的には教科編成の理論の構成における
科学史の重要な任務があるのである。*

ここで説明の時間を節約するために一つの図

表を描いてみる。

(1)図表で見るように教師の実践と研究,

その自主的教育活動は,物質を通して,それを
媒介として主体である子どもに働らきかける。

その日的は物質を取扱うことによって科学・技

術の初歩の知識を与え,そのことを通して子ど

もの人間性を高めるにある。そのなかで教科編

或という一つの科学が体系づけられる。

*従来,科学教育と科学史との関係についての報
告も発表されているが,いずれも表面的なものが
多く,こ こまで考えられたものはなかったようで
ある。

9)教育の仕事はすべて順序と段階によって
行われる。このばあい基準となるべき段階は,
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<技術科編成の柱>

(1)1つ の科学の構成段階

体 験 1経 験 1実 験 1論 理 1理 論

(I)子どもの認識能力発達の段階 (第一の柱 )

体 験 1経 験 1実 験 lk語
通

'I‐

て轟話

'~l科学の系統 (体系)

a 構造的 (論理的)体系  薇勒饒 (科学構造 )
b 段階的・歴史的体系 (第二の柱 )

(1)学習指導要領の “体系"

1 栽 培 |

1 製 図 |
木 工  金 工

(I)

(Ⅳ )

ルネサンス
117世紀科学118世紀科学119世紀科学1現代科学

たス一電

工
的

(2)再編成の体系 (一つの科学としての教科編成 )

農 的 学 習

手作業

木 工  金 工  製 図  機 械  原動機 エネルギー

電 気 学 習      |

|   

イ本 験   ・   経 験        ( あ  25 程 度  
の

 習 熟 )      1        実         験
        1        

論        理         

‐
        理        論

       |

(C)

1丞匝|の実践と研究

自主的活動

する法則であり,運動の法員」,進歩の法則であ
る。そして子 どもの認識能力の発達もこの全体

の法則 (最 もひろい意味での進化の法則と呼ん

でもよい)に くみこまれ,それに従わぎるを得
ないからである。フランス唯物論者は,そ こに
“人間精神進歩の思想"に到達した。この大き
な法貝」は自然の法則であると共に歴史の法則で

あり,自 然の認識と共に社会の認識も発達する。

教育における人間性の形成とは, この大きな法

*但 し(I)lま子ども自身の能力段階であり,中学
校程度の子どもの場合,体験・ 経験の段階は確実
に経過するが,実験の段階はきわめて初歩的なも
のに止まり,論理 0理論の段階は大部分,可能性
としてその実現を将 来 に期 待すべきものと考え
る。しかし子どもの思考能力の発達は,正しくそ
の段階を志向している。

則に よって人間の知識 ,人間の精神の進歩 を正
しく進める仕事なのである。そこに教科編成の

何よりもまず子 どもの認識の発達段階である。*

輸)と ころで,(■ )の子どもの発達段階も,

(III)の科学の歴史的発達段階も,(Ⅳ )教科編或

の段階もここでとく(I)の科学構成の段階に平

行し,それに準じて行われる。何となれば,人

間の存在と進歩の根源は生産であ り,その生産

は自然なくして行われず,自然の法貝」に従わな

ければ不可能であり,したがって人間の認識は,

最も深い根源においては自然の認識だからであ

る。その人間と自然との相互交渉のなかで歴史

がつくられ,人間の自然にむか う活 動 の なか

に,たんに科学の論理だけでは取扱い切れない

歴史性が浸透し,その浸透によって論理は理論
となる。自然科学の理論でさえ, この歴史性な

しには,理論た り得ないことは,上述(I)の科
学方法論の段階が示す通 りだからである。

これが人間の認識と実践的活動の全体を支配

σ

,,

I

1科学史的構勘

(全 く体系をなさず)

(賛甥寒凝畜fゞ曇黍幕事ナ響智曽香黛讐な::し )
機 械  原動機  総 合  .

|1菱諫茎≧
(Bl

道具・機械装置加工材

料等の1物質|の介在



科学も具体的に寄与するのである。それは科学

として一つの社会科学である。

4実  例
説明を具体的にするために, ここで私は,そ

の 1ん 2の実例によって説明を加えよう。

(I)河野氏 (新宿区東戸山中学校)の報告

河野氏はその系統的な電気学習の展開を報告

している (本誌21ページ以下参照)。 それは現行
(指導要領)の単元構成をA欄に収め,それと

対比させて,先行せねばならぬ理論・実験なる

単元系統をB欄に,さ らに既習得単元(理科)の

構成をC欄 に収めて一つの系統表をつくり,技

術科の教科編成に一そう自然科学的 (理科的)

要素を加えねばならぬことを,自家の実践によ

って主張している。その主旨は,私が以上に述
べたことに一致するものがあり,その試みに敬

意を表する。しかしここでいいたいことは現行

の指導要領に全く科学史的考慮が払われていな

いことと同じく, この報告にもその要素が欠キす

ているとい う点である。一見してわか る よ う

に,A欄 と同じくB欄にも静電気とい うかなり
大きな単元が欠けているのである。

(aも しB欄で静電気がとり上げられるとすれ

ば, 4の磁気,電気のところであろうが,そ こ

にはa,磁石,b,磁 力, C,ク ーロンの法員」
とあり, d,磁気の感覚, e,磁応, f,磁力

線とあるが,それと対応の関係にお い て荷 電

体,電気力,静電感応,電場,電気力線等,静電

気関係の教材が省略されている。これではクー

ロンの法則も磁気についてのものだけが取上げ

られることになろう。いろいろ授業時数の考慮

もあってのことだろうと思 うが,電流と磁気に

進む前提としてその最低限度のものとして磁気

だけが取 り上げられることは決して “理論"的

構成とは思われない。18世紀末まで電気といえ

ば静電気だけであった。それがボルタ電堆によ

って針金のなかを連続的に流れる電流の発見と

なった。この電流の発見がいかに意義ふかいも

のであるかを子 どもに深 く認識させ,その後の

電流についての学習を活気あらしめ るた め に

は,その前提準備としての静電気の授業は不可

欠のものと思われる。電流の実用的価値がいか

に大きかったからとい つて,それに先立つ静電

気を切って棄てることは,電機工場でならとも
かく,学校においてやるべきことではない。

さらにB欄のコースを進んでゆ くと, す く
゛

真空放電がくるが, これに先立つ電磁誘導との

つながりはただ誘導コイルが真空放電のための

手段 (付属装置)であるとい う技術的なもので

しかない。しかし真空放電は,針金を伝わ つて

流れる電流の作用ではない。ここではどうして

も静電気の概念がなければ授業の系統性は求め

られないのである。 6と 7と の構成順序にも一

考の余地があると思 うがそれはともかく, 7に

は三相交流がある。そこで交流一般が直流との

対比においてどれほど説明されているであろう

か。次には,電磁波がくるが, ここで50～ 60サ

イクルの普通の交流と何千,何万サイクルとい

う高周波交流との区別の重要性,さ らにその高

周波交流の発生が ド・ フオレの真空 管 の発明

(1906年)に よつてはじめて本格化されたことの

歴史的発展,さ らにこの真空管がやはり静電現

象なのに,上に述べたようにその概念が体系的

に与えられていないのである。さらに電気回路

一般一―直流回路,交流回路,高周波回路が出
てきて,そ こはキ ヤパシタンスとい う如き,ま た

しても静電気的な教材が入 りこんでいるのであ

る。またB欄にはないが蛍光灯と白熱灯との比

較などぜひ手がけねばならぬテーマもある。回

路一般については理科でや つているといわれる

かも知れないが,理科での回路は直流回路だけ
である。どうしても技術科の編成を体系化する

ためには理論的な構成を, しかも科学史的な示

唆をふくめて授けられねばならないのである。

(2)技術科の教材を整理 しよう。 (研究部)*

これは技術科全体にわた つての教材整理を 6

個の単元集団にわけて計画した一つの体系化の

実例である。電気学習はその⑤と⑥に集められ

ている。このC3の集団が全体の体系では,①
手の工作,②機械工作,③機械学習④動カエネ
ルギーの順序でエネルギーから導びかれている

ことは, 1つの系統化にちがいない。問題はそ

れからの内部の体系である。

いま上図によってこれを見ると,技術的要素

と科学的 (原理的)要素との関連 (系統)に苦心
* “技術教育"1963年 12月 号
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して, コンパクトに結びつけられているようで

ある。注意すべきは, この⑤⑥の集団が①～④

の集団に比べて非常にこみ入ってお り,技術と

科学,理論と応用が実に複雑に錯綜しているこ

とである。私は,技術と科学の相互関係におい

て技術→科学の本源的方法を強調するあまり科

学→技術の方向の意義を軽視したと思 う。しか

し一口に電気といっても現代のようにそこで理

論と応用がこれほどまでに錯綜して くると, も

はや理論がさきでその応用があとか,それとも

やはり理論は応用(技術)か ら発生するかという

ような議論は,実際上の意味がなくなる。そこ

にはただ,両者の相互作用があるのみである。

現状はたしかにその通 りであり,そ してここ

に示されている教材系統図表は,ま さにこれを

反映している。しかしこのままこれを教材集団

として取扱 うことは教師にとつても相当骨の折

れる仕事であり,ま してこの授業をうける中学

生にとつては学習としてあまり困難であり, し

かも時間の制限があるので,その深い内容にほ

とんど触れることができず,ただ先生の指導だ

けにたよつて,何が何やらわからずに済まして

しまうとい う結果にな りはしないか。これを救

う道は, これをもっと理論的に, しかも歴史的

に系統化して,学習集団全体をもっとス ツキリ

したものにする他ないと思 うЭ

一口に電気学習とい つても,11)物 理 的 な電

θ

気,すなわち電磁気学(電磁波をふ くむ),υ )電

気工学,鯰 )電子工学という順序で, しかし一方

では原子構造論とい うふうに,われわれの学習

対象は拡大し,発展して現状に至っている。生

産や研究の現場においてはいざ知らず,いやし

くも教育の現場において, この重大な教材集団

を処理するlCは , どうしても上に述べた科学的

歴史的な系統に従わなければ収拾がつかないの

である。それにはどうすればよいか,こ の図表

をどう書き直したらよいかと思 うとき,や はり

静電気という単元が欠けていることにまず気が

つ く。そこで 1つの試案をかかげてみる。

まずこの図表にみるように全体の教科系統を

無理に 1本にしないで電気学習をその分岐系統

とし, 2年生から課することにして機械工作学

習の系統に平行させる。そうすれば無理にエネ

ルギーから導びいて来なくともよい。そして 3

年の終りになって機械や原動機から帰納される

力学的,熱的エネルギーに電気エネルギーをも
ってきて,全体をエネルギーの意義 (原理)で
総括することができ,一つの大きな体系を構成
することができるのである。このf也, この分岐

系統は主系統とは反対に科学→技術の方向をと

って,技術→科学の方向をとってきた主系統と
エネルギーにおいて最後に統一される。

ここでまたもやこの問題にこだわ る よ うで

あるが,理論→応用か応用一理論かのいずれか

物質一一―一一分子

―

原子二一―――電子

|   イオン化    |

点火装置 (L.C)

裔 動,(発積)′
′   ~    |

機械的ェネルギー

(損失 )

|
整流

暑 放トー 螢光灯
1

|



⑤ (1)電気

直流と交流の

相互転換
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|＼電流の熱作用一

螢光灯 (電灯との対比 )

(婚繕1暑掃)

一方だけを採 り上げることは,いずれもまちが
いであり弊害をかもす。しかし理論→応用の方

がその弊害が一そう甚だしい。この方向は,特殊

的には理科→技術という方向であるが, これか

ら理科では理論を,技術科ではその応用をとい

う通俗な見解が働らいて,技術の教材といえば
殆 どすべて応用的なものとな り,そ のカリキ ユ

ラムが系統づけられることを妨げてきたのであ

る。体系とか系統とかを形作るものはつねに理

論であるということを忘れてはならない。われ

われの自主編成を基本的に理論的に行わねばな

らぬという必要は,当面する現場の悪条件から

われわれ自身を解放するためであったが,実 は

自主編成がそれ自身としてほんらい理論なしに

は不可能な性質のものだったのである。

5総  括
1 われわれの教科編成は,一つの理論,一
つの科学である。

電流の磁気作用 (磁場 )

|

電磁誘導

2 その理論化の理由 (ω 教科編成に限ら
ず,一般に系統化,体系化は,理論なしには行
われない。 わ)当面する現場の悪条件の下で
は, ここで更に基本的な構成方法を要する。そ

れは今までよりも一そう基本的なものでなけれ

ばならぬ,それは理論である。
3 理論とは論理と歴史との総合である。
4 理論→応用の方向は正しく評価されね
ばならない。しかし本源的な方向は応用→理論

(実践→理論)で ある。
5 科学方法論 (理論構成)の段階
111体験→12}経験→(3)実験→に)論理→15)理論

6 教科1扁或系統化の二つの柱
(1)子 どもの認識能力の発展段階

(2)自 然科学の歴史的体系(科学史の役割)

この(1)と (2)の統一 (教師の実践と研究)

これらの段階は,いずれも(5)の 段階に平行

する。そして基本になる段階は(I)で ある。

電圧 。電流・抵抗

電池をふくむ回路

(交流発電機 )
整 流子

整 流器

変 Ft 器
長距離送電

屋外および
屋内配線

朝 静

|
電 場

|

静電誘導

|
コンデンサ

|
(IV)交流回路

|

|

⑥電気振動

(L.C回 路 )



技術学習における系統性の追求
――ラジオ学習を中心として―一

福

§1 何からはじめるか いまだ教科としての論理も体系も作り上げられていな

たとえば数学において中学 2年生では一次方程式の  いのではないかと思われる。教科としてのそのような
解法を理解させる。そして関数関係をグラフに表わす   系統性がないならば,当然学習指導における内容・方法
ことができなければならない。一一そういうことは数   についての系統性も不十分だといわざるを得ない。わ
学教育の常識であり,いまさらこれを疑う人はいない  たしはこの一年間ただ教科書や指導要領や研究の手引
だろうし,ま たその必要もない。いうまでもなくそれ   などによって,乏 しい施設をなんとか利用しながらこ
は数学という学問体系を背景とし,それに子どもの認   の教科の指導を行なってはきたが,以上のような疑間
識の発達を組入れて編成された数学教育の系統性が確   が頭からはなれなかった。もちろん技術科は指物師の
立されているからである。ところがわれわれの技術科   卵をつくったり,将来家庭をもったときよき日曜大工
においてはどうであろうか。たとえば 3年の中ごろで  になれるようにしてやったり,電気工事士や自動車整
屋内配線をとりあげることになっている。これをいっ  備士の下請をやったり……等々のことをやるのではな
たいどう考えればよいであろうか。まずこの教材で何   いということは理解できる。それならば技術科本来の
をねらいとして,何を教えなければならないのか,その  使命は何であるか。子どもの全面的な発達をねがう教
点がすでにはっきりしていない。ある人はこれは電気  育の中で,どんな役割を受けもつべきか。他教科にお
学習への導入であるから,こ の部分で交流理論をかな  けるような論理と体系は確立され得ないのか。これら
りくわしくやるべきだといい,ま たある人は技術科の  の問題の解決はや|ま りわたしたち自身が,わたしたち
目的は対象物の保守・整備という′点にあるのだから, の実践を通してのみ探求して行かなければほかに仕方

ここでは主として配線に必要な基礎的な技能を養えば  がないのではなかろうか。技術科の困難性はこのよう
よいのだと考えている。いったい何をどの程度教えれ   に他教科ではすでに古くからの伝統によって確立され
ばよいのだろうか。これがまず第 1の疑間である。そ  てしまっている問題を,今さらのように考えていかな
れから次に第 2の点として,電気学習というものをな  ければならない点にあるのだとわたしは思う。
ぜ3年の中ごろからはじめなければならないのかとい  §2 何を教えるべきか
うことである。現代の子どもはすでに幼稚園の頃から, 人類の文化遺産の中からどのようなものをえらび出

電動おもちゃなどを通して電気というものをきわめて  し,それを次の世代につたえていくべきか,それをえ
身近かな存在として感じとっている。それを中学校の  らび出す基準は何か,え らび出されたものをどのよう
技術教育の中で,なぜ 3年になるまで全くふれないで  な順序に配列していくか,そ してそれらをもとにして
おくのかはなはだ疑間に思うのである。電気学習を学   子どもたちにどのような創造的思考をさせるべきか,
年別にわけて,かんたんなものからよ り複雑なもの  これらが教材論の内容を構成している。このような問
へ,感覚的な認識から本質的な認識へと進ませるよう   題は多少ともどの教科においても, どの時代において
な方法はとれないものだろうか。第 3には技術は労働   も論議されなければならないものであろうが,現在の
手段の体系であり,社会の中において歴史性をもち,   技術科におけるほど深刻なものはないであろう。

栄井

人類の歴史の発展とともに歩んできたものである。そ

のような側面は教えなくてもよいのだろうか。

このように考えてくると, この技術科という教科は

Iθ

ここでは電気学習のうち, とくにラジオに関する教

材について若千考察してみよう。たとえばここにオー

ム社発行の通検 (無線従事者国家試験)講座全 9巻が



ある。その目次によって,と りあつかわれている内容

をかんたんにひろいあげてみると,

第 1巻 電子の作用と電子管
§1電気と磁気    §2電子とその作用
§3真空管      §4真空管の構造と実例
§5超高周波用真空管 §6ブ ラウン管と光電管
第 2巻 電子管とその回路
§1電子管と回路要素  §2電気回路
§3整流回路 §4真空管増幅回路
§5ト ランジスター増幅回路 §6発振回路
§7変調と検波 §8特殊な回路
というようにつづき,さ らに第 3巻では「アンテナ

と電波の伝わり方」第 4巻以下では,無線機器と無線
測定および測定器というようにあげられている。以上

のような内容を三角関数や微積分や複素数などを含む

数式を用いて説明してあるが,一応電子工学の基礎的
な体系と考えてよいであろう。もしわたしたちの技術

科が電子工学そのものをねらいとしているのであれば

このような内容から難解な数式をはぶいて,定性的な
面だけをとりあげて,中学生に理解可能な範囲で解説
していけばよいことになる。

いまひとつ次のような問題を提起しよう。下にあげ

るのは現在の電子工学に関係の深い技術史および科学

史の年表である。

1839 E.Bequerel   感光起電効果
1858 」.Phcker      陰極線
1864 」.C.IIlaxwell   電磁理論
1888 H.R.Hertz   電磁波の実証的証明
1895 W.K.Rёntgen  X線
1896 Go MarcOni   無線通信
1904 」.A.Fleming  二極真空管
1906 L.D.FOrest   三極真空管

(別表 1)<ラ ジオ学習指導の系統性>

1919 Armstrong

1924

1948  ヽヽア.Brattain

」.Bardeen

スーパーヘテロダイン

受信法

傍熱型真空管

トランジスター

さてここにはやはりひとつの歴史としての体系があ

る。つまりそれぞれの業績というものが,それぞれの

時代の社会および生産とどのように関連していたかと

いうことである。このような側面も技術科の教材とし

てとりあげる必要があるだろう。

以上 2つはそれぞれ体系をなしてはいるが,わたし

たちの教科としてはそのまま禾」用することはできな

い。これらを素材として,そ こへ学習者としての生徒
の認識過程の順次性を考慮に入れて,教材としての体

系を新しく作り出さなければならない。

教材の体系という観′点からながめるならば,

①その教材が,以前に彼らが学習し経験したどのこ

とがらと関連しているか。一―認識の1買次性

②その教材によって彼らはどう変るのか,彼らにど

ういう能力を得させようとしているのか。

一一人間形成における役割

ただし技術科における能力や認識は単に知的な思考

力だけではなしに,手の労働による技能的なものが含
まれ,さ らに知的な活動と手の労働が結びつかなけれ

ば発展しないようなものが多いことに注意を要する。

最暴1言各彗I的体系〉→1華甲≡亘|
/認識の順次性
＼人間形成における役害l

このような点からラジオ学習の内容を整理してみる

ならば別表のようになろう。

既 習 教 材

<直観的認識>
中心となる教材およびそのねらヽ

<本 質 自,認 識>

。ラジオ配線図またIま ,展開配線模型を

みながら,電波受信の概略を理解する

手 の 労 働

<実践的認識>

配 線 図

|

屋内配線図

けい光燈配線図

電動機配線図

シンボル

各部品の

表示

と実物との対比

シンボルによる

燈

サ

光

ソ

い
　
一゙ア

け

ン

や
　
コ

一
　

る

サ

け

ン
　
お

き

デ

に

働

ン

路

の

コ
　
回
　
一

【サン
いアン

・交流回路におけるコンデンサーのはた

らき

O各種コンデンサーの構造と|またらき

実物を見て容量使用法な

どを知る。

テスターによる検査

誘導電動機におけるコイ

ルのはたらき

自己誘導と相互誘導

。交流回路におけるコイルの1またらき

。ラジオ用変圧器 (電源 トランス,出 力

変圧器,高周波コイル)の構造とはたらき

テスターによって

導通テス ト

電圧テス ト

直流抵抗測定を行な う

:4)v



電 源 回 路

増 幅 回 路

オームの法則

けい光燈放電管における

電子のはたらき

。二極真空管

。抵抗のはたらき

各種抵抗の構造とはたらき

電流制限用

電圧発生用

熱電子放射

二極真空管の構造とはたらき

電源回路

/整流回路
＼
平滑回路

O三極真空管の構造とはたらき
。電界による電子流の制御

。オートバイアスのはたらき

。増幅回路

実物を見て,抵抗値を知
り,実沢」値とくらべる。
オームの法則を使った計

算

プレー ト電圧 とプレー ト

電流のグラフをつ くる。

配線図をみて電源回路を

組立てる。テスターを用

いて平滑回路の脈動率を

はかる。

特性曲線をかくための実

験を行なう。

真空管の二定数を用いて

計算をする。

配線図をみて増幅回路を

くみたてる。

スピーカー

マイクロホ

電話機の原理と

　

ン

スピーカーの構造とはたらき

マイクロホンの構造とはたらき

導通テスト

同 調 回 路

テス トオシレーターによ

る送信と受信の実験

鉱石検波器をつかったラ

ジオ受信機の実験

電波 (電磁波)の 本質

変調高周波

アンテナ回路と同調回路

L.C.Rの 交流現象,直列共振回路

O整流と検波との対比

。プレート検波とグリッド検波および特

性曲線との関係

O検波回路

共振回路におけるインピ

ーダンスのかんたんな計

算。

配線図をみて,ア ンテナ

同調回路を組立てる

検 波 回 路

このような教材内容で今年の電気学習を流して行っ

たのであるが,問題としてのこされたことがらを次に

いくつかあげてみよう。

①発振をどうあつかうか。いうまでもなくラジオは

送信機でつくられる振幅変調高周波を受信し,音

声電流をとり出す装置である。だから電磁波に対

する理解とその電磁波をつくり出す発振回路は,

技術科におけるラジオ学習のひとつの大きなねら

いになるものと思う。電磁波に対する理解は検波

回路においても得させることができるがより本質

的には発振の原理を学ばせなければならない。も

しスーパーヘテロダイン受信機をとりあげるなら

ばこの点はある程度解決されるだろう。

②数式をどの程度用いて説明するか。たとえばR.

C.Lを含む直列共振回路のインピーダンスは
Z=νR2+(Xz一 Xσ )2

であたえられる。したがってこれを最小ならしめ

るには Xz― Xσ =0 とすることが必要である。

」2

検波用真空管の特性曲線

をかく

配線図をみて,検波回路
を組立てる

また Xz,Xσ はそれぞれ誘導,容量リアクタン

スであり, Xz=2π /L  X″ =可肩シで=である
から,L(ヘ ンリー)や C(フ ラッド)を適当にあ
たえておけば,一定の周波数/に対するリアクタ
ンスが計算できる。また一定の/およびLを一定
とした場合,イ ンピーダンスzを最小にするCは
いくらかという計算もできる。このような数式を

用いた理解のさせ方は,中学 3年生の数学の能力
として決して無理ではない。グラフで示せばさら

に容易になるだろう。私はこういう数式はなるべ

く多くあたえそれを用いた計算が自由にできるよ

うにすることも技術科のねらいの一つだと思う。

C電気学習全体の系統性をどう考えていくかったと

えば真空管における熱電子を説明するのに,けい

光燈放電管の作用をてがかりとするように,電気
学習全体としての系統性,つまり子どもの側にお

ける認識の順次性と,それに応じた教材の配列と
いうものが考えられなければならないものと思う



§3 いかに教えるか

何を教えるかということといかに教えるかというこ

とは,不可分に結びついている。だから子どもの認識能

力以上に複雑なことがらは教えることができないし,

また教材の配列の仕方は §2でのべたように認識の順

次性にたよっているわけであるから,何を教えるかの

問題で,すでにいかに教えるかがある程度解決されて

いるのである。ここでは問題をもう少ししばってある

一つの教材,た とえばラジオの電源回路を教える場合

どのような手順でやれば育ヒ率がよいかというようなこ

とについて考えてみよう。

電源回路の学習指導 (例 )

ねらい (1)こ の回路に使われている変圧器,二極

(別表 2) <電 源回路学習のプログラム>

準備 :電源回路の配線図,変圧器その他配線組立に必要な部品・工具・ 回路計

真空管,平滑コンデンサーなどの構造を理解する。

(2)各部品の働きとくに二極真空管の整流作用を

理解し,真空管と電子の本質的理解へすすむ。

(3)配線図を見て組立てができる。

(4)各部分の導通,絶縁テスト,電圧沢l定ができ

る。

(5)各部分を流れている電流,電圧の波形をかく

ことができる。

以上のようなねらいをもってこの学習を 2時間の授

業で行なわせるとき,も っとも能率的な方法としてわ

たしは例のプログラム方式をとり上げた。次に別表と

tノてわたしのつくったプログラムシートの一部を示し

ておこう。

)を あらわしている。電
源
変
圧
器
の
構
造
と
は
た
ら
き

② 上の図で左右の∈三二 この形は( )を あらわして 電源変圧器

③ ①の図で左上のコイルを一次側とすればその他のコイルは ( )である。 24)V

④ 変圧器においては電庄はコイルの ( )に比例する。

Vヽ,二 次側は ( )V,( )V,(

ここで用いたのはいわゆるスキナー型のプログラム

であるが,も ちろんクロウダー型でも同様なものが作

られるであろう。そこで技術の学習指導にこのプログ

ラム方式がどの程度有効であるかという問題になる。

この電源回路の場合でも最初に「ねらい」としてあげ

ておいたように,学習は単に知的理解の点だけではな

しに,手の労働,つまり技能的なものと知的理解とが

結びつかないとうまくいかないものがかなり多い。そ

のような複雑なねらい(目標値)をもったものをプログ

ラム化することは困難ではないかということだ。わた

しのとぼしい経験からすればこの点は全く心配ないと

思う。逆にこのような複雑なねらいをもったものを効

果的に教えていくのには,こ のプログラム方式が何よ

り便利なものではないかと思うのだ。それは学習の過

程を非常にこまかい段階 (ス テップ)にわけられるこ

と,そのステップの間にそれぞれの関連と発展があり

ややもするとこれはこうするのだというやり方主義に

おちいりやすいこの教科の学習に,厳密な思考過程す

なわち認識の順次性を与えてくれるものだからだ。

ただここで残念なことは,プ ログラムシートは一人

がひとつずつ持っているのに,かんじんの実物部品や

測定器などが 7～ 8人にひとつずつしかないというの

では,せ っかくのプログラムもその使命を十分にはた

せないことだ。なんとかして少なくとも2～ 3人に 1

台の割合でそういうものがはしいと思うのである。

以上この一年間わたしが考え実践してきたことのあ

らましであるが,来年度はさらに今年度の反省にもと

づき,よ り充実した実践・研究をおしすすめていきた

(三重県島ケ原中学校教諭)いと考えているc

⑤ ①の図で一次側は( )Vで ある。



電動機学 習 の反省

夫一局島

まえがき

昨年度の本誌 3月号に自作教具 “アラゴの円板"を

掲載し 5月号で “電動機学習の実践"を報告したが ,
その実践結果につぃてはふれることができなかったの

で電動機学習の反省をまとめて新年度の実践計画を立

てる足場としたい。

とかく電気は難解でわからないということを耳にす

るが,こ れは電気が目に見えないこと,教師自身でさ
えわからないという先入観をもっていること,感電や
漏電という危険性のあることなどから電気学習を不利

にしてぃる面がなかろうか。それと電気学習に限らず

いえることだと思うが,少 しわかると “わかった"と

して発展性のないことはないだろうか。教師の場合も

同じであって,ど こまでがわかったのだか後になると
はっきりしないことがあるが,こ れは漠然 としたわか

りかたで,真に理解したことにはならないので lまない
かと反省する。何が本当にわかったのかとぃう点を自

問自答してみる必要があると思う。だから学習 lま一つ

がわかれば次にまたわからないことが生れてくるのだ

ということを生徒が認識したに過ぎないという感じを

もった。

正 電動機学習の位置づけ
屋内配線,けい光燈・ 電動機,ラ ジォこの 4単元が
電気学習の柱 となっているが,電気学習の系統性はど
こにあるか明確にまとめることはできなかったが,急
所 としておさえた点の概略につぃてふれてみると,ま
ず屋内配線では導通と絶縁,許容電流 と規定である。
ヒューズの入れ方やコードの処理などは実生活に役立

つ ことで教えておくことが必要と思う。けい光燈では

合理的な発光の原理 ということになると思うし,電動
機では回転の原理,ラ ジォでは電波送受の原理という
考え方である。これは電気学習では電気の送配電 と安
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全な使用法を教え,発光,発熱,回転,電波送受の原

理を理解させるわけであるが,技術科の学習は原理の

追求に終るだけでは意味がないので,具体的には点検
修理という項目であらわれてきて機械学習とも似たと

ころがあ り,状態確認,分解組立っ部品交換,読図 ,
電気計測,原因追求という観′点から点検修理を指導し

た。

ところで,電動機はエネルギーの変換によつて回転
力を得るという点で lま他の原動機と共通しているが,

機構的に lまエネルギーの種類や性質が全く異っている

という点でちがいがある。また原動機学習において,

しくみや性能を問題にしてエネルギーの合理的経済的

使用法を問題にしたならば電動機学習においてもその

点を同様に考えて学習をすすめなければならないと思

うが,測定器など整っていない現状ではなかなか望め

ない問題であ り,今後の課題 となったことlま残念であ

る。

で lま電気学習で lま何が基礎をなしているのかといえ

ば,電気の作用するさまざまな現象の中で,電流作用

と電磁誘導作用, これに真空管のはたらきを入れると

(電気化学 lま別として)おおかたは包含されるわけで

あるから,電動機学習では電磁誘導作用を媒介として

回転力を得るというところに誘導電動機の位置づけが

あると思う。

Ⅱ 電動機学習のねらい

具体的なねらい|ま木誌昨年の 5月 号を参照していた

だくことにして実践結果の反省を述べてみると,よ く
いわれるように電動機はいくら分解しても,原理がわ

かるものではない。生徒が最初にいうことは確に回転

子にはコイルが巻いてないということと,歯数を極数
とまちがえて極数が非常に多いのが実物の電動機だと

いう見方をする生徒もいるし,構造は簡単だが界磁コ



イノンの巻き方は複雑でさっば りわからないということ

などが実際の声である。歯数はたとえば27で極数は 4

極だと一日に教えることは簡単だが,創造性を加味し

て指導しようとするとき,何を,ど う教えたらよいの

かとまどうわけであるが,結局,原理の適用には予想
以上に問題点があるのだという点に気づ かせ,そ の
1,2について具体的にふれることができればよいので

はないかと思われた。たとえば回転子と固定 子 の ギ

ャップについてどの位の間陳があるだろうかと実際に

測定をさせないで予想させると実物を分解してお りな

がらも 1ミ リ～ 3ミ リ位ではないかと答えるのである

が,実際に測定してみると予想よりlま ,あまりにも少
くて精密に加工されている点に驚異の目を見 lま るもの

である。この辺に電動機学習のねらいの一つがひそん

でいるようにも思われるが,原理 と実物の関係という
角度から原理の応用という面に少しでも眼を向けさせ

ることができないものかと思うのである。

極数の確認は指導書の手ラ|きで説明されている方法

で単一乾電池と磁針があれば |ま っきりする。いくら歯

数は多くても4極のものであれば磁針が振れる処は4

個所であることから歯は合理的にコイルを巻くための

ものである。回転子は銅やアルミで導体をつくってい

るが斜めに入れてあるものもある。なぜかと質問があ

ったが,フ ライスのカッターにも斜めなものがあると

いう例から理解させることが可能であった。

負荷の特性に応じて電動機を選択することができる

という目標に対しては,やや問題があると思う。とい

うことは負荷の特性に応じて電動機の作動がどのよう

に変化するのかとか,目 的に応じた回転力や回転を得

ることができるのだとかいうことを実験や実際によっ

て確めてみなければ本当に身についた学習に1まならな

いと思 う。しかし,10時間という単元配当の時間,設備

などの点からも省略せざるを得ない状態だから,モ ー

ターの種類 とその用途を簡単に教えることにとどまっ

てしまった。既習事項を組合わせて考え出させるとい

う創造性を養 う面におぃて lま弱さを感じるのである。

Ⅲ 実践と反省
電動機学習に何時間配当したらよいか,そのウェィ
トのかけ方では電気学習における基礎的事項の把握の

させ方などに問題点があった。この問題は,その点を

究明して系統的な学習の段階が設定された上に位置づ

くものであると思うが,電動機を素材としてとりあげ
る限 り5～ 6時間では不可能なことで,少 くても10時

間は必要ではないかと思う。10時間かければ満足に学

習ができるというわけでもないが,以下10時間展開の

学習内容の概略と反省,生徒の反応を順を追って述べ

てみる。

<第一時>
本時は誘導電動機の導入であるから,こ の単元で何

を学習するか,生徒 と共に考え,学習問題を設定する

時間である。交流電気の性質を確認したり,教えてお
く必要がある。問題設定後オシログラフをみせて最大

値や実効値,平均値などを教えた。
電動機学習で「何を学びたいか」という質問に対し

て中位生,下位生では漠然 としていてすく
゛
にはでてこ

ないが,上位生では,原理を知 りたい。構造を調べた
い。出力のことにつぃて知 りたい。などと出されたが

三相という点につぃては問題が出されなかった。

「この教室に何台のモーターがあるか」と質問すると

全員が声を出して台数を数え意欲的に学習に取 り組む

態度がみえてよかったと思う。学習問題の設定には,

やや困難を感じたので今年度はモーターの分解を第一

時に入れて問題把握をさせようと試みたが,分解後に

学習問題を出させると,活発でしかも構造上の細部に

わたって疑問点がでてよかった。分解組立はプーンを

取 りiまずしておけば本時間内に簡単にできるから時間

的な面からみても可能なことであると思われた。

<第二時>
本時のねらいは,ア ラゴの円板の実験からフンミン

グの法則を理解させ,その原理の適用について考えさ
せ,三相誘導電動機の回転原理を把握させる時間であ
る。本時も三相誘導電動機を分解して整流子や刷子が

ないことを確認させた。

磁石に吸ラ|されない銅板が,磁石の回転によってま

わるということは言葉だけでなく,実験によって確認
させることが是非必要だと思 う。なぜ銅板がまわるか

という問題 lま円板に発生する起電流 と磁石の作用であ

ることを教えるが,電流と磁力線の相互間には力がは
たらくという理科学習の実験を想起させる必要 が あ

る。電流の方向や回転の方向はフンミングの法則を適

用して理解させるが,磁石の動きと鋼板の運動方向と

は逆であるということを理解させることに困難を感じ

た。上位生ではすく
゛
に理解された。生徒各人が手を使

って確めるとき立ったり,体をくねらせたりして苦労
していたが,その姿が自然ではないかと思われた。
スピードメーターはねじがかたくて分解に手間どる

ものであるから,事前にカバーをはずして準備をして
おかないと,本時の時間内に学習を終えることは無理
である。スピードメータの円板はアルミ板であるし,

積算電力計の円板もアルミ板であることから,ア ラゴ

の円板の実験のときにも,銅板とアルミ板の両方を用
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意ヒ́ておくとよく比較できてよいと思う。

<第二時>
本時は構造を知る時間である。まず教科書や掛図を

参照 1/て各部の名称 と実物が一致するよう回転子や固

定子の形を説明し,磋素鋼板の材料について も教 え

た。前にも述べたように生徒は歯数と極数を混同して

いるので教師が実験の方法を示範して極数の1菫めを行

った。回転子鉄心と導棒 とが判別し難かった生徒がい

たが,ア ル ミ棒を使ってあるものでも色のちがいに注

意させるようにすればすく
゛
気がついた。鉄心が成層に

なっている点につぃても同様で助言ヒ́て観察させ確認

させる必要がある。

分解に要した時間は約 3分間で馴|れてきて手ぎわが

よくなったようだし (分解する生徒は交代 して ヽヽ る

が)配 当時間も適切だった。

<第四時>
本時は前時に学習した構造の学習をより深める時間

であ り,教師の教えることが主体 となる時間でもある

と考えた。すなわち本時のねらいlま三相誘導電動機の

結線方法 と,すべ りについて教えたわけであるが,三
相結線法ではY結線は考え出したが,△結線にiま気づ

かなかった。三組のコイルを用意してグループごとに

結線の方法を工夫させれば,△結線も型式的にはでて

くるものと思われた。

回転磁界の説明はY結線について説明したが,下位

生には理解困難であった。なぜ遅れて電流が発生する

かという点について,交流発電機の原理を本時でも説

明して理解を深める必要があると思う。

コイルと極数,角度の関係 |ま上位生でも理解が困難

なようである。コイルの巻き始めがどこで,終 りがど

こかわからないし,一台のモーター:こ20人余 りも取 り

組んでいたのでは,余程時間をか|ナないと観察 ()で き

ない状態で困難なことはむしろ当然 と思われた。結線

をわか り易くする模型が是非必要だと思 う。

すべ りの必要性もやや理解するのに困難であるが ,

誘導電動機を無負荷と負荷時において回転数の測定を

行い,ア ラゴの円板の実験においても磁石と銅板 |ま同

期回転をしなかったことを確認させたが,本時は全投

的に抽象的で上位生ではむずかヒ́いがわかると感じた

が,下位生には理解困難のようであった。生徒に考え

させる場面を多くとりたいと考えたがこの時間では無

理があり,指導法など工夫を要すると思う。

<第五時>
前時までに原理と構造の学習をしてきて,本時は原

理の適用のしかたを考える学習である。原理と実際の

モーターではどこがどのようにちがうのか,導体,短
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絡環,成層鉄心,冷去「ファンの必要性,力
=工
精度の重

要性などをわからせるのである。

アラゴの円板 と関連して,円板に相当するところは

どこかと質問すれば ″回転子
″とすく
゛
答える。しかし

円板と回転子とは大分姿が異っているという点に着目

させる必要がある。円板の変形と,なぜ実物には鉄心が

必要か考えさせることが,指導上の要点でもあると思

うc生徒の大半 1ま鉄′とヽがないと磁石にならないという

考えをもっている。 2年の理科学習における電気分野

に電流と磁気作用がないから当然 とも考えるが,電気

の重要な概念でもよ)り ,基礎 となることだからはつき

りさせておく必要があると思う。

導棒 と鉄′らなどはテスターによる絶縁試験では導通

を示して絶縁されていない状態になっているので疑問

をもつから,電気の導体と導電率についてもふれない

と理解させ得ないものと思われた。

固定子と回転子との間隙を測定させることは前にも

述べた女1く ,意義のあるものだからグループごとに ,

すきまゲージで測定させたことはよかったと思う。

<第六時>

本時 lま三相誘導電動機の逆転の原理とその方法,単

相誘導電動機の起動法を考えさせたのであるが,逆転

の方法 |ま家庭に三相モーターがフ、っていたり,教科書

をみてきた生徒は二線をノ、れかえれば逆転するという

ことを知っていたが,二線を入れかえれば逆転すると

いうことは簡単に気づかないものである。なぜ二線を

つなぎかえれば逆転するかということをY結線によっ

て,つなぎかえたときの電流の方向の変化から考えさ

せたが,上位生 |ますくに 気づいたが,中位生が理解す

るに 1ま手間どってしまった。

単相誘導電動機の起動法に入るとき,三相誘導電動

機が二線で起動するかしないかという点につぃては,

予想が立てられなかったので実験から入ったが,実験

のとき偶然にまわってしまうことがある。その理由は

あとで考えさせるようにした方がよいと思う。単相運

転中の回転速度を回転計で測定すると,三相運転のと

きと同じ回転数を示すことからも,単相運転が可能で

あるということを理17させ得るが,電流計を入れて電

流の変化に注意させて説明を力1えておかないと,誤 っ

た理解をするおそれがと)るから,簡単にふれておく必

要がある。

<第七時>
本時は単相誘導電動機の構造を知 り,起動の原理を

学習したわけであるが,三相誘導電動機 との類似点と

相異点を確認させることから入り,く まとり■イル型

誘導電動機の模型を使って,移動磁界の発生を実験に



よって理解させたが,この場合,変圧器の原理がよく
理解されていないと,く まどリコイルに誘導起電力が

発生するということすら理解できないから,変圧器の

原理は理科学習と重複しても教える必要があ る と思

う。

<第八時>
本時は単相誘導電動機にはどんな種類があるかを教

え,その起動原理を考えさせた。

まず分相起動のものでは実物のモーターの遠′心スイ

ッチの断続音を聞かせて,スイッチの作動のようすを

連想させ,分解したものをみせながら起動の原理を考
えさせた。コンデンサー起動型のものは説明的にすす

めたが,交流回路における抵抗とコンデンサーのキまた

らきは,他の単元でじゅうぶん学習しておいた方がよ

いと思う。

実験のときには電流計を接続して負荷の変化と電流

の変化を確認させ,無理な使い方をすればモーターが

焼損することを本時で教えたが大切なことだと思う。

本時におぃては同期電動機,ユ ニバーサルモーターに

ついてはふれることができなかった。

<第九時>
前時まで誘導電動機の構造や原理の学習を行ってき

たが,木時は電動機の取扱い方を知る学習である。電

動機は他の原動機と異って取扱い方が簡単であるとい

うことが,電動機の特徴でもあるので,電気の安全な

使用法,感電防止,ス イッチの操作,テ スター使用に

よる簡単な絶縁試験,銘板のよみ方などの指導が本時
の要点である。

回路計による絶縁試験は70%以 _Lの生徒にlま理解さ

れたが,下位生の中には屋内配線の単元で学習してい

たのにもかかわらず導通と混同していて,絶縁試験が

できなかつたことは反省させられた点である。この絶

縁試験では絶縁度が不明であるということは理解され

るが,メ ガーがなければその度合がわからないので完

全に理解させ得ないものと思われる。メガーは必要教

具であると思う。

スイッチの操作は早い方がよいか,ゅ っくりがよい

かについては,ゆ っくり作動した方がスイッチがいた

まないからよいという意見があったので,なぜクイッ
クモーションが必要かということを説明しなくてはな

らなかったが大事なことだと思う。

銘板に記入されている事項は理解されるが,連続定
格の意味は上位生でも気づかない者がいた。連続定格

があれば連続できない短時間もあるということを教え

る必要があると思う。

<第十時>

木時は簡単な故障とその対策を教え,電動機の種類
とその特徴の概略を学習する木単元のまとめの時間で

あるが,修理は普通ではできないのが現実であるから

状態が診断できればよいという立場をとった。しかし

スイッチを入れたが, うなっていてまわり出さないと

きなどにはすく'にスイッチを切る習慣は身につけさせ

たいものである。

本単元の全体を通してみて思うことは,電気の基木

的な性質が理解されていないと,原理の正しい概念才巴

握がなされないということである。たとえば誘導電動

機に鉄心がなければ磁石にならないから回転しないの

ではないかという概念をもっていたが,電流と磁気作

用という基本的な現象が理17されておれば,原理的に

思考がなされたのではないかと思われた。

電動機学習の全般的な反省として生徒の感想からは

次のようなことがあげられた。

イ 簡単にみえたモーターが案外複雑だった。
口 発動機より構造 lま簡単だったが,む ず か しかっ
た。特に原理

ハ 用途が多いのに|ま驚いた。
二 構造は発動機と同じくらい複雑だと思ったが,構
造は簡単だった。

ホ 誘導電動機には刷子がないので驚いたが,刷子が
なくてもまわることがわかってよかった。

へ 原理 lまむずかしかったがおもしろかった。
ト モーターの中をはじめてみてよかった。
チ モーターの分解組立は,ら くだった。
リ アラゴの円板の原理をモーターについて考えるこ
とがむずかしかった。

ヌ 鋼板だ|ナがまわることがわかった。
<以下略>

Ⅳ まとめ
以上電動機学習の実践の概略と反省を述べてきたが

電気学習の基礎は理科学習ときわめて関連が深いので

理科学習が先行することはもちろん,技術科で電気が

重複してもよいのではないかという印象をもった。

倉」造的思考などについて特にふれることができなか

ったが,電動機学習で|ま原理の把握とその実証,そし
て原理の適用のさせ方,応用などの例をあげて教える

過程にあるのではないかと思われるが,思考せよとい

っても電気に対する知識の少ない生徒にどこで思考さ

せるのか,教える点はどこが急所であるのか整理しな
ければならない問題だと思っている。

(長野県下伊那郡高森南中学校)



機械学習の要点とその取り扱い方

一-3年 生の内燃機関について一―

/Jヽ 松  吉  雄

はじめに

3か年間の中学校教育の中で,現代技術の学習を指

導するのは,あまりにも広範囲であり,高度であり,

力動的であり過ぎる。

限られた時間配当のなかで,全体的な計画に無理を

生じれば,生徒のみならず教師自体も中毒を起す結果

になりやすい。

一つの系統性の上に立って精選されたものであるた

めには,ど こで,何を,ど う取 り扱い,生徒が,それ

を,ど う考え,処理するか,そ して生産活動の中でど

う生かすか,の指導が大切であると思う。

この 1年間の反省から特に

①実践を通じて,正 しい物の見方,考え方,実践的

能力,を身につけさせるためには,

②常に疑間を持ち,それを処理し,発展させていく

ためには,                   .
③総花的な,う すっぺらな学習にならないようにす

るためには,

いかなる計画,進め方が必要であるかを要点として

39年の立案を進めた。

全体的な技術科学習の一分野である, 3年生の機械

学習―内燃機関に関する一のカリキユラムの要点を列

記してみたいと思う。

工 機械学習の要点とLて
①機械学習というと,いきおい全部目を通さないと

何か物足りない感じがしてうすらべらな学習になりや

すい。分解は,それをしなければ,生徒の理解が袖象

的・形式的で,具体的なものへと発展されえないもの

のみに限り,｀他は単純な模型やその他の物を使用して

極力分解,組立の時間を除き,精選する。

②実物と対比させて疑間の解決に当らせ,それが持

って tヽる,要素・機構 ?材料を調べ,更にそれをより

よい方法に発展させるにはどんな方法があるか,叉他
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の物と比較した場合どう異なるか,比較検討させ,具

体化していく。

Cどんな古いものでも,原理,原則には変りないも

のが多いので,機械の発展の基礎になる面を十分理解

させ,いたずらに新しいものでなければものにならな

いという考え方を改めさせていく。

④各装置の個々の働きを十分理解し,それが一つの

機械としての働きに,どのような系統で,どのような

機構で作動するのかを総合していく。

⑤生産活動の中でどのような位置づけにあるか,そ

してどのように発展して来たのであるかを学習の中で

まとめていく。

I 内燃機関における各項目の基礎的要点とその
取り扱い方

1 原動機とは何か
。経験から生徒の調査によると,ば くぜんとした内燃

機関については大約的に理解されているが,個々の働

き,名称になると正しく認識されていない点が多い。

運転できるというだけでは機械を知ったことにならな

いので,機械学習の必要性を十分認識させると共に,

どんな種類,どんな経路をたどって今日に至ったのか

歴史的な意味づけを十分する。

・ エネルギーの転換をより良くするためにはどんな方

法があるか考えさせる。圧縮効果を理解させ,電気装

置(着人),燃料装置の 2つを中心に,全体的な関係を

把握させる。

2 機関本体
。液化されたガソリンに点火しても大きな爆発力にな

らないが,気化され圧縮されると,その作用が大きな

原動力になる。その装置として,圧縮装置と運動機構

を理解させる (リ ング装置)。

。気密さを保つための配慮について,ピ ストンリング

とシリンダ内径の関係,容量・圧縮比の算出の方法等



実際に測定器具を用いて測定させる。

。熱,衝撃等に対する配慮から,材質の,点ではどうな
っているか。

。2サイクルと4サイクルの相違点を明らかにし,特
に吸排気日,ベ ンの働きにっいて理解させる。
。往復運動を回転運動に変えて,車輪を回転させる現

代の内燃機関の欠点を改め,さ らに良い方法はないも
のか考えさせる (ロ ータリーェンジン)。

3 燃料装置
。いかにして液体の燃料が気化され,シ リンダの中に

吸い込まれていくか,燃料系統をしらべ,ベ ンチユリ

ー管の原理を理解させる。このような方法を用いてい

る簡単なものの原理を足がかりにして説明する。

メインジェット,ジ ェットニードル,ジ ェット,テ

イクラ,フ ロートニー ドル,フ ロ_卜 ,フ ロートチャ
ンバー等の関係を十分理解させ,断面図をかき,ど う
1働 くかを名称と共に記入させる。

4 吸ツト装置
。吸排気日,弁の開閉時期の関係を図示して説明し,

理論的PV線図,実際のPV線図を明示して,弁の開
閉のタイ ミングの大切さを理解させる。

・排出法で 4サイクルはクランク角360°以上でピスト

ンの上面で行なうのに対し,2サイクルはクランク角
120° -150°の中で吸い込んだ混合気をもって燃焼ガス

を追出してやるために完全なガス交換ができず,燃料
の無駄ができやすい。そのための配慮としてピストン

上部の形に注意させる。

。2サイクルの場合はピストンの上面と下面の両面で

働くために,ク ランク室の気密さが必要であることを

理解させ,潤滑装置との関係のちがいを暗示させる。
。シリンダヘッドを取って,4サイクルのカムの働き
を理解させ,ク ランク軸の回転とカム軸の回転の比,

合マークの必要性を理解させると共に,こ こで球状,

円筒,直動,円すい,斜面等の各種のカムの働きを実
物 (模型)で説明する。カムの表面硬化処理などを理

解させる。

5 点火装置
。バッテリの電流,又はマグネットで発生した電流を
ブリーカと点火コイルにょり,高圧電流にかえて点火

栓に火花をとばす原理を,誘導作用の原理をとうして
理解させる。

。1次コイルに流れる電流を,カ ムで開閉する断続器

で急に切断させると, 2次 コイルに高圧の感応電流が

発生することを通して,断続器のカムの働き,タ イミ
ング等を,弁の働きと関係づけながら図示して理解さ
せる。

。点火方法では,フ ライホイルマグネット点火点灯式,

フライホイルマグネット点火,バ ッテリ点灯式等の形

式も理解させる。

。コンデンサの必要性と自己誘導作用についてしっか

りと身につけさせる。

6 潤滑装置
。2サイクルと4サイクルの相違点を想起させながら

機構のちがいを明らかにしていく。

。潤滑にはどのような方法 (飛沫式,圧送式,圧送飛

沫式)があるかしらべてみる。
oォィルリングの役目はなにかを研究させてみる。
。潤滑油のまさつやまさつ源に対する働きを理解させ

潤滑油の種類,粘度についてしらべさせる。

7 冷却装置
。シリンダの熱伝導,ノ ッキング,膨張などの関係か

ら冷却の必要性を理解させ,どんな種類があるか考え

させ,ス クータエンジンの冷却機構を明らかにする。
O水冷機関の冷却0し くみと空冷機関のひれの働き,

導風板の機能,強制冷却のしくみを理解させる。

8 動力伝達装置
O歯車,ク ランク機構,カ ム機構の伝導にっいて,作

用の主目的を実物を通して理解させると共に,伝達機

構の方法を明らかにする。

oモーターバイク,ス クータ等における伝導のしくみ

を,第 1次伝導 (ク ランクシャフトとクラッチ)と 第
2次伝導 (ク ラッチと駆動車輪)と に分け,その伝導
に用いられている,鎖歯車,チ エーン,あ るいはVベ
ルトの作用について各々が持っている特質を明らかに

して,く 。

・ クラッチ,変速機の作用を十分理解させるために模
型や見本から実物を通して説明し,その必要性や種類
をしらべてみる。

9 燃料について
。ガソリンのオクタン価について,資料をもとに研究
する。

。制爆剤の必要性について理解させる。

Ⅲ 整備と運動
1 整備
。分解,組立工程表を作成し,工具,器具,を工程表
に合せ,分解前の形をできるだけ詳細に学習ノー トに

記入する。

。測定個所の必要な場所を想起させ,接点すき間,弁
すき間,ピストン径,シ リンダの内径,点火プラグ等
どんな測定器具で沢I定すれば良いか,又正しい測定の

方法を実際の実習から身にっけさせる。

oね じのゆるめ,じめつけ方では,回転モーメントの関



係を理解させ,正しぃ工具の使用法を身にっけさせ,

能率的な作業の進め方を考えさせる。

。洗浄液を調べ,Cの落し方,小 さい穴の清掃等に特
に注意を払う。

。合マーク,しめつけ力等,調整個所が元の姿になっ

ているかどうか確実にたしかめ不十分なごまかしはで

きないことを強いる。

2 運転
。運転前の点検はいろいろな面から大切な条件になる

ので十分綿密に行うように注意する。

。圧縮関係,電気系統,燃料供給系統をばらばらな形

でなく,系統的な形でとらえ,作動しながら,各装置

の働きを全体的な動きとしてしらべる。

。停止後,各部のゆるみ,異常の有無をたしかめる。
。点火プラグの状態によリエンジンの良否の判断がで

きるようにする。

。故障の発見や整備のしかた,原因についておのおの

の働きをもとに考えさせる。

Ⅳ 整理
。機械要素のまとめ

。機械材料にっいて,ど ん所にどんな材料が,ど んな

、̂ンー～̂ン、情

わが国における最近の消費生活構造の急激な変化

に対応し,消費者保護の立場から, これを学校教育
の中に位置づけよ, という要望が多方面から出され

てきている。

このような動きは,昨年6月 ,国民生活向上対策
審議会 (会長 0東畑精一)からの経済企画庁長官あ
ての答申「学校教育における消費者教育を強化する

必要がある」とか,主婦連合会の文部省に対する,

「独立教科」の新設要望などに現われている。

そこで文部省では,中学・高校段階の消費者教育
について,検討をはじめたわけである。現在,こ の

教科に関して検討されている内容 0範囲などの要旨

と方向はつぎのようなものである。

・消費選択を決定する経済的,生理的,心理的およ
び社会的要素を教える。

・消費者の所得管理を指導する。具体的には収入,

支出および貯蓄の計画,個人家族別記帳のたて方
つけ方の学習。

・購買した商品を最も適切に利用するための原理と

方法。

・ 食物,被服,家具,教育,娯楽,治療,交通,通

信,保健,公共サービスなどに関する優秀な商品

目的で使用されていたかまとめてみる。

。熱機関の種類と,どんなものが,ど んな産業の中で

どのような働きをしているかまとめてみる。

。評価はベーパーテストのみでなく,学習ノートの活

用,原理,原則の把握,工具の使用法,転移応用につ

いて等幅のある角度から検討していく。

。生徒たちがこの学習を進めるに当り作成した学習ノ

ートの活用とその要項の把握のしかたをとらえる。 
・

おわりに

本教科の学習は,技術的活動という実践を通じて技

術を養い,思考し,更に倉1造へと導くような学習形態

をもち,知識を正しく受けいれて,意識化すると同時

に応用し,能力を伸し,更に習熟へと進み倉1造性を身

につけさせて行かねばならない。その広大な分野にま

たがる技術科をおし進めていくには教科自体からくる

問題と,更に生徒数,時間数等幾多の障害点がある。

これを意識しているのみに止まらず,多 くの力で何ん

とかこの悪条件を克服するように努力しなければなら

ない。これが大きな39年のねらいでもある。

(山形県村山市立楯岡中学校)

などの購買方法の知識と技術の指導。

・経済秩序のなかにおける消費者の位置および消費

者保護についての指導。たとえば,

に)富および所得の分配,生活様式に影響を及ぼ
す消費の習慣と方法など一般的な経済問題。

←)企業財政,価格との関係に関する労働問題お
よび賃金,原価,利潤,商品生産条件,商品の

供給や価格に対する企業側の規制など。

レヽ 国家が行なう消費者保護政策の学習・指導
(誇大広告の規則,品質,度量衡規則,消費者
のための公共サービス機関,市場など)。
日 商品の標準化を促進する機関や商品をテスト
し,それを評価する機関など,民間における消

費者援助と,その保護施策の指導。

すでにアメリカあたりでは,学校教育で消費者教

育が体系化されているが,わが国では,と くに独立
した教科・科目もなく,したがって現在は,家庭科,

社会科,農業科などのなかで,分散的に行なわれて
いるにすぎない。われわれの生活を守り,よ り豊か

なものにするという立場からの検討を望むとともに

われわれもまた,自分たち,教え子の問題として真
けんに,こ の問題を考えてみる必要があろう。

支部省 中学・高校に消費者教育の新設を検討 ?



技術・家庭科における電気学習の

系統的な展開とその領域

-+ 

-----, -+--- --+r--

顕野河

1 電気学習のねらいとその問題点
技術・家庭科のねらう一般的な目標のひとつに「生

活に必要な基礎的技術を習得させ,創造し生産する喜

びを味わわせ,近代技術に関する理解を与え,生活に

処する基本的な態度を養う。」 とある。このことから

技術 0家庭科では,一定の工作法とか訓練法とかを教

え込むものではあり得なく,論理的思考陶冶と技術的

学習活動実践を通じて実践的能力が育くまれねばなら

ない。ところが現行の学習指導要領による「電気」単

元においての単元構成のみの指導では,そのような教

育的効果を生み出すことが困難であるのを痛感するの

は,私一人のみであろうか。

技術・家庭科で運営される電気単元一―それも特に

終結のラジオ受信機一一にあっては,いわゆるプロジ

ェクト0メ ソッドの教授法が適用されることが望まし

いことだと思う。何故ならば,プ ロジェクト・ メソッ

ドを定義づける諸特徴をことごとく備えもった単元で

あることがいい得るからだ。何も大げさなラジオ受信

機を生徒たちが計画し,選択遂行するというのではな

い。一部の回路要素を,正 しい科学的知識と技術的知

識を基にして変え,よ り合理的,よ り効果的なものを

創造実践することに大きな意義があるのではなかろう

か。しかしながら,他教科 (特に理科)と の関連も強

くもたせず,といって科学技術教育としての系統性を

強く出していない指導計画をみると,技術教育とはい

っても,実際には職業訓練もしくは技能訓練的なもの

に終始してはいまいかと懸念するものである。

こんなことから,まず単元別に次の諸問題をとり上

げ,指導計画を再検討すべく問題を提起したい。

2 「屋内配線」の指導
この単元では,第 2学年理科の単元「電気」で

ア 電気と電流

И 摩擦電気
に)電流・電圧・抵抗
イ 電流の熱作用
l~/1 電流による発熱

に)電力
を学習しているので,かなり発展したものを期待でき

そうだ。しかしこの単元で生徒たちに要求するものは,

配電・配線法・シンボル o電線・ コードの種類等と電

気工作物規程をおぼえさせることでは決してあ るま

い。これらを呈示 (presentation)の段階であるとする

ならば,同時に送配電系統をも加えることが必要だし

応用 (appliCatiOn)の 段階において,「電気回路」を

生産や,生活により効果的に利用すべく思考させなが

ら,後の単元に結びつかせるよう指導すべきではない

だろうか。

3 「回路計」の指導
ところが,これ以下の単元にいたると,技術・家庭

科での学習単元 iこ並行させるべき理科の単元は全くず

れている。何故ならば,多 くの現場における学習指導

計画は,技術・家庭科では第 3学年 1学期乃至は 2学

期に指導するのに対して,理科で|ま第 3学年 2学期乃

至 3学期に指導されるのが現実のようだ。これでは科

学原理の学習がなされぬままに発展した技能学習が先

行してしまい本末転修1である。

たとえば本単元の回路計の原理,構造等については

第 3学年理科第一分野の後期単元で指導するのである

から原理について殆んど触れぬままに指導すれば,あ

くまでも使用法と使用の実際という技能訓練的なもの

に終ってしまいそうだ。また逆の考え方をしたとして

も使用の実際という技術的知識からその原理・構造を

見出し,更に高度の技術習得を図るということはj技術

教育一般については正しい論理だとしても,こ の単元
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については非常に困難であり,誤った技術習得の因と

なる要素を多く含むとみたい。

であれば校内の理科教師と深く研究し合い第 3学年

初頭にこの理科単元の

ア 磁石と電流
И 磁石と電流
に)電磁石とその応用
イ 交流
171 電磁誘導作用

に)交流
を持ってくるかあるいは別表の如く技術・家庭科の教

育内容に,重複に近い単元を配列するのは無駄でしか

も意義の薄いものかも知れぬが挿入せねばならなくな

ってくる。

結局この単元では,「電気計測」に必要な電流計・

電圧計の原理,構造を基にしてそれからのつなぎ方を

習得し,これらを基にした中で,回路計の構造や,使

用する諸目的によっての回路の違い (分流 。倍率)等

も理解することが必要であろう。

4 「照明器具・電熱器具」の指導
最近多く使用されている照明器具での螢光灯を指導

するには,やはり第 3学年理科「電子」「電磁誘導」

「相互感応」「 自己感応」「感応コイル」更には原子

構造での「真空放電」等も先行してとり上げられてい

なければならない。ところがこの中の電波と物質構造

については,第 3学年理科第 1分野の最終単元におり
こまれているため,技術・家庭科の授業展開に先んじ

て編成されている理科の教育計画をもった現場は極め

て稀ではないだろうか。

たとえば螢光燈回路の安定器の原理を指導するにし

ても,コ イルというものから導入し,電磁誘導作用なる

科学的知識を習得した後に更に真空放電のもようを極

めて現象追求の一方的な方向で理解させなければなら

ない。その上で技術の習得として螢光燈回路を作らせ

電圧測定など行いながら点燈のようすを学習するわけ

である。

しかし電熱器具の指導の場合には,殆んど第 2学年
理科の既習得単元から発展させるので,多 くの問題を

持たないが,電熱材料の指導と同時に,絶縁材料につ

いても触れたい。また自動温度調節器などの回路も重

点的に指導し,これを応用する動機づけとしたい。更

に電熱応用――特に家庭分野のみならず工業分野一―

にまで広く注目させ,こ の単元が生産に,いかに結合
しているかを理解させることも必要だ。

これらの学習にあたっては前記「屋内配線」「配線

"

器具」との関連を強く打ち出して指導することはいう

までもない。

最後にこれらの応用として,正 しい螢光燈回路を作

らせ,更に安全な電熱器具を工夫する方向に持ってい

って,これらのものが生活の能率化にどのように役立

っているかを理解させることが大きな目標となってく

るわけである。

5 電動機
特に三相誘導電動機の原理の理解ということになっ

てくると非常に問題も多くそれだけに指導も難しくな

ってくると思う。前に述べた回路計や螢光燈と同じよ

うに理科との関連を殆んど持たぬままに,技術・家庭

科でこれを先行せねばならないからである。

たとえば,こ の原理を指導する際に「アラゴの円板」

の現象を説いても,実験しても,何故磁石の移動によ

って銅の円板を磁束が切るとそこにうず電流が誘起さ

れるか,ま たこのうず電流と磁石の磁束からフレミン

グの左手の法則による電磁力が働くというようなこと

は一般に理解し得ない。また軸をもった閉コイルのま

わりに磁石を回したときに,電磁誘導作用が起るが ,

それがどのような向きに電流が流れるかなんていうこ

とも,生徒たちに簡単に理解できないところである。

三相交流,回転磁界,電磁力等とわけても基礎理論なし

では難しい。実際にこれを技術的に指導するには,構

造を理解させた上で慎重に原理を指導するという方法

が適切なのではないだろうか。

この単元の大きなねらいであるところの,保守・管
理もこれらの原理・構造を正しく理解していれば,自

然に習得できる技術であろう。また同時に電動機の特

性の中の,回転数 (同期速質0定格回転数・滑り),

効率 。電流くらいは指導した方がよいと思う。出力に

対するいわゆる特性曲線をつくることは,中学校段階
の設備では全くできないことであるが,電動機を正し

く保守・管理するという意味で必要なことであろう。

そして最後には,こ の電動機を応用したわれわれの

手近にあるいくつかの機械の考察をさせ,生活を合理

化させている諸因子を究明させることも必要である。

6 ラジオ受信機
この単元も直接的には第 3学年理科

ア 電子と真空管
И 二極管と電子
に)三極管のはたらき
イ 電波とラジオ
И 電波



И)ラ ジオ

を基にして技術的に発展させるべきものである。しか

しながら,前記単元同様技術・家庭科が先行せざるを

得ない現状なので,結局技術・家庭科の指導計画の中

に大きくその科学的知識を,理論的・実験的に取り入

れなければならない。

ここでは,ラ ジオ受信機のしくみを考察すると同時

に電気学習の総括的な役割を果す意義もあるので,今

まで学習してきた事柄をすべて発揮して学ばねばなら

ない。大きく分けて,一つは真空管の動作原理ともう

一つはその回路要素の機能である。

真空管の動作原理は,簡単な実験装置を用いて二極

管の動作を確めさせ,三極管では動作特性の中の Eg―

Ip曲線くらいは作らせる必要があると思う。その上

ではじめて整流作用・増幅作用などを知らせて,応用

の段階にもって行くべきではないだろうか。最近の通

<別表> 系統的な電気学習の展開

信機に多く使用されているトランジスタの指導も必要

かと思うが,余 りにも今日の科学に飛びつくだけで,

基本的なものの原理を理解させる方向を軽視するよう

であれば少からぬ危険を感じる。この意味でも科学や

技術の基礎を常に見つめてそれを応用に結びつかせる

べく指導することこそ,われわれ技術・家庭科の教師

の任務であろう。

またそれぞれの回路要素の中で, コイル・ コンデン

サ・抵抗等のなす役割は,製作する実習の中で深く考

察させることが必要であるが,大まかなそれぞれの機

能については予め指導したい。

そして,受信機を実際に組み立てる段階では,部品

検査 0導通テスト・電圧測定・調整は生徒の今後の発

展学習に大きな意義のあることなので,特に注意して

指導することが大切だと思う。

A 現行の単元構成 I B 先行または並行すべき単元 | C 既習得単元

1 屋内配線              |                11 電気回・・4
1 送配電系統            l                l a 電流

2 配 電              l                i b 電圧

3 配線 とシンボル          l                i C 抵抗

4 配線図              |               l d オームの法則

5 電線の種類 0用途・ 許容電流    l                l e 抵抗の連結

6 コー ドの種類 0用途・ 許容電流   l                i f 電池の接続

7 配線器具             |                12 電流の熱作用

8 電気回路の くふ う         l                l a 電流の熱作用

l               i b ジュールの法則
l                i C 白熱電燈

l               l d 電力

2 回路計               14 磁気・ 電気         i3 静電気

1 回路計              l a 磁石           l a 陰電気

2 回路計の使用法          i b 磁力           i b 陽電気

3 回路計の使用
           | : 畠

―ロンの法則      i C 電気の吸引・ 反撥

気の感応        l d 電気の分布
l e 磁場           l e 感応
i f 磁力線          l f 感応起電機

15 電流の磁気作用 (I)   i g 蓄電器

l a 電流 と磁気        l h 放電

i b 電磁石          |
l C 電流計          |
l d アンメータ・ ボル トメータ |

3 螢光燈               16 電磁誘導          |
1 照明の方法
2 白熱電燈と螢光燈
3 螢光燈の原理
4 点燈順序
5 グロースタート式螢光燈
6 螢光燈回路の研究

4 電熱器具 (電気アイロン)
電熱機器

電熱材料
絶縁材料

i a 電磁誘導
i b 相互感応
i C 自己感応
l d 感応コイル
17 真空放電
真空放電

23



電気アイロン

自動温度調節器
電熱器具の製作
電熱器具の故障・ 原因・ 対策

5 電動機
1 電動機の種類・特徴・ 用途
2 単相と三相
3 二相誘導電動機の構造
4 三相誘導電動機の原理
5 電動機の特性
6 起動と運転
7 単相誘導電動機
8 誘導電動機の故障・ 原因・ 対策
9 電動機の応用
6 ラジオ受信機
1 電波の伝わ り方
2 波長 と周波数
3 受信機の回路構成
4 配線図
5 整流作用
6 増幅作用
7 検波作用
8 同調・ 再生回路
9 材料準備
10 部品検査
11 組み立て
12 導通テス ト
13 電圧テス ト
14試 験
15 調整
16 故障・ 原因・ 対策
17 応用

8 電流の磁気作用
回転磁界
二相交流
発電機と電動機

9 電磁波
a 電波と周波数
b インダクタンスとキャパシタ
ン ス

C 交流オームの法則
0 電子
a 電子
b 電子のはたらき
C 真空管整流
d 真空管検波
e 真空管増幅 (特性)

４

５

６

７

ａ

・Ｏ

　
ｃ

7 「電気学習」の具体的な展開及びその問題点
今まで書き綴ってきた物の中で,こ と系統性という

ものに関する限りは殆んど科学教育の方向であって,

技術教育を誤解しているのではないかと指摘 され る

向きもあるかとも思うが,特に「電気」と限定された

単元では両者の結びつきは特に強く,科学教育と技術

教育とを完全に切 り離して技術教育という,きつい枠

の中で実践することがかなり困難なのではあ るまい

か。換言すれば,中学校技術・家庭科の学習指導は,

理科の学習指導と同じであってはならないが,その方

向に近づかなければならぬような気がする。要はこの

「電気」という単元の指導をより合理的に系統づけ,

科学的知識を深めた上でそれを技術的活動にもってい

くことである。実際にこれを授業の上で,いかに具体

的に展開していくかについては,私なりの別表のよう

な試案を持つて,未だ実践報告の段階には至っていな

いがある程度の実践がなされている。表中のA項は,

現行の学習指導要領をもとにした単元構成で,B,C
項はそれぞれの単元に先行乃至は並行せねばならぬ理

科的単元 (科学教育的単元)である。その中の C項
は,第 2学年理科での既習得単元を系統的に列挙した

ものである。

問題はB項の取 り扱いをいかにするかということで

%

あるが,これを技術・家庭科の各単元 (A項 )と 全く

切り離してB項のみの指導を行うことも考えられてよ
いと思うが,それ|ま全く理科教育の領域であつて,科

学教育と技術教育とが切り離されてしまいそうな気が

する。であるから,当然これらをA項の中に織り込ん

であるときはB項が先行し,ま たあるときはA項から
B,C項を導くといった理論から技術実践へ,技術実
践から理論へという方法をとるべきであろう。こうす

ることによって,系統的な技術教育の前進する姿勢が

形成されるので|まないだろうか。

紙
=の
関係で,こ の表|ま項目のフ1挙に終つてその内

容に螢れることができないのが残念であるが,今まで

の説明でご容赦願いたい。

しかしこのような学習指導計画を作製し,それを実

践するには次のようないくつかの大きな問題点が残る

イ 自主編成自,なカリキユラム作製について現場で
の協力はどうだろうか。

口 私|ま これまでのことを男女共学単元で 62時間
(別表中のB,C項 に16時間,A項に46時間)編
成と考えているが,それに基いて,女子向きカリ

キユラムにどう対処し,それをどう解決するか,

等である。

(東京都新宿区立東戸山中学校)

(I)    :



時間の授業の組織化 (1)
―一機械 リンク装置 (第 1時目の実践)一一

及 り|| 怜

1 はじめに

最初に,こ のような主題のもとに実践報告をまとめ

るにあたって,勝手に用語がひとり歩きしないよう′い

がけつつ論をすすめたい。

この主題にとりくむ契機となったのは,ひ とつには

岩手技術教育を語る会<代表阿部司>の提案した「技

術科教育の教授計画(試案)」 (38.7.30, 日教組中教研

夏期集会で提起)の組立に参加した一会員として機械

分野の実践をおこなおうとしたことです。ふたつ に

は,第 7回岩手県民間教育研究団体合同研究集会(39.
1.8.9.10)で 問題提起者を買って出たことも契機 の

一つです。三つには一時間一時間の援業を大切にする

気構えが必要だ !黙っていると教科書にふりまわされ

「子どもたちに教えたいこと」や「子どもたちの思考

がステツプを追っていくよう」な授業にならないので

はないかという焦りと義務観念から,一時間というご

く短い授業の組織化にとりくんでみた。冒頭の約束と

かけはなれて「授業の組織化」という用語がひとり歩

きしているが (雑誌「授業研究」NO.3,1964.2,明 治

図書,広岡亮蔵氏が用語の定義づけをしています)こ
のことについてはあとで広岡氏の論稿をラ1用 させてい

ただくことと,次項以下の実践報告の中で述べたい。

なおこの実践をまとめるに当たり誤解を招かないよ

うにするため付け加えたい。機械学習の全体構造につ

いては語る会の「教授計画(試案)」 をそのまま採用し

たが,一時間の授業をくむに当たって,語る会の会員
との十分な討論をすることなく二・三の仲間 (本校の

他教科の先生方)と の打合わせによって作成し,展開

したもので,こ の報告書の2の 2以下の実践について

の批判なり,問題′点の指摘は私の力量の不足からくる
のである<民教連集会でも技術教育を語る会のメンバ

ニ (先輩諸兄)から指摘された′点も非常に多かったの

ですから>。

2 -時間の授業の組織化のてだて
佐々木享氏 (中教研委員)が会報 (東北技術教育連

絡協議会々報第一号)の 中で,「これからなにかを研

究しようとする場合,先づ類似の客観化された資料を

集め, どの程度まで研究が進んでいるのかを分析して

みる必要がある」とのべている。この言葉を大切にし

ながら機械学習の一駒の研究をすすめた。

(1)類似研究題と私たちの試案

イ 類似研究の動向
機械学習の実践研究を行うに当たって,こ れまでに

産教連の「技術教育」の中で取り上げられた諸氏の実

践報告を分析させていただいた。研究部が「技術教育」

(38.2)の「機械の学習について(2)―池上・村田両氏

の提案をめぐって一」の文中で機械の学習の実践的報

告を分類し,「自転車や ミシンの教材をどう扱うか (29

中11)原動機の取扱法 (29中 9)という研究は非常に

多くミシンや自転車以外の機械を対象にした実践研究

は数少ない。 ミシンや自転車にとらわれない実践は池
上正道氏,村田昭治氏,小池一清氏などがある」との

べていた。

私が読んだ範囲ではその他に向山玉雄氏の「技術科

教育研究の現状と問題′点」(同誌 39.1)に ついての論

稿も前述三氏と同一の視 点に立つていると受けとめ

た。このことについて機械では何をねらいにするべき

かという分析を跳ねて論を進めたい。

湊晴直氏 (37.12月 )「 2年機械学習の実践」や武川

満夫・大代次郎両氏 (38.4月 )「創造的思考をのばす

裁縫ミシンの学習指導」更に伊藤薫氏 (39.1月 )「機

械学習における実習のあり方と効果的指導法」などの

諸氏は,「一般機械に共通なとか,機械工学を背景と

するが」とか言いながらもその内容の組み立てにあた

っては,自転車や裁縫ミシンの各部の分解組立に合わ

せた学習が展開されていた。



一方の実践の型として池上正道氏 (37.11)「機械の

学習」の報告書や村田昭治氏 (37.12)「機械学習の実

践的展開」,向山玉雄氏 (39.1)の「前掲主題」小池

一清氏 (37.10)の「発展性ある機械学習はいかにあ

るべきか」などの主題にかかわる論文で共通している

点は,自転車や裁縫ミシンを教えるのではなく,機械と

いうものを総合的にとらえさせるべきで,旋盤がでた

り,自 動カンナ盤などが出たり,機構模型が教室にも
ちこまれて一向差支えないのだとする実践である。

この後者の型と同様 な報告は,宮城の高橋豪一氏

「四つ棒リンクの実践」 (教科研東北集会で問題提起)

にも出されている。「日本の教育」や日教組中央教育

課程研究委員会の研究方向も同様であるととらえた。

これらの中から,機械のねらいについても「機械は

機構でなければならないし,エ ネルギーの転換をする

ものでなければならない」という定義づけ <「教師の

ための機械学」(1962.7)>が前提におさえられ,「ね

らい」「内容」「方法」を統一的にとらえようとする

実践が大かたの研究方向であるととらえた。

口 私たちの機械学習の試案 <教授計画>
技術科教育の教授計画<試案>(1963.7完 成)がで

きる過程で,私たちはいろいろの研究会や他のサーク

ルの研究成果を学びながら,私たちなりの仮説にもと

づいて研究実践をすすめてきた。

これまでも岩手技術教育を語る会として研究の立場

や金属加工 (前掲誌)はかに電気機械の分野にも手を

かけ素案を発表 (会報38号 )してきた。更に昨年の 2

月下旬頃から数名のサークル会員が平均して週 2～ 3

回も集まって (私自身はときどき欠席したけれども)

全分野にわたって立案検討を重ねた。

その場合,各分野に共通する技術教育の基本的なね

らいを「技術科の教授では,技術学の基本を中軸にす

えるが,その他に,人間労働の科学・生産組織の基礎
・技術などの基本を認識させる。このばあい,技能は

これらを認識してゆくための手段として位置づけてみ

る」という基本構想に基づいて設定した。なおねらい

設定にあたっては,長谷川淳氏と田中実氏の「技術と

教育」「岩波講座現代教育学第11巻」に発表している

考えかたから学んだところが大きい。

ここでは全分野にわたって発表する枚数もないので

機械の学習に限って掲載する<資料 1>。 なお機械Ⅱ

についても省略するが,全分野とも資料 Iの ような手

だてでのべていることをつけ加えておく。

(2)本時の授業のねらいと内容の設定の手だて

授業を組織する場合の教師のあるべき姿について広

岡亮蔵氏 (前掲文献p5～ p12)は 4点にわたりのベ

ている。

私なりに平易なことばで要約すると,授業を組織す
る場合,現代化の視′点から教材構造を組織すること,

ねらいがボケてはいけない。更に「ねらい」にあわせ

て子どもの思考がステップを追って深まって行くよう

な多種多様な教授過程を組織しなければならない。そ

の点で,資料や実物や模型など豊富な手段をそなえ,

子どもたちを生き生きとした学習にとりくませること

のできる 1時間の授業でなければならないと力説され

ていた。又佐々木享氏 (前掲会報第 1号 )の「教師が

わからなければ子どもにもわからないのだから」とい

う論法でこの時間に何と何とを教えるべきなのか,ど

の程度までどのような順序でを言葉で,文章でかいで

おくことが大切である。だから教材研究にも多くの時

間が必要になると述べられている。この二つの感銘深

い論文は私に「 1時間の授業」を意欲的にとり組ませ

る動機となった。

私たちもこれまでの授業研究では不十分であったか

も知れないが,常に「ねらい」「内容」「方法」を統

一的にとらえて,一時間の授業をみのり豊かなものに

するためにという前提のもとに授業研究に取り組んで

きたつもりである。

イ リンク装置の定義づけのための手だて
そこで最初に手掛けることの必要な第一の仕事は,

教える分野についての教材の事前研究であるととら

え,前述試案の「ねらい」「内容」に沿って, リンク

装置についての研究を深めた。一体リンク装置とはど

ういうことかの定義を見きわめるために,次の資料や

文献をあさってみた。草ケ谷圭司氏<機構学 (理工学

社)>は ,「原節と従節の間に金属棒のような剛性の媒

介節を用いて運動を伝達する装置」であると述べてい

る。又,伊神大四郎氏<機械と道具(岩波書店)>は ,

「いくつかの棒を関節で結び合わせて運動を伝える装

置」と定義づけている。教科書 (学図,開隆堂)も 伊

神氏の定義づけと同一に捉えている。

文部省の「研究の手びき」では,「四つの棒 (こ れ
をリンクという)の端のそれぞれをピンで連結したも

のである」と述べている。

このような中から,私なりに子どもにリンク装置と

は何かを与える場合に,「力を伝える部分と伝えられ
る部分の間に連結する棒を用いて運動を伝達する装置

であり,二つの棒が組み合わされていて相互に動くい

くつかのリンク (節 )が完結されたもので,一定の運

動をさせるしくみをリンク装置」とおきかえた。

何故なら,子 どもたちに四つの棒ということを固定

概念として最初から与えることでなく,三つや五つの



棒を接合する中で機械が要求する運動をするためには

四つの棒が必要だということが子どもたちのものとし

て受けとめられるようでなければならないからである

前述で, リンクという用語を使っているので,その

点についての解明もしたい。

大かたの著書や教科書 は「各々の棒をリンクとい

い, リンクをつなぐ軸をピンと呼んでいる」という捉

え方をしている。

私はリンクとは,組み合わされた棒をリンク (節 )
といい。それは相互に動くものであると捉えたい。そし

てリンク装置の節は 3でも5でもだめで (特別な制限

装置を施して結局四節にすることができるが)四節で

なければ一定の運動とはならない。

池上正道氏 (前掲誌 37.11)は ,「機構を持たない

ものは機械ではない」と述べていることと同じく,三

節や五節は動くには動くが機構とはなり得ないc

もうひとつ大きな事前研究の課題として四節回転機

構を取り扱う場合,「力と速度」の関係を取り上げる
べきかどうかという点である。

てこクランク機構を取り上げる場合,加えられた力

というものをどの程度取り上げればよいか。私はここ

では「力」の問題はスライダ機構で簡単にふれ,更に

3年の機械Ⅱでとり上げた方がよいと思ったので,ほ

とんど研究らしいことをやらないでしまった。 (あ ら

ゆる角度から教材を追求するという立場からは,本当

は大きな誤りである)

更に具体的にリンク装置で取りあげることにした試

案 (資料 1)の教授項目の研究を深め,こ の項目の最

初の一時間日で取り扱うとするならば,どの辺まで内

容として取り上げるべきかを教材研究を進める中で決

定した。

すなわち,四節回転機構のクランク機構に限って本

時は取りあげることにした。

日 てこクランク機構から本時の課題になりそうな
ことは何か

この限定した学習内容を分析している中で問題とな

ったのは,

第 1にてこクランク機構を教えるのに都合のよい具

はじめ多くの機械を見た場合に四節(四つの棒)が見え

ない場合が多い。たとえば,糸のこミシンを見た場合
(図 2)踏み板と連結棒クランク (用語の捉え方につ
いて後述)の部分は見えるが,あ と一本が見えないはず

体的な題材 (こ の

機構を使っている

機械)はなにかに

ついて検討してみ

た。多くの実践報

告などをみる中で,

題材の中,さを糸の

こミシンを取り上

げることが,機構

を説明するのによ

いと判断した。

自転車のクラン

クと人体 (足 )

(図 1)や ,裁

縫 ミシンの踏

み板からベル

ト車までの部

分なども考え

たが,子 ども

には見えない

部分が多かっ

た り,各部が

小さ過ぎて見

えなかった り

して良くわか

らないであろ

うと考えたの

で,それは学

習の発展のと

きに取 り上げ

る方が良いと

判断した。

第 2に ,糸

のこミシンを

図 1

図 3

4節

C

,く黄〉

回転軸には竹をつかいチョークをさしこむcく軌道が,黒板に自動的に記入される〉

模   型

5節3節

4く青〉



である。子どもたちはこのことに疑間を持つであろ

う。この点をすっきりと子どもに解かるよう模型 (よ

くみられるクランク機構模型ばかりでなく模型を準備

する)を利用することの必要性がでてくる。

第 3に力と速度と関連して,死点 (思案点)を本時
で取り扱うべきか否かである。第一時目でもあるので

実際に授業の中で子どもたちから発問されるであろう

が,模型を使って図式だけ (図 3)でとどめようとし

,そ二。

第 4に,こ のてこクランク機構が成り立つための長

さの条件を模型だけでいいかどうかである。D節 (て

こ)の揺動運動の範囲を数学の定理との関連でおさえ

ようとした。

その他,村田昭治氏 (前掲誌37.12)が指摘する「動

かない品物になり,動 くにして も模型 になってしま
い」ダイナミックな機械というものや,有益な仕事を

することを忘れがちであるという̀
点
についても一時間

の授業を組む場合考慮に入れたが,こ こでこの点につ

いての断定的な仮説を出すことができないまま授業を

組んだ。

ハ 「ねらい」と「内容」の設定=本時の教授計画
リンク装置について「一時間の授業計画を組み実践

した」報告書には,池上正道氏 (前掲誌38.8月 号)の

「機械学習の実践的吟味」と高橋豪一氏 (前掲)の「四

つ棒リンク」のみしか見あたらない。もちろん他に模

型が出ているが,どんなねらいで組んだかはこの二氏

を除いてはっきりしない。この二氏の報告書とて 4時

間や 2時間という授業時間でやろうとする報告であっ

たが,具体的に四節回転機構のてこクランク機構につ

いての教授計画ではないのだが,私が研究をすすめる

上で多くの点で学ぶJ点があった。

池上氏は,実物を前にして十分考えさせると共に,
ミシンの天びん,針の位置,中がまの位置関係をはっ

きりさせることも大切である (機械要素を認識させる

だけでなく)と しての教授計画で, ミシンの働らきの

考案という項目の中でリンク機構全般にわたって教え

ようとしている。

高橋豪一氏も単に伝導用機械要素として歯車やベル

ト車を同一に羅列して指導すべきでないとして教授過

程ではリンク装置を教えるために多くの機械を教室に

持ち込んでいる。

前にもふれたが,私がこの学習項目を取 り上げる契

機となったひとつは,こ の高橋氏の実践報告を読んだ

ことに始まる。彼は「具体的な事象 (実物のことだろ

う)を多く羅列しても子供は何ら抵抗を示さないが,

多くの事象から一般的な法則を引き出そうとする様な

郎

抽象的な教授の段階になると非常に抵抗を来すことが

わかった」ということは,私なりに教授記録を読んで

みて,む しろあれこれの機械を子どもに呈示して,そ

の都度十分の解析をやらなかったことにも起因してい

るのではないかと受けとめた。 (感 じだけで言葉に表

現するのは申しわけないが)

そこで,私は一時間の授業を組む場合,「教えるべ

き所は教え,考えさせべき所は考えさせるJと いう線
で授業を組織してみた。

以下重複するので,授業当日の教授計画を転載す

る。

(3)本時の計画

イ 主題 「リンク装置」第 1時 O対象 2年Aコ _
ス

口 主題設定の趣旨
とかく従来までは,教科書にふりまわされて授業を

すすめるために分解や組立が主体目的になり自転車の

分解・組立にあわせて教える内容が組まれている。し

たがってリンク装置について教える場合も自転車のハ

ンドル部のブレーキがでてくると「両てこ機構」を教

え,い くつかの部分の分解のあと,ハ ンガ部でクラン

クにあわせて「てこクランク機構」を与えるというよ

うに原理が関連知識として扱われるにとどまる。

機械とはどんなものかという「ねらい」を達成する

ためにも,機械がいろいろの仕事をするためのしくみ

をもっているのだ,それ|ま このような原理や法則があ

るためなのだということをしっかり子どもたちに考え

させ,理解させることが大切にされる授業でなければ

ならない。

したがってひとつの機械についての分解組立を主体

目標とするのでなく,いろいろな機械を授業にもちこ

む場合,それはあくまでも「ねらい」「内容」を達成

する手段とならなければいけないであろう。

ハ ねらいと課題
① ねらい
④ 機械が目的に合った仕事をするためには,その
目的を達成するための運動をしなければならない。そ

の運動(ま基本的な数種類の運動と,その組合わさった

運動から成っていることを学んできたが,本時|まその

ひとつであるリンク装置の運動を観察させ,分析する

中で伝達機構を把量させる。

C その場合,四節回転機構が,多 くの機械では四
節にみえないことが多いので実際にみえない節は何に

あたるのかを解析する。

⑥ そのため機構が成り立つ条件として,機械的な
原理と物理的な原理の関連も把握させる。



② 課題
④ 一般にみられる分解組立をしながらリンク装置
を理解させる教授法と,あ くまでも「ねらい」・「内

容」を達成するため観察,実験実習を手段としてとり

あげる教授法がある。本時の展開は後者をとったが,

このことが子どもの認識の深まりになるのかをみてい

ただき解決していきたい。

○ 機構・機械要素を原理的に追求させるに当って
教具教材模型はこれでよいのか,あわせてこのような

学習のすすめ方で,機械が有益な仕事をするためにこ

の機構は大切なのだということを十分把握させること

が出来たから吟味してもらいたい。

⑥ この計画で「加えられた力がどのように伝わっ
ていくか」というすすめ方を採用 している面もある

が,「力」と「速度」などを理科との関連でどの程度

深めればよいのかも吟味していただきたい。

二 留意点
① 教授の方法
観察 (足ふみ糸のこミシン)発表・示範<模型 1,

2,3> 講義・観察<自車転・ ミシン>プ リント記入
② 教材の準備
糸のこミシン,自転車,裁縫 ミシン,機構説明模型

プリント,図表<軌跡>
ホ 教授計画

教授項目と教授内容
|

教 師 の 活 動 1 教師
の活動上の積極的な配慮

予想される子ど
もの活動 0反応
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イ 四節回転機構
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| をするための回転機
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一

ハ ロの状態を動かすように
するにはどうするか話合う
ニ ーつの節を固定して a点
又は C点を力点としたとき
の運動。<模型 1, 2>
ホ A節 をとり除いて 0, b
の軸のところをAの 両端と
した場合の運動。

<模型 1>

二 この運動は糸のこ
と同一になるか。

ホ 0, bは 今までA節 とB節の接
合軸及A節 とD節 の軸であったこ
とをわからせるように細心の注意

を払いながら発問。

へ このよう機構では機械が仕事を
するような運動になるか発問。
卜 この場合主として回転運動→揺
動運動をする場合,何節によって
いなければならないか発間。
。3節でも5節でも目的に合う仕事
はしないことをはっきりつかませ

る。

。今まで分析してきたことを中心に

学習を能率的にすすめる。
O定義づけにあたって|ま機械要素の

相互関連でおさえる。

。とくにクランクとクランク軸の用

語のとり扱いに注意する。

・ 模型 1の 固定節を変えた場合と対
比させたら,て こクランク機構が
そなえていなければならない条件

を軌跡を追って数学の定理でまと

める発問。
。実物をみせながら発問。

思考一応答

なるほどという

情がでることだろう

未だみえない棒との

関係で疑間を抱き

けるであろう。

○のときと同じだと

する意見

。応答

卜 四節という答えカ
でるであろう。

。イの運動の状況につ

いては簡単に応答

るであろう。

。応答

。応答

。事後調査のプリン

に記入する。

ハ　
ニ

お

　

動

て
　
　
運

し
　
　
の

二思
　
　
　
ン

用
　
　
シ

を
　
　

ミヽ

再び模型 1を四節で完結
してぉぃてE節を加える。
ト 一定運動 (回転―揺動`
揺動―揺動,回転→回転 )
をするための条件 (節の数)
についてまとめる。
。□節回転機構の中に 4の 数

字を入れる。

。てこクランク機構の定義を

まとめる。

O模型や糸のこミシンにあわ
せて説明する。

Oて こクランク機構が定めら

れた運動をするためのリン

クの長さの条件についてま

とめる。

。自転車,裁縫ミシンで本時
のまとめになるようにする

―一資 料 1-一
<機 械>・

1 ねらい
(1)機械に関する知識と能力を与えるためには,「基
本的な道具,機械,機械部品,機構,構成材料,動

力に関する技術学的特性を理解させることであり,

そのための方法として,これらの取り扱いにも習熟
させること。」

(2)機械学習では,「個々の機械についての理解や技
術を上台にして」「ェネルギーの供給をうけて仕事

をする機械として,総合的に理解させること」
(鋤 また,現代社会の生産のしくみや,現代技術の合
理性とその矛盾を理解させなければならない。その

ために現代の生産の組織と,道具から機械への発達
の歴史や,工場組織の発達の過程について理解せる
こと。

2 留意点

"

(1)ね らいの設定にあたって,長谷川淳氏の説 (岩波

講座「現代教育学」第11巻 181～183ぺ _ジ )を採

用させていただいた。また教授計画の作成にあたっ

ては,佐々木享氏の提案 (技術教育研究会会報1962

年6月 号), 日教組中央教育課程研究委員会資料NO.

4,NO.5な ども参考にした。

(2)こ の計画では機械学習(I),機械学習(I)に分け
た。それは,機械が本質的に働らきをことにする三
つの部分 (原動機,伝達機構,作業機)から成り立
っているからであり,伝達機構を中心とした内容は
2年で機械学習(I),原動機を中心とした内容は,
3年で機械学習(I)と して組んだ。

(3)作業機の部分については,加工学習であつかうこ
とにしている。また,機械製図との関連で機械要素
の数学的解析についても考慮した。  ‐

(4)機械学習では自然科学や数学との関連は非常に大

きい。自然科学の実験装置をつくり,組立て,それ
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を装置する場合に,道具や機械の取り扱いの能力と

知識とが要求されるし,機械の技術学的な現象や機

械の運動を調べる場合,数 学 的な解析が必要にな

る。したがって,物理的な量の変化を機械的に表わ

す方法や装置の考案や沢I定用器機の取り扱いに習熟

させ,その理論的な知識 を与えることも必要であ

る。

(励 また,分解,組立てについては,それ自体を目的
とするのでなく,前述の「ねらい(lJを達成する限

りにおいて取り扱うように配慮した。

3 教授計画
〔機械学習〕 男子 〔30時間〕 女子 〔15時間〕

§1 道具と機械 〔2〕 <1>
1仕事から見た機械の分類

(1)工作機械 (2)作業機械 (3)運搬機械 (4)そ の他の

機械

2機械とは何か

(1)道具から機械へ (2)機械の発達と産業革命 (3)機

械が発達するためには,

①機械とは何かという定義めいた言葉をならべる前

とF鮒墓ll量:[:了、信で纏級ちこ藝λl承ご碁暴
|

させてみる。このことによって機械にたいするばく
|

ぜんとした概念から,機械はそれぞれの目的をもっ

て作られているのだとい う概念に発展させることが

できる。

②さらにその概念を道具から機械から発展してきた

技術史的なすじ道で概観させることによってさらに

機械とい うものを 明確 に とらえさせることができ

る。

§2 手道具や機械作業の運動やしくみ 〔2〕 <1>
1手工具や機械一般に共通した構成部分

(1)原動部分 (2)作業部分 (3)動力伝達部分

2手工具や機械が仕事をするために,どんな道具を

必要とするか。

(1)手工具に使われる運動 (2)手工具の運動が機械で

はどんな運動になっているか (3)機械が仕事をする

ときの主な種類 ①回転運動 ②直線運動 C揺動
運動 ④らせん運動

①機械が働らくためには原動,作業,動力伝達部分

とそれぞれ原理的に異なった三つの部分が,相互に

関連しあって働いていることに目をむけさせる。

②手工具や機械が目的にあった仕事をするためには

その目的を達成するための独自な運動をしなければ

ならない。そこで道具や機械は実際どんな運動をし

ているかを観察させ,そ こから主な運動をみちびき

出させる。

③また,同 じ作業をする道具と機械とを比較させて

みて,道具の運動を機械的な運動にした場合に同じ

になっているものと違っているものとあることをわ

からせる。

④さらに,機械の主な運動は基本的な数種類の運動

とその組み合わさった運動からなっていることに気

§3 機械が仕事をするために必要な運動,速度,力な

どをつくるしくみ 〔16〕 <8>
1機械と機械要素と部品

2動力伝達に使われる機構と機械要素とその原理

(1)ま さつと潤滑と緩衝 (2)①

①すべりまさつところがりまさつ 0軸受 ③潤
滑油 Cばね
(2)力 と速度

①てこと滑車 ②時間と速度
(3)機械の主な運動の伝えかた (2)①

C回転運動=曇回転運動 同方向,逆方向,直交
C回転運動石2直線運動 ③回転運動=2揺動運
動 C回転運動+直線運動=釜らせん運動

(4)ベルト車 (2)①

Cベルト車のはたらき ②ベルトとベルト車の種
類 Cベルトのかけかた ④回転比
(5}歯車 (2)①

C歯車のはたらき ②平歯車の構造 ③歯車の主
な種類,構造,用途 ④回転比と歯車装置

(6)リ ンク装置 (2)①

C四節回転機構 И)て こクランク機構 ←)両クラ
ンク機構 |ヽ両てこ装置 ②往復スライダ機構
(7)カ ム (2)①

①カムのはたらき ②カムの基本形状 ③カムの

主な種類,構造,用途
3回転軸と軸継手 (1)①

(1)回転軸

C伝動軸 ②クランク軸 ③スピンドル ④たわ
み軸

(2)継手

Cフ ランジ継手 ②たわみ継手 ③自在継手
4動力の継・続・停止装置 (1)

(1)ク ラッチ

①かみあいクラッチ ②摩擦クラッチ

:31

ー
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①機械を機構的に学習させようとする場合,原動力

をつくるしくみ,動力伝達のしくみ,作業をするし

くみとに分けて学習させるべきだと考えている。し

かしここの段階ではそのすべてにふれることができ

ないので動力伝達のしくみを中核にして,その原理 ,

機械要素,部品などを学習させることにした。原動

力をつくるしくみは 3年の原動機 (内燃機関,モ ー

ターなど)学習で学ぶこととし,作業をするしくみ

では木材加工,金属加工の機械操作の学習のさいに

学ばさせることにする。

②機構,装置,機械要素を学ばせるにあたって物理

的な原理と機械的な原理の関連を明 らかにしなが

ら,数学的な解析も追求させたいと考えた。

③機構,装置,機械要素を原理的に追求させるにあ

たって教具,教材,模型などの効果的活用や教具の工

夫が必要になってくる。したがって分解組立てはそ

れ自体を目的とする学習形態とはならない。

§4 機械部品を接合するしくみとその原理 〔5〕
<3>
1接合の種類と原理 (0.5)

{1)はめあい (2)締結 (3)溶接 (4)永久的接合と一

時的接合

2締結用部品

(1)ネ ジ (1.5)

①ねじの原理と構造 ②ねじの種類と用途 に}寸
法単位からみた分類 ←)軸方向の断面形状からみ
た分類,内用途と外形からみた分類

(2)り ミ́ット (0.5)

①種類 И)頭の形による分類 卜)材質による分類
②用途

(3)キ ー, コツタ, ピン (0.5)

①キー ②コツタ ③ピン
3管 ,管継手および弁

(1)管

①管のはたらき ②管の種類 ③管の大さと厚さ
のきめ方

(2)管継手

(3)弁

(4)漏れ止め

§5 機械の材料 14〕 <2>
1機械に使われている主な材料

(1)金属材料

(2)非金属材料

2機械材料としての性質

(1)材料力学的観点から

C物理的性質

И}展性延性 卜)引張強さ レヽ伸び 日かたさ
問もろさ 内加工効果 (D熱膨脹
②力学的性質

И)応力 け)ひずみ レヽ荷重 目安全率 問はり
に働く力 内軸に働く力 (Hばねに働く力
C化学的性質

金属加工学習との関連を重視し,こ こでは具体的に

機械と結びつけて機構的な視
`点
から機械材料をみて

いくようにしたい。なお金属加工の学習の場合には

金属の組織的な面からの発展を考慮して,学ばせよ

うとしている。

§6 機械のエネルギー 〔1〕
(1)機械的エネルギーになりうるものにはどんなもの

があるか

(2)熱および熱力学

①熱応力 C電熱 ③熱エネルギー ④燃料および
燃焼

この部分は原動力部分との考慮で設定した。 3年機

械学習(■ )(内燃機関)への橋わたしである。

員会会
諭
る
教
語
校
を
学
育
中
教
堀
術
巻
技
県

・

手
手
岩
岩

X

ここの指導にあたっては,機械製図との関連におい

て数学的に解析しなければならない面と,物理的機

械的な解析にせまらなければならない面とからなっ

ている。数学的解析をするにあたっては, とくに測

定技術との関連を重視しなければならない。



実 践 的 研 究

―

原動機学 習 の問題 点

雄文藤佐

A 題材選定の理由
エネルギ_使用量は文明の程度を測る尺度といわ

れ,こ の開発のための原動機の進歩発達は近代技術発

展の基をなしているといっても過言でないと思う。本

地区における「原動機の使用状況」 (第 1表)や本校

生徒 (3年男子)の「工的技術に関する家庭学習経験

全  地  区

本校 3年在学者

※全地区対象は1960年大曲市農業 Censun統 計資料による

在学者対象は本年10月 1日 現在である。

○工的技術に関する家庭学習経験調査表

調査表」 (第 2表)で もわかる通り,生徒の生活に深
く浸透し,しかも多くの必要性と関′いを示す原動機学

習は重要な課題であり,かつ研究テーマの意図する基
1  礎技術とその実生活への適用という趣旨にも合致する
|  ものと考え,本題材を選定した。

石 油 発 動 機

280(33%) 223  (27フ多)

52  (43フ多)

(第 2表 )

(本校男子 75人対象) 38年 5月 1日 現在
、、、 経験のない｀ヽ
、
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○本地区 (四 ツ屋)における原動機の使用状況  (第 1表 )

戸  数

846

140
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各種機械の手入れ

自転 車 の 操 作

ミ シ ン の 操 作

潤 滑 油 の 給 油

バ イ ク の 操 作

石油発動機の運転

軸 受 け の 点 検 トラクターの運転

部品の分 解洗 浄 燃 料 の 給 油

部 品 の 交 換

安全装 置 の点検 百 分 率 (%)

8

7

34

29

54

自在スパナの使用

組 スパナの使 用

十字 レンチの使用

プライヤーの使用

ゲージ類 の使 用
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B 学習指導
実際の学習指導を次の如く計画し行った。

(a 指導目標
1.ガソリン機関の構造及び主要構成部分の名称及

び動作原理の理解。

2.ガ ソリン機関の本体や付属装置について,その

機能構成材料の理解。

3.動力伝達の機構についての理解。

4.機械要素の種類,用途についての理解。

5。 機関の分解,組立て,整備する基本的技術を身

につけさせる。

6.機関の点検,調整について理解させる。
7.2サ イクルェンジンと4サイクルェンジンの特

徴の理解。

8.燃料,潤滑油などについて理解し,その補給が

できる。

9.機械の発達と科学技術の進展について考察し得

る素地を培う。

(D 指導内容と配当時間
1.ス クータの構造………………………13時間

構造 サイクル 各部の装置 動力の伝達機構
(3)  (2)   (6)    (2)
2.ス クータの運転・・・・・・…・・・・・・……・・・…2″

3.ス ク_夕 の整備。……………・………。8 〃

4.機械と生活,産業との関係…………2 〃

(0 学習構造 機械学習で「機械」とはどういうもの
か十分理解されないままに,やれ機械要素だ,構造だ

といって分解をやらせるのはあ ま り効果的方法でな

い。生徒は機械に対する考え方や表現において多少差

はあっても「機械とは動くものである」という素木卜な

考え方で共通しているようである。私は生徒のこの

「考え方」を大切にし,これを発展させるために,機

械学習の系統性の観点から次の学習構造を考えた。

(燃料の燃焼)

○気化器の調整

液体帰倉皆 }(液体力学
の理解)

○フロート室の作用→

(自動制御装置の理解)

○′点火燃焼← (電気的知
識)

○燃  料← (揮発性 ,
オクタン価)

鯰→ |
|

|

目

↓
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↓

障

↓
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)
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C 指導の結果
学習構造図の要′点の理解程度を知るため,指導目標

にそってテストした結果が,次表である。

1豪
易劃

ガソリン機関の

構造,名 称

動力の転換
イダ,ク ラ

弁  機

カ ム 機

伝 達 機 構

冷 却 装 置

難 解 と|
答えた者‐
(人 )|

21

その具体的事項

34 1安訟誉導 (各部品

|リ ンク仕掛けの原38 1造

百

`  |

気 化 器 の 原 理 137.5
υ量
 |の 作用 )

膿
潤 滑 装 置

測 定及び調整

※ 調査対象人員は70人 である。
D 問題点と反省
前記の結果を参考に指導目標にそって問題点を考え

てみると,

1 ガソリンエンジンの構造や動作原理については生

徒の日常生活での経験や,理科等において学んでい

る関係上割合理解されているが,機関各部の名称就

中部品名などは外来語が多く使われており,英語の

フロート室の作用いЮl r
点 火 装 置 |∞

巧 1可 原震曇
発生
1壁

エネルギーの

動 力 転 換

1潤滑油の種類,用
31 1途 ,モ ビル油の見
1分け方

16 1

11

24  1
|
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不得意な生徒ほど理解しにくかったようである。

例 COn_rOd.Gas‐ ket.Packing.Liner.Oil‐

ring.  Snap‐ ring, Small― end. Big‐ end.

Skirt.」 et‐ needle.Needl‐ iet Needle‐ clip.

Tickler. F10at. 」appet。 ・̈・・etC

反省 英語教育における単語,熟語の学習もさるこ
とながら, 日常の学習活動やその他生徒との接触に

おいて,これ等エンジンの名称は正確に話すよう努

めなければならない。

2 機関本体については機能より構成材料,た とえば,
鋳鉄,Al合金, ジェラルミン,鋼,青銅等の性質,

就中,それ等の熱伝導率,熱膨張率,熱や圧力に耐

える力,又 ,摩耗の大小など殆んど基礎知識がなく

学習に時間を要した。付属装置では構想図に示した

「エネルギーの発生→動力転換→動力の伝達→利用」

この過程を毎学習 3分間位導入の段階でとり上げた

結果,各装置の有機的関連が昨年度より遥かに効果

的にとらえられた。しかし点火装置の「Carburetter

の内部構造」と「Magnetの発電原理Jは大部分の

生徒に徹底せずに終ってしまった。これは原動機学

習で最も難解な所であった。

反省 構成材料については,技術科 2年の 3学期と
3年の理科 3学期でと

'り 上げられるが,無用な重複

をさけ,よ り効果的な学習のため,本単元において,
これ等を学習するよう,カ リキュラムを改編するの

も一方法かと考えられる。Carburetterに ついては

破損や故障を承知の上で生徒に分解させるべきであ

ったし, Magnetの 発電原理については理科との関

連を重視しなければならない。

3 動力伝達の機構については,理科 2年の「動力を
伝えるしくみ」の復習を徹底的に行なわせた結果,

実物や説明図で比較的早く理解できた。クラッチの

遠′心力の作用,変速装置で大小ベルト車の有効半径
の自動的変化など難解とする生徒が多かった。

反省 図解能力が比較的劣っている。たとえば自動
変速装置の説明図をみて理解できない者が40%近 く

いた古設計製図の段階で指導の余地がある と思 っ

た。理科での「力の作用」又数学での「回転比の計

算」など理解できなかった生徒も比較的多く, トル

クを説明するためのW=2π /60T.N.なる公式はご

く少数の者しか理解できなかった。理数科と技術科

の関係を深く考えさせられた。

4 機構要素については「機械要素」と「機械部品」
あるいは「機械要素」と「機構」等混同し,た とえ
ば,機関要素をボルト,ナ ットなど「機械部品」の

こと位に考えたりする者もあった。

反省 カムリンクを 2年では機械要素とし, 3年で
は機構として取扱っている関係上,われわれにも混

乱が起ったが。これ等の事柄に対する明確な概念規

定を持って指導する事の大切さが感じられた。

5 分解・整備については,設備品の不足のため意図
した効果は得られなかったが,幸い本校採用の技術

科のテキストは「実教出版」で分解法組立て中心の

考え方で構成されており,説明図は大変役立った。

反省 生徒は日常経験で得た自己流あるいは勘で行
うなどその基礎技術の裏づけがないため,ナ ットや

細い部品の紛失,部品の密着部にドライバーを使い

きずをつけたり破損したものもあり,又 ピストンリ

ングを取りはずす時,折るなどまだまだ指導の徹底

化が要求された。

6 Cycleのちがうエンジンの特徴については排気作
用, クランク圧縮機構,又弁機構の理解が徹底した

生徒程その長所,短所の比較や特徴などの理解がた

やすく,潤i骨装置でも同様の結果であった。,閏滑装

置では「潤滑のしくみJの相違を主眼として指導
し,混合燃料を用いる小型エンジンは機関本体の潤

滑において装置を持たない事は大体理解できた。

反省 4 Cycleェ ンジンの圧送ポンプ給油法は実物

でも説明図でも難解とする生徒が多かった。又燃料

の耐爆性 (オ クタン価)や潤滑油 (モ ビル油)の粘

度による種類 (NOで表わす)な どそ理論よりも実

物指導の方が効果的であったと思う。

7 機械の発達→生産方式の改革→生活の能率化,こ
の絶え間ない変化の中で「技術 |の持つ社会的,経

済的側面の理解を助けるために, 3年の社会科との

関連を図らなければならない。 (現在の日本のよう

に労働力が安くて機械化するよりも人間を使った方

が安い時には極めて単純な作業まで人間がやる)こ

うした矛盾は技術革新に即応できる人間教育をMO‐

ttOと する技術科では解決が困難で, 説得力を欠く

ものと思う。

私は,原動機学習を通じて「理解法則は理科で行
い,その応用や実践は技術科で」という常識論に対

する疑間を深くした。半数近くの生徒がVS=π /4dS
の公式を使って排気量計算ができず,又 ,霧吹きの

原理に難解と答えた事実より考え,理論と実践ある
いは知識とその応用等の点については今後に残され

た重要な研究課題ではないかと痛感した。

(秋田県大曲市立四ツ屋中学校)

‐
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実習を能率的にするための

深 沢 六 郎

工 技術科のねらいと能率化
技術とは,科学の応用である,労働手段の体系であ

る,生産手段の適用方式であるなどさまざまの定義が

なされているが,本校では,生活の向上をめざす欲求

を達成するために計画し,計画と実際とを調和させる

ために,科学を応用し,価値ある生産物を創造してい

くことだと考えている。

技術科は,このような技術の行為と態度を学習する

教科であって,日標は生活の向上であり革新である。

その方法は科学の応用であり,その性格は,考え判断

し実践する教科である。

学習の能率化というとき,日 常の授業の部分的な能

率化が部分として切りはなされたのでは中途半端な改

善に終ってしまって,その意味は非常にうすくなって

しまう。能率化ということは近代学校の原則であるに

もかかわらず今もって達し得ない原因をさぐり,学校

や地域の問題とからんで根本的な解決の方策を立てな

ければならない。それがあくまで技術科のねらいをお

し進めるすじ道の中で。

Ⅱ 授業のねらいを明確にして,それを生徒の思考過
程に合わせる

ところが,私の授業では,実習作業においまわされ

たり,工具や材料の準備やしまつに非常な時間や労力

を費して,せっかくの計画もくずれ,おさえるべき要

素も消化しきれず,技術科本来のねらいがぼやけてし

まう結果になってしまった。

そこで,能率化というとき,まず,教材のねらい ,

授業のねらいを明確にしなくてはならない。指導要領

にあるのは知識の領域であって授業の目標ではない。

生徒には容易に理解できない抵抗もあり,教科書を読

むだけで十分なものもある。その内容にも,主になる

もの副になるものもある。授業をして無駄を見つける

よりも,は じめにねらいをはっきりすることの方がよ

り役立つ,た とえば, 3年電気でどんな要素をどこで

工具管理法

I~「―■と |… 屋内配線 けい光燈 モー ター

|ラ
ジ オ

a 電流・ 電圧・ 抵抗・ 電力    |   ◎
|

○

b電 気 計 測 法 ◎ ○

回路における直・ 並列接続

回路における電流電圧配分 ○

○

○

○

◎

e 交流・直流電波
ｆ

・

一　

ｇ

電子のはたらき

コイルコンデンサーのはたらき

h 整流・ 検波・ 増幅

∩
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（
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◎ ◎
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一おさえるかというとき,私は一応前頁の表のように,

おさえてみた。

教材が用意され,ねらいが明らかになったら,その

教材内容のもつ内的連関や内容構造を分析し,教材の

格|―→

解釈をしてどういう角度から,どんな道すじで,それ

がどんな関係において,何が導き出されるか,と いう

ように授業を構造的にとらえておく必要がある。一般

的なすじ道と思考過程は次のようである。

↓

思
考
過
程

↓
製
作
完
成

目

標

設

定

欲

求

学
習
過
程

↓

実

|]

実
践知
帥
簾
雑
一↑

Ⅲ 生徒の自主管理体制1を作る
民主的な学級集団を造る仕事の中で,生徒の自主性

を育てていくという生活指導の立場によることはもち

ろんである。まず班編成をした。男女にわかれて学級

をとくので特別編成をしなければならないが,つ とめ

て学級の生活班をこわさぬ よ うに留意し, 1班 6名

(異質グループ)8班を作った。
班員はそれぞれの責任をもち互に協力するために,

係をきめた。 2年木材加工の場合は次のようである。

・班長  班員を統制し,話し合いの司会をする。
・工具係 工具の保守管理に責任をもち,学習時の出
し入れをする。

・材料点検係 測定や加工法の適不適を点検しその指

導をする。

・整理係 片付け,機械整備,整理整頓をする。
・記録係 学習事項や実習日誌を記録する。
材料管理係 材料の準備保管の責  正面図
任をもつ。

Ⅳ チャート式工具戸棚
工具管理は教師(私 )にとってなや

みのたねである。準備する,破損す

る,整理する,紛失する,時間外に

貸出す,それらの労力,時間,心労

は非常に大きく,自分がいやになっ

たことがある。そこで教師の労力を

軽減するためと,生徒の自主性を養

うため,前述のような管理体制をとりその便をはかる

ために工具戸棚を作った。

A この戸棚の主な特色をあげると
1 横に同種工具を配列し,たてに班ごとに配置 し
た。すなわち横に見ると工具の数量が確認でき,下

から上に集めるとその班で使う工具が一セットそろ

うようにしたので,管理にも出し入れにも非常に便

利である。チャート式之はここから名付けた。

2 木工と金工と機械電気の三分野別とした。
3 刃物は全部奥の方に刃を向け,油綿により刃先き
の保護と出し入れの際の危険防止に留意した。

4 -般に上段は下方に,下段は上方へ 15° 傾斜をつ
けて,点検や出し入れをし易くした。
5 釘をうったり,さかいをつけたりして,工具が一
定か所に固定するようにした。

6 実物大の型紙を切り抜き,所定の場所にはりつけ
て,視覚的に置き場所を明確にした。

チャート式工具戸棚見取図 轟

語
知0¬  
剛0 1

|
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左 側 面 透 視 図

7 工具には, 1の 1, 1の 2の ような,班番号と工

具番号をつけ,同 じ番号を戸棚にもつけて,場所を

明らかにするとともになくなったのは何番工具であ

るかがわかるようにした。

8 工具には,班ごとに異る色のエナメルをぬり,班
の所属が一日でわかるようにした .

9 倶1壁を利用したため場所もとらず,必要な材料も
安くあがり,しかも製作が非常に簡単で,しろうと

でも作れる。

B 材料はすくなくて安くあがる

厚 長 数量
|

金 額単価
|

到 4∞0

翻夕躙

10,73'

C 木材加工用工具
И)の段  1班の広さは 250と り,その中の前面に両

刃のこ2丁,後面に端金,あぜ引きのこ,ま わし

びき各 1丁をつるした。

←)の段 平かんな 2丁を横向けにし木片 で 固定 し
た。15° に傾斜しているので,すべ り止めの板が

打づてある。
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レヽの段 ここには大小さしがね
2丁 ,げんのう2丁,木槌 1

丁とめ定規すじけびき各 1丁

が図のようにつるしてある。

日の段 のみのなかまで,追入
れのみ 2丁,向 うまちのみ 1

丁,つきのみ 1丁をさし込む

ようにした。15° 上向きとし

て,奥に油を浸した綿をつめ

刃先きの保護をした。

問の段 くぎしめ,つぼぎり4
つ,日 ぎり各 1丁 ,3つ 目ぎ
り1丁をさしこむ。方法はの

みと同じ。

同の段 工具箱をおく。箱の大
きさは,たて330,ょ こ600,

深さ100で ある。

雨
―――
』
(J

巾名

¨

巾広ラヮン板

ラフソ吋棒

釘

一

［

計

Φ
Ｏや
‘一ｄヨ諷一‐ｄｄ副」ゴ望¶「一‘‐‐
ＯＯ
ト

lofrl
1枚

15本

2kg

9色

1罐



D 金属加工用工具
(Nの段 広さは木材加工と同じ250で,折 り台

刃,打ち木,各 1丁を立てかけておく。すべ

ちないように木片で固定した。

υ)の段 鋼尺,直角定規,内パス,外パス各 1

木片やくぎでつるすようにした。

lXlの 段 タッフ,ダ イス,ノ ギス,各 1丁 , ト

カン,Vブ ロックは 1.2班で 1丁。

ルの段 やっとこ,けがき針,けがきコンパス,ポ
ンチ, うらたがね各 1丁 ,平たがね 2丁をおさめ

スこ 。

0の段 直刃金切ばさみ 2丁 ,ツ「刃金切ばさみ 1丁

ｍ」‐‐‐Π‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐―――‐‐―――‐――――‐‐‐骰―‐‐‐脚
一炉

９
鵬
―――――
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即
ｈ
Ｕ
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脚

九

ｎ
＝
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＝
Ц

平

Π
＝
＝
＝
Ⅱ
平

Π
＝
＝
＝
ｕ
平

(が

実 践 的 研 究

一おききれない分はボール箱

につめ棚上にのせた。

②の段  ラジオ,ペ ンチ, ニ

ッパ,金エペンチ各 1丁を

釘でつるした。

②の段 ドライバー大小
各 1丁 ,ナ ットまわし,電

エナイフ,ピ ンセット

,刀

り落

丁を

―ス

各 1丁をおさめた。

いの段 ハンドドリルを全部で 2丁。
いの段には,電気はスノだごてテスターを各 1丁おさ

めた。

00の段は,自 転車修理工具 4組 (2班 1組)をお

さめた。

0の段 エンジンを入れた。

V その他の問題
A ェ具戸棚以外に掲示物等の整理棚,丁定規掛 ,
材料置場,標本模型などの整理棚等のくふうもし

てみたが,説明をはぶくc

B 能率化というとき,実習教材の単純化をはかる
ことも大切であるc指導内容がおさえられ,日標

が達成できればいいのであって,簡単なものに振

りかえるくふうも必要である。たとえば 1年本立

てを小箱に, 2年机こし掛けを背負子に。

C この外,能率化をさまたげる要因はいくつもあ
ろうけれども,何んといっても施設・設備の不備

である。これは教師や生徒の問題でなしに全く外

部的な要因であって,行政者の猛省を捉すととも

に,積極的に充実運動をしなくてはならない。

うまくまとめることができないので,千葉大,井上

弘氏の言葉をかりると,学習能率をもとめるあまり,

一定の教材の能率的消化が先きに立ってしまって,教

材そのものの検討,ひいては理想的人間像への関心が

失われてしまう危険性の存在することである。教育の

基本的な全体構造と,進路とをはっきりつかまえた上

で,学習能率が追求されるのでなかったら,多 くの教

師はただ熟練した教育職人になりさがり,教育内容の

国家統制も容易に許容することになり,教育の規格化

がすすめられてゆくことになろう。

(山梨県南巨摩郡中富町甲南中学校)

を釘にかけて固

定した。    (l,)
171の 段 片手ハン
マ 2丁,ワ イヤ  fヽ

ブラシ 1丁をつ

るした。

佛)の段 平やす り
3丁,丸やす り

平丸やすり各 1

丁,はんだごて

1丁をおさめた。

0の段 定盤,洗
い油 ,洗皿など

を班には関係な

くおさめた。

E 電気・機械用工

具

のの段  ラジオキ

ットをおさめ ,

う

ら

た

が

ね

平
た
が
ね

針 コポ

パ チ
ス
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施設・設備を活用した

電気学習 (女子向き)の指導 (4)

深 尾 望 子

電気洗たく機の点検 (6時間)

1展  開

段  階 1時間 1   展 開   1 関 連 知 識  1関 連 作 業

2 モーターとは
電動機には直流電圧を電源とする直流モーターと,      N
交流電圧を電源として多く使われている誘導モーター

と,原理的には直流モーターであるが,その機能・構
造上少し改善して交流で使用する単相整流子モーター

などがあるが,いずれもモーターは電気のエネルギー

を,導線の中で磁気力に変え,磁石と同様の働きをさ
せて,回転するエネルギーにかえたものである。

退        引3 磁力線と電流の磁気作用
イ・ 磁力線

                          ぅ        フ針磁石に磁石を近づけると,磁石の同じ極どう

図  2違 うしヤま (N極 とN極・ S極 とS極)退け合い ,
極どうし (N極 とS極 )は引き合 う。これは磁力線の   ら, しかも互どうしは反ばつし合って離れようとする
働きで,磁力線は常にN極からでて, S極に入 り,ち   性質がある。それを磁力線という。
ょうど引張られたゴムのように短かくなろうとしなが    日.導線に電流が流れるとどうなるか

40

S卜    sl

図   1

洗たく機の

しくみ

洗たく機の

特長

電動機の原

理

電気洗たく

機の使用法

1電気洗たく機のしくみをしらべる

1洗たく機にはどんな種類があるか

1モ ーターが回転する原理をしらべる

2電動機の種類と特長
1電気洗たく機を正しく使 うには

・洗たく機の電気回路

・洗たく機の種類

・ 各種洗たく機の特長

・ 磁気作用

・ 磁力線

・磁界

・ 電磁力

・誘導起電力
0相互誘導作用

・ 電動機の種類

・ 負荷と動流

・ 洗たく機の回路の

導通テスト

・ 部品の種類
0部品の名称

こヽ,

0負荷 と電流の関係

をしらべる



実 践 的 研 究 一一 ―
磁力線は磁石のまわりばかりでなく,導線に電流を
流すと,その導線のまわりにもできる。真直ぐな導線
に電流を流したときにできる磁力線は図 3のようにな

る。強い磁力線を求めるときは導線をコイル状に巻き

強い電流を流せばよい。 (磁気力はコイルの巻数×コ

イルに流れる電流の強さに比例する)

ねじの進む方向

図  3
この図でわかるように,電流の方向と磁力線の方向
との間に右ねじ(右へ回すと進むねじ)と 全く同じ関係

があるので,こ れをアンペアの右ねじの法則という。

なお,こ の電流と磁界の関係は図 4のように表わして
いる。ただし●は電流がこちらから向うがわへ流れ ,

Oはむこうからこちらがわへ電流が流れていることを
不すものである。

次にコイル

導線
         の如くまき,

Eζ     4 それに図のよ

うに電流を流す。それをたてに割ったと考えると図 5

bのようになる。するとそのまわりには図 4で示した

ように90●磁力線ができ,それらの磁力線が互に加

わり合って,中央ではC図のような太い磁力線もでき
ることになる。だからコイルに鉄心を入れ, コイルに

電流を流すと一種 の磁石 になる。これを電磁石とい

う。図 5dの ようになる。
電磁石は電流の方向を反対にすると,N極とS極が
反対になる。

ハ・導線を磁石の両極の間において電流を流したら

どうなるか。

磁石には磁力線があり,導線に電流を流したときも
その導線のまわりに磁力線ができる。その二つを組み

合わせると, どうなるだろうか。

図 6の aのように磁石の両極の間に導線をおいて,

それに矢印のように電流を流すと,磁力線のでき方は
b図のような磁石の磁力線と,導線のまわりにできる

磁力線となり,こ の導線を磁石の両極の間に入れるの

であるから,二つを組 み合わせたものになるであろ
う。これを組み合わせてみると,磁力線はどうなるで

あろうか。

ここから見る

999

0 0 o
(C)   

図

図  6
図6bを見ると左図磁石の磁力線の方向は上側で右
図導線のまわりにできた磁力線の方向と同じ向きにな

るので,両方の磁力線が,互 に協力 して密にな
り,下側では磁石の磁力線の方向と導線のまわり
にできる磁力線の方向が反対になるから,両方の

磁力線は互に反ばつしあい打ち消しあって磁力線

が非常に少なくなる。

そのようすを図示するならば図 7の如くなり,

aは磁力線が協力 しあって密になっているとこ

ろ, bは図6bを組み合わせた下側で,磁力線が

反対の方向どうしであるため,互に打ち消しあっ
て少くなっている状態である。

磁力線は常にゴムのように短かくなろうとする

性質があるので,こ の短かくなろうとする力で,
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図  7
うに矢印 転する導体の リングを作って,それを乾電池の両極に

配線する。そのコイルに電流を流すとどうなるであろ

うかも

パ デ
十

JO卜 _

{a)

磁石の間に入った導線は力を受けて C図のよ

の方向に動くことになる。

この原理はフレミングが左手の法則として考えだし

たものであり,こ のように磁力線に電流が働く力を電

磁力といい,モ ーターの原理をおさえるのに都合がよ

い。この原理を理解させるために次のような実験を行

った。

二 実  験
① 図 8の ような実験装置により,電源機の直流側へ

図  8
導線を接続し,図 8の固定導線Aへ +,Bヘ ーを接
続する。そして電源機のさしこみプラグをコンセン

トンヘ、さしこむ。

② 電源機の電圧を 5～ 6Vにあげる。
③ 可動導線はどちらへ動くか。
④ 電極を反対にするとどうなるか。
⑤ 永久磁石のNesの 極を反対にするとどうなるか

ホ 結  果
① 図 8と 実験 1の ように電流を流し,磁石も図のよ

うな場合,可動導線は右に動く。

② 永久磁石はこのままで,電流の方向を変えると導
線は左へ力を受けて動く。

③ 磁石のN・ Sの極を図の反対にし,電流を図のよ

うに流したとき導線は左へ動く。

4 モーターはなぜ回るか
フレミングの法則をもとにして,永久磁石の中に回

42

4B              (b)
(a)

図  9
図9aを手前真横から見るとbのようになるから,
フレミング左手の法則を使って, コイルA及びBの運

動の方向をしらべてみると,それぞれ破線で示した矢

印のようになる。

コイルAと Bに同時に破線のような力が働くと,こ

のコイルは 0点を中′いにして図の実線の矢印の方向へ

回ることになる。このように磁極の間にコイルを置

き, コイルの端に整流子というものをつけ刷子に よ

り,N極のところにきた導線には,いつも手前から向
こうに向って電流が流れるようにしておけばいつも同

じ方向へ回り続けるはずである。直流電動機はこの原

理を応用したものである。

5 回転磁界 (ア ラゴの円板 )
直流モーターは磁界と電機子との磁石の反ばつ力に

よって回転したが, この原理で大きな馬力のモーター

を作るには,構造が複雑で故障が多いので,実際のモ

ーターにはあまり使わない。

モーターの大部分は誘導モーターで,回転力を作る

ための特別なからくりが必要となってくる。このから

くりは回転磁界によって説明する。

回転磁界というの|ま ,字の如く磁界が回転すること

で磁力線がぐるぐる連続的に回っている現象である。

そして,磁力線がぐるぐる回っているような場の中に

導体をおけば,その導体は力を受けて,磁界の回転と

ともにぐるぐる回ることになる。

このことを説明するために理科でいっているアラゴ

の円板を次のような装置で作り実験し指導した。

可動導線

匡コ

ホームスチロール樹脂
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イ.アラゴの円板

アラゴの円板は,水槽に水を入れ,風のないところ

で,ア ルミニュームの一円貨幣を水面に浮かべる。磁

石をアルミ銭に触れないようにして,な るべく早く近

くで回転させると,ア ルミ銭が磁石の回転よる少しお

くれて回るのがわかる。これではあまり原始的である

シンチュウ
回転板

磁 石

磁石回転板

その磁石の2こ を取りはずしNeslこ ずつで(1)
と同じように回転させてみると,(1)と 同じくらいの

速度で磁石板を回転させても,回転円板の速度はぐ

っと遅くなる。

③ (1)で磁石がNSNSと なっていたのを(2)では,N
Slこ ずつとりはずしたので,次はNか Sかぃずれ

か一方だけに4こ ともしてみ

る。そして(1)の場合と同じよう

に回転させてみると,やはりよ

く回転する。

④ 以上(1)・ (2)0(3)の ことをまと
めると,

a)金属の円板の上に永久磁石

を置き,その円板を回転させる

と上のシンチュウ円板も磁石の

ボールベアリング 回転する方向に回転する。 (実
験 11)・ (3))か らわかる。

b)円板の回転速度は磁石板の

回転速度より遅いさ (実験(1))

からわかる。

C)円板の回転は磁

石の極性には無関係

である。 (実験(3))

からわかる。

では円板はどのよう

なしくみで回ったの

であろう。円板はシ

ンチュウで磁石に吸

ラ|さ オtる ようなこと

ではないから,吸引

力によって回ったの図 11

図 10 補

図  10
から図10の ように作ったもの

である。

口 実験
① 図10を使って,磁石板の

磁石と,回転板のシンチュ

ウ円板との間隔をできるだ

け少くしてシンチュウ板を

支柱にとめる。右側の回転

車をゆっくり回すと磁石板

は回転する。磁石板が回る

につれてその方向に上に下

転方向へ回転しはじめる。その     (a)       (b)
とき磁石板と回転シンチュウ板

との回転速度を比べると,明 らかに回転板の方がお

ていことがわかる。

② (1)の 実験では磁 石 は 4こ で,N・ Sが入れちが

いになっているのが,上の回転円板に対 応 して い

る。                               図  12
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ではない。

このしくみを調べるために次の実験を行う。

⑤ に)の C)の 実験
図11の ようにコイルの 1端に検流計をつなぎ, コイ

ルに棒磁石を出し入れすると検流計の針がふれる。

これはコイルの中の磁力線が,磁石を動かすことに
よって変化し, コイルに起電力がおき,その起電力
によって誘導電流が流れることになる。このように

磁力線がコイルを貫く瞬間に起きる起電力を誘導起

電力という。 (フ レミングの右手の法則である。導

体が磁力線を直角に切るとき,導体に発生する電流
の方向を示すのに便利である)

⑥ 円板の中を磁力線がつっきると,導体の中には電
流が流れ,磁界の中で導体に電流が流れると力を受
けるというフレミング左手の法則によって,磁石板
が時計方向に回転すれば円板もその方向に回転する

ことになる。

(1)N極 と円板が相対している瞬間,磁力線が円板を
つらぬいている部分を④とする。

(2)④の部分を更に小さな導体に分けてみると,N極
は図12の ように時計方向に回転しているときは,磁

力線は円板の上をゆっくり時計方向に回転している

導体 3について考えてみると, 3は磁力線を切って

いる。このとき磁力線の上に立って,導体 3を眺め

ると3は C)の ように,磁力線を反時計方向に切って

図 14(2)

いることになる。したがってフレミング右手の法則

によって,に)のように円板を通って電流が流れるこ

とになる。ところが,導体 3を流れる電流は,やは

り磁力線の中に置かれているので,前の直流電動機
のコイルに,力が働いたと同じように,こ の導体に

力が働く。その方向はフレミング左手の法則によっ

て図13の ように時計方向になることがわかる。

他の部分の導体 10204・ 5も 同じように時計方
向の力が働くので,円板は磁力線の移動方向へ回転

することになる。

6 モーターの種類と回転磁界
アラゴの円板の実験で,回転磁界を作るのに永久

磁石をつけた円板を手でぐるぐる回したが,実際の
モーターをいちいち手で回していたのでは間にあわ

ない。それでこの回転磁界を作る方法にはいろいろ

の方法を使い,その使り方によってモーターの種類

や特性がちがってくるのである。

回転磁界を作るのに,隅取リコイルを使ったり,

交流抵抗を利用したり, コンデンサーなどを利用す

るが,こ れは,電圧と電流とを時間的にずらせるこ

とによって,磁場を時間的に移動させ回転磁界を作
るもので,その説明に次のような実験具を作った。

(1)コ イル a・ bを使い, コイルbに直列に 10μ F以

上のコンデンサをつないで交流電流を流してみる。

この場合ニウムの円筒は左まわりに回転する。コン

デンサに交流を流すと電圧がおくれ,電流が90° 先
に進むのでコイル aよ リコイルbの方に先に磁界が

でき,次にコイル aに移る。そこで回転磁界は・・
0-―印に動き,こ れに従って回転することにな
る。この原理を使って起動させているモーターがコ

ンデンサ起動型電動機である。普通コンデンサモー

ターと呼んでいるものである。

磁力線

図
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実 践 的 研 究 ―― ―
佗)次にコイル a・ b・ cを配線し,交流 4～ 6Vを
流してみる。

aに流れる電流をbOCと 同じにするために aに抵
抗を入れる (ニ クロム線)。

この場合ニウムの円筒は右まわりに回転する。これ

は交流回路に電磁石をつなぐと,誘導作用によって
たえず逆起電流が起って交流抵抗として働く。そし

てこのインダクタンスはコイル aよ りもb+Cの方
が大きいので,電流は aょ りもbの方が 90° だけお

くれ位相差ができる。そのために磁石が aょ りbに

移って回転磁界を作って,それがアルミニウム円筒

をつらぬくので回転力が生ずる。このようにして電

位差を生じさせて起動しているものを分相モーター

と言う。正しくは,分相起動式誘導電動機である。
<コ イル a・ コイルb>
直径15～17m m,長 さ7cmの ビニール管に0.5m

mの ホルマール線 (エナメル線で可)210回をま

く。その中に鉄心として 5寸くぎ2本を入れる。

<コ イルc>
直径20m m,長 さ7Cmの ビニール管に0.5m mの

ホルマール線 280回まく。

それに鉄心 2寸 5分くぎをいっばいにつめる。

7 モーターの使用
以上の如くモーターについて説明をしてきたが,実

際に洗たく機等を正しく使用する場合に最も重要視せ

ねばならないことは負荷と電流である。

そこで洗たく機の負荷と電流については次のように

指導してみた。

イ 準  備
洗たく機に電流計をつなぎ,洗たく物・水・粉石け
んを用意する。

口 実  験
① 無負荷でスイッチを入れて,その時の電流を沢1
る。

② 水を入れて電流を測る。
③ 洗たく物を入れて電流を沢lる。
④ 石けん,水をカロえて電流を沢1る。
⑤ 洗たく物を加え,パルセーターが回転しないぐ
らいの状態で電流を沢lる 。

⑥ 水を加えて再びパルセーターが正常に回転する
状態にして電流を沢1る。

⑦ 以上のことをグラフのたてに電流をとり,横に
負荷(g)を とって記入してみる。

ハ 結  果
① 無負荷でスイッチを入れた場合,モ ーターの始

動のため最初は,電流が多く流れるので,電流計
の針が多く振れる。その後 1～ 1・ 2Aぐらいとな
る。

② 水12ι の場合で1.3Aと なる。
③ 洗たく物,石けんをそれぞれ目方を計って加え
ていくが,パルセτターが回転しなくなる程度に

負荷が多くなると電流は 6Aにもなる。これでは

モーターが正しく使われているとはいえない。

C 水を徐々に加え再びパルセーターが回転しだす
ぐらいの状態では電流が3～3.5Aと なる。これで

もモーターに無理があるので長くこの状態で洗た

くするのはよくない。

⑤ 水と石けんを加え,電流が 1.3Aぐらいで保た
れているときの洗たく物と水の割合を計算する。

⑥ 更に水を加えるとまた電流は多くなってくる。
⑦ 以上の実沢1により,モ ーターに対する負荷が多
すぎると電流が多く流れ,モ ーターは,使用前,

無負荷で回転させたとき,負荷が多くて,パルセ

ーターが動かないときなど,モ ーターに直接さわ

らせてみて,モ ーターに熱をもってくることをわ

からせる。

これらのことによって洗たく物と水の割合,モ ータ

ーに重すぎる荷をかけることのいけない理由も理解で

き,洗たく機をはじめモーターのついた電気機器の正|

しい使用法もわかったと思う。

後  記
以上,電気学習について,何とか目に見 えない も

のを視野に訴えながら原理を考えさせ,理解させたい

と思っていろいろ努力してみた。そこでいちばん困っ

たことは,私だけでなく,電気や機械の学習に真貪1に
とりくんだ方なら,すべての先生方がそう思われるだ

ろうと思うが,適当な教具が市販されていないという
ことではないだろうか。またもし新しい説明具が出さ

れたとしても予算の面で何とも手のとどかないもので

はないだろうか。それでやむなく,何とか自作でと考

え,構想はたててみるものの,計画どうり進めるため

の技術が不足だったり (木工,金工などの部面におけ
る)材料集めに思わぬ手間どったりしてしまうのであ
る。ここに私が載せさせていただいたものは,37年度

(電気学習最初の年)の実践の記録である。学校の都|

合で今年度 (38年度)は 3年の指導ができなかったの

で,改良すべきところもあると思うが,一応前に実院
したままを記させてもらった。

(岐阜市藍川中学校)
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家庭科教育も男女共通でなければならない

一―この漠然たる結論が正しいとわかったまでの随想――

藤佐 禎

家庭科教育は平凡であれ !

ここ数年来,年に一度は家庭科論議が巻き返される

が,な んだかあまり進展していない気がする。特に61

年頃の技術・家庭科移行時の頃を考えてみてその感が

深い。労働力再生産論,批判力を養う社会科的家庭科

論,家庭生活を合理化するための技術化論,女教師が

脱皮するための工作,電化賛成論,消費経済合理化論

と応接にいとまないことは今も大して変っていないよ

うである。みなそれぞれ,な るほどと思うと,どれが

本筋なのか又わからなくなって困る。人間社会に家族

単位の生活が発生する以前の,母系制度的,あ るいは

群婚的,氏族的なもののいずれかに,共産主義社会に

なったとしても復元して行くことはないことはたしか

である。大体,家庭科教育は何を目指すのか考える前

にこのあいまいな「家庭」という概念の中みを整頓し

てからでないと私はさっばり前進できなかった。そう

した意味では籠山先生の話しや,原田先生 (昭和女子

大)の話し (本誌 61.11月 号)も結論だけで困った。

前前からお話しをきいている池田種生先生や岡邦雄先

生も,問題点だけ指摘されて,あ とは考えて見なさい

と笑っていらっしゃる。「私らが今日,学ばせねばな

らない『家庭生活』では,技術・家庭科が主題とする

ような技術,いいかえると社会的生産のための技術に

通じ得るような,あ るいはその基礎となるようなもの

は,全 く存在しないのだし不要である」という指摘 ,

消費の合理性――家事労働と生産労働,こ の「二つの

ものは全く異質になってしまっている。このような分

離は技術の革新と,家庭生活における消費の革新によ

ってもたらされたもので,革新といわれるだけに,急

速に,決定的に進行した」(前掲,籠山先生)。 このよ

うな指摘を,「単に家庭生活の合理化を目標にした家

庭科は,いかに男女共学を基本としても,現在の資本

主義社会体制の中での教育としては,国民教育として
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の意義は薄弱である」といって,被服製作や調理学習

から独占資本の生産関係や,価格体系にまで及び,現

代の諸矛盾に気付かせるために,教材を科学化,技術

化して行き,結局は調理と化学 が ゴッチャになった

り,バ ンツ作りや,ス カート作りになっている事態。

ここには教科論の論理的な発展が,運動論や実践論と

の混同によってさまたげられている姿を見ざるを得な

い。調理に科学的判断を要求すること,被服製作の工

程や,材料分析をすることは一向にかまわないが,そ

こからすぐに,家庭科教育の構造を論ずる性急さが混

乱の原因なのではないのか。今ある教材に とらわれ

ては家庭科論議は混乱するばかりである。「家庭生活

の合理化」という,こ の「家庭生活」とは何か。わか

り切っているようで考えて見たことがないのがいけな

いのだと思った。これは私自身の実感である。こいつ

をなくそう,こ のあいまいさに区切りをつける必要が

ある。「家庭」というのは実在する。この社会と切り

離すことのできない形で実在する実体概念であるから

社会や歴史の発展や変化と無関係ではあり得ない。ど

のような「家庭」が望ましいのか (金持階級の夢とし

てではなく)それは「どのような社会や国家がよいの

か」ということと直結している。そしてその望ましい

社会や国家を建設するエネルギーを蓄積し,発揮させ

る「生活体」であり「細胞」であ る家庭。あるいは

「憩いの場」であり「文化的要求を満す場」であると

いうように内容的にとり上げれば際限のない実体概念

である。しかし現在の家庭の持つ主要な意義は,いや

でも資本主義社会体常1の中でのそれであり,実態もま

さしく資本に従属したものである。家庭 は単 に食餌

し,最低に着て,ねて,育児して,ほんのわずか,本

来の家庭的自由,生活の自由にありついているだけで

ある。その意味では「労働力の再生産の場」という規

定のしかたは,現代の実体に迫る意味で正しい。しか



しこの認識論がすぐに教育につながることは性急のそ

しりをまぬがれない。「労働力再生産」はあくまで現

在の家庭を認識するために用いられている社会科学上

の大概念の一つにすぎないし,一つの実体の側面にす

ぎない。

「家庭の意義について間う」と言われたら,誰しも
がすぐに考える答えには遠いこともある。マカレンコ

の愛と規律の教育の中でも家庭の意義は強調される。

池田さんの人づくりの中にも出てくる。封建遺制とし

ての「家Jの大切さをたて祭る人もまだいる。……家

風,家訓,家名,家柄等等。それらすべての認識に対

応する教科教育などは考えられるわけがない。「労働

力再生産論」も受けとりかたで「合理主義」にもなる

し,「社会科学」を標榜する家庭科学教育論にもなる。

こうなると「再生産論」もごみだめである。家庭科論

義をやる場合は,だからどこまでが判断論や分析論で

あり, どこからが教育論であり,教材論なのかを区切

らないといけない。そうした意味ではわれわれは大変

に弱い。弱いからこそ大いに論議もし,大いなる混沌

もある。一つの立場に固執すればこの混沌は更に拡大

するのである。そうした無意味な混沌を絶ち切ること

は大変簡単である。なぜなら家庭は実在する。そして

生徒一人一人は家族の一員である。この実在から出発

すれば何の混沌もない。まず実在を知ることである。

そしてその知るための認識手段を学校は与えるのであ

る。実体を認識することなしに目的論だけで家庭科教

育を論じてはならない。目的は教えられるものであっ

ては何の力にもなるまいぅ実体の中で行動し,考えて,

目的をはっきり知る力を身につけさせる。それが公教

育の役割であって,料理学校や洋裁学校とは何のかか

わりもないのである。ここでは女子の特性に応じた教

科内容などというものは全 く考 え られない。男であ

れ,女であれ家庭の構成員であって,どちらの一つを

欠いても家庭は成立しない。家庭の一員であり,家庭

生活の機能そのものである「生活」の主体者が,「家

庭」の実体を知り,その社会性を認識して行くことは

必要である。女性が家に従属し,家庭に閉じこめられ

ていなければならない時代は過ぎ去らせ,捨て去らせ

ねばならない。そしてもっと積極的に家庭の意義を考

えて行きたい。籠山先生の言に「家庭生活を犠牲にし

て成り立つような生産技術は,戦争をひきおこすだけ
である」 (前掲書)と あったが,ま さに家庭生活にお

ける自由の享受の拡大こそ人類の最終目的といってよ

いと思う。学校ですら労働時間が 1日 3時間などとい

うことは,未来の社会的教育帝1度の中で考えられない

ことではない。男女が共通に学ぶこと自体の中に女性

が解放されて行くことが約束されるのであって,女子

のみの家庭科教育は何をやっても明かるい未来につな

がる保証を見出すことは不可能なのである。だから実

体の中での家庭科教育ということは一方に,女性蔑視

観や,差別賃金をゆるしている現在の体制を打破して

行く運動なり,教育制度なりが併行しなければならな

い。そしてこの後者は闘かわれている。「以前の社会

状態からわれわれがうけついだ男女の法の上での不平

等は,女の経済的抑圧の原因でなくて結果である。多

くの夫婦とその子たちをふくんでいた古代の共産主義

的世帯では,妻たちにまかされた家政の管理は,夫た

ちが食料を調達するのと同じように,一つの公的な,

社会的に必要な産業であった。家父長制家族が現われ

るとともに,さ らに単婚制の個別家族があらわれると

ともにこの事情は変った。家政の管理はもはや社会と

はなえのかかわりもないものになった。 (中略)現代

の大工業がはじめて女に一―ただプロレタリアの女だ

けに一一社会的生産への道をふたたびひらいた。その

場合,女が家庭での私的奉仕の義務を果たそうとすれ

ば,公的産業からはじめだされ,一文もかせぐことが

できない。その反対でも矛盾は同様にある。女にとっ

ては工場でこうであるばかりか,医師や弁護士にいた

るまでのいっさいの職業部門でも同じである。近代の

個別家族は,女の公然たるまたはかくれた家内奴隷帝1

の上にきづかれており,ま た近代社会は個別家族だけ

を構成分子とする集団である」参考までにエンゲルス

の有名な本から長々とひきあいに出したが,こ の80年

前の指摘は一部修正されたとしても,本質的にはやは

り正しい。私はここでベーベルの婦人論まで引き出し

て,家庭科論議をしようとは思わない。婦人論を無視

し得ない状況があることは,しかし事実であることを

指摘するまでである。そして更に,その婦人論も家庭

科論の中では解決がつかないことも。

さてそこで「実体を知る家庭科教育」に話しをもど

そうc生徒たちは両親がどのような役割を果たしてい

るかを程度の差はあれ知っている。しかしそれがどの

ような矛盾の中にあるのか,生徒自身が家族の一員と

してその矛盾の渦中で何をしなければならないのかは

知らない。そしてその矛盾を解明することを要求する

ことが家庭科教育の主目的とはなり得ない。そのよう

なことは無理な注文であり,真 の解決 力とはならな

い。矛盾を解決することができないことは事実であっ

たとしても,矛盾を理解することは子どもなりに,家庭

の一員なりに可能であろうし,必要である。単なる家

庭生活の事実,現象を知ることではなく,矛盾を理解

したり,き きわけのある家庭の■員となったり,生活



の実体と遊離しない生活実践力を身につけたりして行

くことは,学習の結果可能となる。学習といっても心

理学上の意味から教授論上の意味まで多様である。小

学校段階では,家庭における単純作業 (片づけ,清掃

など)から,やや複雑な作業を分担する態度や,能力
を身につけさせることを自然に学習するとよい。この

ことは現在の小学校でも十分できるはずである。ぞう

きんを手ぬいではなくミシンで男生徒が自然に製作す

る態度を誰が非難できよう。中学校に入学したばかり

の生徒が,校庭でズボンをやぶき,職員室へ「先生 ,

はりと糸かして !」 と飛びこんで来 る姿 もそうであ

る。このような自然な姿を打ちくだき,消滅させよう

としているのが現在 の中学校技術・家庭科なのであ

る。

中学段階では単に家事労働の分担能力を身につけさ

せることを学校教育がとりあげる必要はない。イヽ学校

で養なわれた態度が,家庭教育の中で伸びて行くよう

父母との提携をすればよいのである。学校では家事労

働の分析に必要な基礎経験を整理させる意味で,簡単

な調理実習と,製図学習の展開図応用の布加工の際の

材料どり程度の実習があればよいと考える。前者は調

理や食事がどのような工程,法則性の上に成立してい

るのかを分析するために役立たせ,そ の結果,光熱費

や食費,汁器,洗添などが家庭生活の重要な部分であ

ることを認識することになる。被服の分野について,

私は完成品の製作ということは重要視する必要はない

と思う。材料どりは,大きなはころびを再生させたり

する実技能力に関する最低必要限界として考えたので

あり,実際的に必要なのは被服の選択力や,保存法で

ある。女子が特に人形製作がしたいというならばクラ

ブ活動にまわせばよいし,染色などは美術でやればよ

い。私などもろうけつをずいぶん楽しんだものである

し,今でものれんの一つも作って見たい気がする。と

にかく現在の女子向技術 0家庭科がうしろ向きの非発

展的なものであることに間違いはない。被服製作,調

理に200時間もとることは,女性論の立場から言って

も大問題のはずだ。私は前述のような基礎経験を家事

労働の分析を目的に設定したわけであるが,その他 ,

分析する必要のある家事労働 はいくつか考えられよ

う。育児,睡眠対策,看護,消費財管理,耐久財管理

というたぐい。これらの実体を分析することは,家庭

の一員である自覚を持つことに対する準備であって,

まだ本質論には至らない。この本質というか,家庭生

活の内容を知り,更に矛盾の理解に達するためには ,

社会科や,ク ラス経営での集団指導と相まつ必要があ

る。概念的には家庭経済の分析ということで,文化教
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育費,交通・通信費,交際費, リクリエーション費 ,
貯蓄分,等々家庭生活の本質 に近づくことはできる

が,どこからどこまでが家庭科教育として考えられる

か,と いう問いには答えることそのことが不可能なの

である。ここから先は家庭科論では解決がつかない。

それは教師集団の相互理解による計画的,統一的な教

育機能の発揮のないことにはどうしょうもないのであ

って,も し更に家庭科教育が可能であるとすれば,そ

れは趣味で教えるか,ひ とりごとで教えるかしかなく

そんなものは学校教育の内容でもなんでもなくなって

しまう。

以上の論を進めた背景には,技術科も男女共通とい

うあたりまえで,あたりまえでないことがある。また

炊飯で澱粉がどうの,デキストリンがどうのというよ

うなことは高校段階のことである。私などは大学の教

養課程で学んだことだ。技術教育,科学教育,社会科
というけじめをはっきりしなければ,生徒が混乱する

ばかりである。「家庭」というものが将来どのように

消費文化が進み,保育機関が発展し,私的所有関係が

解消しようとも,消滅しないものである以上,男女平

等に学習する内容は規定し得るという前提はあるが ,

それが,真の意味の教科として成立するのかどうかは

考えようである。私はたとえば中学校の 3年間を通じ

てのべつ家庭科を学習させる必要はないと思う。社会

科で,技術科で,ホ ームルームで,更に家庭内そのも

ので,そして大人の社会教育機関で連けいが保たれれ

ば,ある一定の時期に,た とえば 1年生で20時間とか,

2年生で10時間とかやればよいのであると思う。現在

の家庭科の教師はどうなるのか,それはまた別の問題

である。要はあたりまえのことを,あたりまえに,平

凡に教える,と いう決定的な態度をとることを,われ

われは忘れがちになっている, ということに気付くの

である。以上のような主張が奇想天外であると思うこ

とがおかしいのではないのか。現実を一歩前進させる

ということが,いかに現在困難な状況にあるのか,そ

れはわかるが,だからといって前進させるための方策

を迂遠なものに求めることはつつしまねばならないと

思う。われわれの今なすべきことは,声を大にして,

現在行なわれている差別教育を人々に知らせ,わかっ

てもらい糾弾してゆくことである。

(東京都武蔵野市立第五中学校)



第13次全国教研岡山大会の反省と課題

音5

は じ め に
日教組13次 ,日 高教10次の合同教研集会 lま ,去 る 1

月15日 ～18日 まで 4日 間にわたって,全国から一万余
の実践家を集め大成功のうちに柊了した。

この集会で話し合われた膨大な討議内容 |ま ,講師の

手によって整理され「日本の教育」にまとめらオ1ンるの

でそれを一読していただきたい。

ここでは私たちに直接関係のある「生産技術」の分

科会の中から,特に今後の課題になると思われる1)の
をいくつかえらんで報告してみたいと思う。

1 今次教研の傾向
今次教研の傾向を一日でいえば「私たちの教育研究

が着実に前進していることをみんなが確認した集会」

であるということができる (全体会での川合章先生の

こと′ゴ)。

生産技術の分科会も同じで,ンポートの大部分が ,
個人 、あるいはサークルの日常実践を具体的に報告し

たものが多く,討論 t,具体的な問題を中心に行なわれ

た。

内容的には,従来多くみられた考案設計をあつかっ
たンポートはわずかしかなく,機械や電気での実践が

多くなっていることが特徴である。

また木材加工や金属加工も,それ自身の学習指導を

どう進めたかという報告ではなく,両者を統一的に考
えた実践 (京都)や,材料や強度についても両者を統
一的に考えょうとする動きがあったことも大きな前進

であった。

栽培の分野についてのレポートは昨年同様ほとメソど

みられなからたが,愛知の報告を中心として討論が行

なわれたことは昨年に比較すれば満足できよう。

教科全体に関係することでは,は じめンポートを見
た時は,安全教育や男女共通学習に関する討論結果の

報告がみられたが,討論の中では深めることができな

かった。今次教研で最も意義深く思われたことは,自

主編成のとりくみ方が正面から話し合われたことであ

った。討論の中で 1ま東京のンポートを中心として行な

われたが,それ以夕li~分科会の全日程の中で「技術教

育の自主編成 lまわれわれの手で !!」 という意識が強く

働らいていたことが印象に残るc

<討論の主な柱>

1 技術教育実践の検討
設計,製図,加工,機械,電気等の具体的実践報

告を求め,「ねらい」「内容」「指導法」等を統

一的に検討し,自 主編成の構想を明らかにした。

2 小,中,高の関連と自主編成上の諸問題
①男女共通学習の問題

②小中高の関連と技術教育の視点にたった人間像

③安全教育と教育条件

施設,設備,定員,労働基準法の関連などの討

論

3 教師の姿勢と技術教育の課題

2 討論の中から
(1)教材とプロジェクトの解釈をめぐって

教研集会には多くの実践報告がなされるが,技術教

育の構成にあたって 2つの型があらわれる。

第 1は ,「本立やブンチンの製作を通して……」とか

「 自転車, ミシンを通して……」とかいわれる実践であ

る。第 2は「機械を教えるのにミシンのリンク装置を

利用して」とか「無線工学の基礎を教えるのにラジォ

を通して…」という場合がこれにあたる。

また,すこしニューアンスのちがう意味で「加工学

習を展開するのに木材,金属と限定しないでプラスチ

ックなどもとり入れ,これらの材料全体を比較しなが

ら……」というようなのもある。

このような表現は,よ く考えてみると同じことを意

ν
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味するようでもあり,全 くちがうようでもある。この

ことは,討論に入ると一層わからなくなり,混乱して

くる。

今次教研では,最初に設計製図の実践報告があり,
つぎに加工学習,機械学習,電気学習へと進んでいっ

た。この中でプロジェクト,題材,教材などがいろい

ろな意味で使用され,混乱した感じがあった。

機械学習の中では,同 じ内容を教えるのに2つのタ

イプがあった。 1つは自転草, ミシン,エ ンジンなど

を中心として,その中で技術的な思考をし,問題解決

をしながら学習を進めるものと (千葉,長野など),特

定の機械についての分解や組立を考えず,教育内容を

技術学を中心とし,こ れを子どもの認識の発達段階に

合わせて機械に関する基木的な事項を教えるという実

践 (秋田,山形,岩手)の場合がこれにあたる。
これは電気の分野につぃても同じで,「現在のよう

な技術革新の時代に 3球ラジォは時代おくれで トラン

ジスターにきりかえるべきである」 (大阪)な ども同

様に教材やプロジェクトをめく
゛
る混らんから生じたも

のである。

これらのことについては討論は残念ながら深まらな

かったが,も し深めてゆくとすれば,教材やプロジェ

クトをどう解釈し,技術教育の中でどう位置づけるか

という問題になると思う。

われわれが普通教材を選ぶという場合には,「 どん

な内容を教えるか」と,「 どんなものを作らせるか」

という2つの面を考えていることが多い。したがって

この中には教材とプロジェクトが同居していて区別が

つきにくい。

しかし技術教育でいう教材とは,子 どもたちが身に

つけるべき知識や抜能そのものをあらわし,プロジェ

クトは生徒に単元の中で作らせる品物をあらわしてい

る場合が多い。

たとえば「リンク」とか「カム」とかいう場合には

大口識の内容をあらわし,自転車, ミシンという場合に

は授業の中で利用する機械そのものをあらわし,した

がってどんな内容を教えるかは別の問題となる。

しかしながら指導にあたっては,物をつくりながら

自転車の分解をしながら,それに関連する知識を指導

してゆく場合が多く,自 転車そのものにとらわれるこ

とが多い。とすれば 3球 ラジオをトランジスタラジォ

に切り換えるということも,ラ ジォ自体は,教育の内

容をあらわしていないので,い くら論議をしても結論

は出ないはずである。

このことに関して,清原講師はプロジェクトが生ま

れた歴史的な背けいを考える必要があるとしてつぎの

"

ように tヽ っ
‐
Ctヽ る。

「19世紀から20L紀 にかけて,教育は知識を注入する

ことだけに終始したが,生徒の学力を発展性のあるも

のとするためには,あ る具体的なものを構想し,それ

を具体化し,論理的に追求し,問題解決をしてゆく中
で総合的な学力をみにつけなければならない。そのた

めに 1ま 日常の卑近なlaJに例をとって,子 どもをぎりぎ

りの場面において思考させていくというように,知識

偏重の改善策として,発生したものであった」。
このようにプロジェクトの発生した当時の社会的,

教育的な状況を考えてみると,プ ロジェクトー作る品

物で lまなく,一 つの教育方法論 として考えてゆかねば

ならないことがわかる。

われわれが今後技術教育の個々の中味について研究

してゆく場合, 3球 ラジオか トランジスタ‐かという

ことでなくて,作る物をかえることが,教育の内容に

どのような変化をもたらし,子 どもにどんな能力を身

につけるかを明らかにするような研究方向を考えるべ

きで 1まないだろうか。

(2)製作学習と実験学習と技術学をめぐる問題

討論の中で物を作る学習として実践報告がなされた

のは,木材加工,金属加工,ラ ジォ学習などであるが

本立の製作,ブンチンの製作などはあまりみられなか

った。

しかし一方においては製作の過程の中で,実験的な

学習をより多く取 り入れてゆこうとする試みもみられ

る。たとえば,木材加工における強度試験とか,ラ ジ

オ学習ではハングづけをやめてクリップ配線をし,そ
の中でコンデンサ~や抵抗などの働きを調べる (山梨

福岡など)な どである。

機械の中では,製作という形の授業はでてこないが

分解組立がこれにあたり, リンク装置の模型をつくっ

て思考させる (山形)な どは実験学習に相当するもの

である。

またこれらの学習過程の中に技術学を取 り入れよう

とする試みもみられ,こ れ |ま製作学習を少なくして理

論学習に重点をおく (大阪)傾向や,製作学習は技術

習得の手段として,内容構成は,技術学を中心とする

(岩手,山形,新潟など)の ものもでてきている。

これ lま討論の中でも反対らしい反対もなく進められ

技術科で lま実験学習や理論学習を多くして
'0く
傾向が

でてきている。

しかし討論を整理しふ りかえってみると,「実験を

多くする」とか「理論を多くする」とか「技術学を中

心に」 という言葉は多く聞かれたが,なぜ実験を多く

し理論を多くし,技術学をとり入れるのかはほとんど



明らかにされなかった。この点に関して最後に岩手の

正会員が「技術学」の問題についてもっと討論してほ

しかったと発言していたが,討論が表面的で何ら核′い

.にふれるところがなかったことは,今次教研の弱点で

あろう。

物を作る学習や分解組立をする学習は,ただ作るこ

とだけにおわってしまって知識が定着しないばかりで

|な く,技能教育になるおそれがあるという批判が理論

を多くヒ́,実験を多くする傾向になってきたと思うが

ただ製作単元や分解組立をやめて実験を多くすれば,

技術科が科学的になり高度になったと思いこむのIまき

わめて危険ではなかろうか。

内容の研究を自主編成の運動にむすびつけるために

は,確固とした理論の上に立った「物を作ることの意
1味」「実験をとり入れ,理論を多くしてゆくことの意
′味」を明らかにしなければならない。これらのことは

教える内容や子どもの発達段階により,教師が学習の

場において適切に考えるべきものであって,われわれ

がねらう技術教育とは何か,われわれが育てる子ども

はどんな子どもかをつかんだ上での討論でないと,文

部教研と同じである。

技術革新とか技術学とかいう言葉は一種の流行語で

あって,その中味は人によって少しず つちがう。した

がって自主編成を目標とするわれわれの教研で1ま ,常
に本質を見抜く努力が必要ではなかろうか。技術学を

教えるといっても現在ある電子工学や機械工学=技術

学という固定概念での意識では,それに労働を加味し

子どもの認識に合わせても,それは知識体系の子ども

へのおしつけになりはしないだろうか。

技術教育と科学教育の区別にしても同じことで,現

在使われている理科の教科書と技術科の教科書の目次

をならべ,関連がどうの,区別がどうのでは問題は解

‐決しない。やはり技術が今日まで発達してきた歴史的

要因と,その背けいになる人間社会とのかかわり合い

を追求する中で,技術の持っている本質的性格を分析
し科学と技術の関係や技術学の問題を思考してゆかな

ければならないだろう。

そのうえで,われわれがねらう技術教育の中味も考
えてゆかなければならないのではないだろうか。

(3)栽培学習の研究はどうすればよいか

栽培学習の研究は,現在指導要領にありながら,ま
た過去において多くのすく

゛
れた実践がでながら,今日

では,工的分野の研究の影にかくれてしまった感があ

る。昨年度の鹿児島大会においてもほとんど話し合い

がなされなかったらしく「日本の教育」にも記述がな

い。ところが今年は農業高校の問題と関連して取りあ

げたせいもあって,それ相当の討論が行なわれたこと

は大きな収穫であった。

愛知からは生物体育成を中心とした技術教育と工的

内容を中′いとした技術教育との二木立てとし́,理科教

育と密接に関連させながら内容編成を考えられないか

という提案があったが,栽培教材の教育的価値につい

ての具体的な話し合いは深まらなかった。

福島講師は栽培学習についてつぎのように発言して

いる。

「工業を内容とする学習から生物体を知ることはあま

りないが,生物体を育成する学習をやっていて工業に

ついて知ることはたくさんある。その意味で小中学校

で生物にふれておくことは重要である。農業は複合的

総合的な科学であって,それだけにむずかしいが,物

の考え方,技術のつかみ方を知る上には重要である。

農業技術はむずかしいために中学校では散遠されてい

るが,それだけでこの教材を放棄することはわれわれ

のとる立場ではない」

栽培学習の内容をどうするかということも重要であ

るが,現 在おかれている技術科教育研究の現状から考

えて,教師そのものが栽培学習の実践や研究を進める

姿勢が大切であろう。技術科の教師の中には,か って

農業技術を研究した人が多数いるはずである。これら

の人びとが指導要領で栽培が20時間になったから,も

う実践する必要がないという考えに立ったら大きなま

ちがいではなかろうか。少なくとも自主編成を旗じる

しとするわれわれの教研では,指導要領から開放され

た中で栽培教材について,も う一度考え実践をしてゆ

く必要があるのではないだろうか。

(4)もの足りない安全教育に対する意識

今次教研のレポートをみると,本工機械を中心とし

た安全教育の問題について大多数の県が討論をし報告

をしている。この問題に関 lノては,すでに本誌にもた

びたび木工機械の危険性や,労働基準法の関係につい

て報告があったせいもあるが,討論は必らずしも満足

すべき結論 lま得られなかった。またレポート自体の中

にも,こ れについて詳しい報告をした県 (長崎,岡山

埼玉)も あったが,生徒を如何に危険から守るかとい

うことの方に重点がおかれ,われわれの教育条件の問

題 としてとりあげた県が少なかったことにもよる。

これに関して原正敏講師は

(1)技術科教師はもっと怒 りにもえてほしい。女部

省の担当官の話しを聞いても,学校安全会の統計につ

いても安全についてあまり関′いがない。

0)労働基準法については生徒に適用されないとい

うが,基準法の精神は無視できない。



0 教師の責任については,われわれに責任はない
という姿勢で闘う必要がある。また確信をもって闘う

必要がある。

とむすんでいる。

会全体から受けた感じでは,こ れに関して正会員の

多くがほんとうに怒 りにもえ重要な問題として意識し

ているようにはみうけられなかった。

元来技術科の教師は自分の意見を, とことんまで主

張し運動をすすめる姿勢に久けているのではないか。

最近文部省のある視学官の講演の中に出てきた言葉

であるが,「中学生の中には1000人に 2-3人 の割合
でテンカンの病気をもっているものがいる。これらの

人には木工機械を使用させるのは気の毒なので,入学
の時に全員の悩波をとう異常のあるものを見出す必要

がある」というように指導要領の欠陥を別の面に目を

むけさせようと意識し始めている。

われわれはあくまでも,一学級の人数の減少,教師
の持時間の短縮,木材加工の時間の縮少などにからま
せて追求してゆ く必要がある。

全国の技術科教師一人一人が管理者に対して,他教

科の教師,父母に対してアブナイ !!,人数をへらせ ,
と叫んだらどうだろうか。

(5)自主編成をめぐる問題

技術教育を自主編成するというと, 3球 ラジオを ト

ランジスターにしたり,自 転車を ミシンに切 りかえた

り,金属加工と木材加工の教える順序を組み換えた り
という表面的な単元の入れかえにおち入 りやすい。

今次教研でも東京の自主編成の提案に対して,「商

業をなぜ入れているか」とか「栽培学習はどうしてや

らないのか」・・…。などの傾向が多く,自 主編成を組合

運動としてとらえる姿勢が最初からたりなかった。

東京の提案は教材をどう組み換えたかという提案で

はなく,自 分たちの目標とする技術教育に近づけるた

めにとった,現場のきびしい条件の中での運動の方法
に関したものだった。すなわち足立一中の場合は技術

科の問題も技術の教師だけの問題 とせず,全教師の間
題 として職場会の中で討論し,男女共通学習をかくと

くし,安全教育のために学級生徒数を25人におさえる

というような実践であった。

このことは自主編成は教育内容の組み換えだけでは

なく,教師集団による日常の闘争活動がともなわなけ
ればならないことを明らかにしてぃる。

しかし一方におぃて如何に組合が強く,対校長をと

きふせたとしても,その内容が確固たる理論の上に正

しい教材と方法で授業が行なわれねばならないことは

もちろんである。
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文部教研が表面的には技術教育の系統化,理論化を
となえ,倉」造的思考を問題にしてぃる時,ただ単なる

教材の組みかえでは彼等のものと区別がつかないし,

良い実践 |ますべて吸いあげられる可能性もある。

われわれの教研が常に子どもを問題にし,技術を社 1

会的基盤の中で歴史的にとらえてゆくところに対決の

場面がでてくる。その意味で今後の研究の方向として

は,技術教育の本質を解明し,技術科を組み立てる理
論を確立し,それと教材の研究とをむすびつけ,一つ
の運動として広めてゆくところに課題があるのではな

いだろうか。 (文責 0向山)

<感想>
教研集会を終って 角田宏太

「教研の成果をどのように生かそうか」現場に帰って

きびしい現実に接したとき一番に当惑することだ。あ

らためて研究討議の模様が頭によみがえってくる。苦

しまぎれの実践の中から発せられた一声一声の全国の

「叫び」をなんとかして新たな実践に結びつけなけれ

ば。それにしても全国に力強い実践家が数多いことを

知って勇気百倍になった気持です。今回の研究集会の

内容について問題をしぼって私なりに反省してみまし

ょう。

1 研究討議のもちかたはどうか
討議時間の不足。ンポート検討日数の不足。このた

め個々の尊い特色ある実践の反省ができず,発表者 と

しても互いキこ自分たちの実践の検討がしてもらえず ,

あいまいな感じがしたのではなかろうか。高等学校 と

の関連もしっくりいかなかった。家庭科をいかにとら

えようか。男女差別の教育の現実をどう見るべきか。

自主編成を叫ぶなら明らかに一つの教科として合同討

議をし,その問題点を明らかにすべきだ。今後各地で

この運動を感 り上げなければ,技術教育の正常な発展

は望めないだろう。

2 技術教育とは
資本,労働,生産,技術,生活,歴史,未来,現実

生徒の発達状態,教材,学習指導法,これらの関係を

一人一人の技術科教師がもう一度はっきり認識するこ

とが必要だ。現実のきびしさの中で多少あせ りが見ら

れるのではなかろうか。あせらずじっくり実践 ととり

くみたいものだ。

3 教師自身
過乗Iの労働時間,賃金の安さ,定員の不足,こ ィしに

加えて専門学力の不足。とくに専 F号学力の不足を早く

補う方法を確立しなければ木質的なものがはっきりつ

かめないだろう。このことは討議の際はっきり影響が・



現われていた。ともかく毎日の実践 と反省,地につい

た組織作 りがなければ, と痛感した。

(岡山県津山市東中学校)

全国教研に参加して <村上博子>
1月 15日から18日 まで4日間にわたって岡山で日教

組第13次, 日高教第10次合同教育全国集会がもたれま

した。

「こんなに大きな教師のなかまがいる。必死になっ

てきづきあげようとする,がんばる家庭科の教師がい

る。現実のきびしい教研活動の中であれこれといわれ

:ながらも,た くましい子どもを育てようとする教師が
いる」まずはじめに感じたことです。こんなに多くの

なかまが,ひ とつのまとまった力となったら,と 思う
とき,その中の一員であることの心強さとともに,私

たちひとりひとりがもっている仕事の意味をもういち

ど考えなおさねば,と 自分にいいきかせました。
この中で次のことが問題提起され討議されてきまし

た。①教育の現場はどうなっているか,②実践から学
ぶ,③今後の運動のすすめかた,④家庭づくりにっい

て等。

以下まとまりませんが,こ の中からわかってきたこ

と,これからの問題点等について私の感じたままをの

べようと思います。

1 私たちの教育の現場はどうなっているか
家庭科の指導要領に示されている中味を疑間に思い

ながら,他教科をもたされたり,電気や機械と,当面
の問題を知ることで時間がとられ,.考えるまもない現

実。施設・設備を要求しているあいだは,教育委員会
ももんくをいわないが,それ以上の要求になると教研

活動の自由もみとめられなくなっていく現実。脱脂ミ

ルクを要求しないのに家庭科教室のまん中に拡拝器を

入れられ授業ができなくてこまっている。こんな設備

対策。選択制になったり時間減になって家庭科の教師

がいらなくなってこまるという反面;や っと確立され
てきたと思うとうちだされてきた高校家庭科振興策に

みる池田内閣国づくり政策をになう家庭づくり教育。

国体や県民運動の中で軍国主義的なムードづくり,花
いっばい親切運動のムー ドづくり,それをになう家庭

科教育の側面。高校全入破壊からコース制の強化,門

題生徒を教師の責任とするしめつけ,それが子どもに

及ぼす影響,差別教育の強化によりふえてきた非行化
をカウンセーラーや警察へおいやる現実。貧困,辺地
の栄養不足にからめて脱脂ミルク給食の強制実施Э全

国的にあらわれた脱脂ミルク給食にともなう子どもの

もんだい。

以上のような問題が各地域,各職場からだされ,こ

れらの現実は同じ根っこからでたものだ。家庭科のも

んだいも一般社会状勢の中で考えていかなければt2け

ないということになりました。私自身感じとしてこの

ことがわかっていても具体的な毎日の生活の中でなか

なかみぬくことができないでいます。今後のもんだい

として次の発言を大切にしていく必要があるのではな

いでしようか。

「 ミルク給食は保健のもんだいだ。 ミルクが一番なや
んでいるもんだいではない。現実に何を教えるのかが

なやみなのだ」という発言のとき強い拍手がありまし

た。

私たちはこの問題をどうみていけばぃいのでしょう

か。これはどうしてなんだろうか。

(1)討議のやり方に問題があるのではないか。
4日 間で全国各地域からもちだされてきた実践を検

討しあうとなると大変だし,問題点をうきぼりにする
ことは大変かもしれないけれど,ば くぜんと今おかれ
ている状態から入ると自分とのかかわりあいがつかみ

にくくなる。実践のたしかめから入っていった方がい

いのではないか。京都,高知,山 日のように教育運動と

してとりくんでいる地域では問題が明るみにされても

これが全体のもんだいになっていかない。頭のどこか

で感じてもじゃどうするかというときに自分の実践と

むすびつきにくい。日頃の教研活動にも問題がある。

{2)家庭科の自主編成をはじめなければ。
いろいろな脳みをもっていながら,これではいけな
いと思いながらやはり明日からというときに指導要領

をいかにこなすかでふりまわされている。それに女教

師ということでしわょせがあまりにも集中していて,

どうしてこうさせられているかすでに感じなくなり,

考えようとしなくなっている。なやみの中から微々た

るものとはいえ工夫している実践をたしかめあいみん

なのものにする中で休系化,系統化していく必要があ
る。

(3)私たちの脳みに限界があるのではないか。子ども
はどんな要求をもち,どんな点で脳んでいるか,親は
どうか,と いうほりさげ方がたりなすぎるのではない

か。教育は教室の中,授業の中という意識がまだまだ
あるのではないか。だから施設・設備の要求の熱意は

あっても,脱脂ミルク給食について考えていく力とは
ならないでいる。食生活について教えながら,広い角度

から食生活をみっめていく姿勢になりえないでいる。

教師自身のくらしから子どものくらしをみてはいけな

い。もっともっと子どもの立場から出発しなければ。

日ごとにきびしくなっていくこのような教育の現場の



中で,私たちはど うと りくんでいけばいいのだろう

/Jヽ。

2 子どもにどんな力をつけていくか,どんな子を育
てるのか,家庭科で何を教えていくのか。

実践から学ぶということで,各地の研究がだされま

した。主なものをあげ,自 主編成への視点をみていこ

うと考えます。

・ 山ローー「家庭」を現在の社会の中でなんだろうと

みきわめなければいけない。私たちの願いにかかわ り

なく,こ ういうものだときめつけられている家庭―高

校。中学校で技術教育があるのは単純労働への就職の

ため。小学校で家庭の民主化をしあわせムー ドづくり

の場とし,その中でがんじがらめになっている。家庭

の社会化をはっきりさせなければ。

。示都一一女性解放のすじみちが,家庭科教育の基本

ではなかろうか。婦人が,社会へでていくための衣 ,

食,住。
。秋田―一家庭機械として機械をあつかったとき科学

的などといっているが,できあがった子どもは,ど こ

が故障なのかとみる程度。家庭機械からはなれて男子

と同じように生産技術 としてとりあつかっていかねば

ならないのではないか。

。青森一―「生産と消費の関係をあきらかにしていく」

科学的なもののみかた,考え方をつけていきたい。
。群馬一一「生きることの科学的な認識を発展 させ

る。家庭という限られた場でのみとらえるのではなく

広い視野にたって。総合技術教育の一環として,労 rfl」

と生産活動との関係の認識にたって。

。岩手一一家庭科サークル中心に次のような′点から研

究し,実践している。

④家庭科は教科として成立するだろうか。

家庭にただちに役立つという中味には,学問的体系が

あっただろうか

○家庭生活の何が教科内容になるのか

家庭を楽しく明るくムード的にとらえたとき一時的ム

ードに満足することはできても,現実矛盾へ立ち向う

姿勢はでてこない。

⑥よせ集められた教材の 1つ 1つ は科学の基本にてら

し,子どもの認識を高める中味になりうるかどうか

O人間個々の中に潜在している可能性を可能な限りの

ばすのが教育する過程であるという教育の原則をもっ

ときびしく間うてみなければいけない。ヽ

⑥家庭科があるから家庭科を教育するのだという立場

ではない。

上のことから科学の法則にかかわって教科内容を検討

していった。労働と環境で,「すまいのよごれと洗た

D‐4・

く」をとりあげ;労働力の再生産を子どもの主体性の

中でどうとりあげるかの展開の実践。

。京都一一生活の現実をしっかりみっめさせる一一他

教科で得た知識を基礎にして自分の生活を比べさせる

一生活にもどし,実現するためにはどうすればよいか

考えさせ一―行動させる。地域のお母さん との集団

化。

。東京一一子どもがどんな環境におかれているかをし

っか りみつめ,何を学力としてつけていかねばならな

いかを考えていく。教師と子ども,子 どもと子どもの

ふかいかかわ りの中から教科をくみかえていこうとす

るこころみ。その中からつけていくほんとうの力。

。高知一一 こまっているのはわかるけれど,こ の自主

教研のきびしさにたちむかっていかねばならない。教

室の中だけで,授業だけでは生活をきりひらいていく

力に|ま なりえない。地域の人たちとかたまらなければ

ならない。子どもと父母 と教師がはなしあい,ど こか

らこの苦しさがきているか,考えていこうとしている

し,してきた。まわ りの人たちとなやみを共に考えて

いく。栄養一経済生活一共同購入,知恵をだしあって

やっていく。教室とお母さんとの中で教育実践がすす

められなければ,力はついていかない。

以上のような実践から何を学びとり,自主編成をど

うすすめていけばいいのでしようか。全国的にみて実 |

際にどんな力をつけたかという実践へのとりくみはす

くなかった。これはどうしてなんだろうか。家庭科の

教師がまだまだひとりだけの実践に終っている。問題

をどうするかに矮少化するのではなく,本質を明らか

にしながら共にがんばっていかねばならない。授業の

中でなげかけた問題が,生徒個人の中でとどまってい

るc具 体的に地域社会の中で,教室の中で答えられて

ゆかなければ混乱するだけでなかなか力とはなってい

かない。この点から私たち|ま ,京都や高知の実践を深 :

く学ばねばならないと思う。だから「 こんなものでは

ないか」という点で終ってしまうのではないか。地域

の組織,教師の組織,子 どもの組織が結合することに

より,子 どもの認識も深められるし,教育の中味をも

深めることになる。と同時に教科内容の科学化があわ・

せて必要になってくる。家庭科教育においては,家庭

を社会化するという立場にたち,まわ りの集団とのか

かわ りの中でくみかえていく自主編成へと,も っとも

っと進めていかねばならない。このとき,秋田,群馬

から出されたように家庭機械,家庭電気などというの

は,技術教育として,当然とりあつかわねばならない

し,衣食住の問題にしてもきりはなして考えられない

問題だと思う。このことは,今後の問題として,地域



サークルを通して実践をたしかめあう中で,ぜひ進め

ていかねばならないのではないか。

ここで教科内容の科学化にとりくんだ岩手の実践を

検討しておきたい。はっきりいって子どもの力とはな

っていないのではないか。教科内容の科学化が,子 ど

もをぬきにしたところで,しかもおしつけ的な画をも

ってなされているのではないか。もっともサークル化

の初期の段階として当然ありうるだろうし,き びしい

現実の中でここまで歩んできた実践は,大いに学びあ

わねばならないが,今後の方向として,体系化を急ぐ

あまり,教師の願いとしては,現実をしっか りみつ

め,問題意識をもたせようと言いえても,知らないま

に社会体制にくみこまれたものになりはしないかと考

えます。実践のたしかめあいの今後の課題ではないで

しようか。

全国から多くの実践が出されました。各地域でとり

くんだそれぞれの実践から,おたがいに学びあい確め

られなければならないことが山積みされています。ひ

とりひとりの実践をみんなのものにしていくとりくみ

がなされなければいけない。私たちのまわりでひとり

のもんだいとしてとどまってはいないだろうか。小さ

な職場から私もこんどやっととびだしました。地域に

サ_ク ルをつくって,職場のサークルとかみあわせな

がらやってみようと思います。経験を話しあいながら

広い根をはろうと考えています。私たちが実践してい

く姿勢として京都レポートのおわ りのことばを引用し

て終りにします。御批判下さい。

「この状態を打破っていくためには,地域の父母労働

者と手を取 り,教育を我々のものにという方向を歩む

中でこそ,平和で,豊かで民主的な社会をきづいてい

けるし,そのためには,ど ういう教育をすればよいの

かという方向と内容が見出され,それでは家庭科では

こう教えようということが生れてくるのだと思う。

やはり私たちは,地域社会の中に生きている子ども

の集団を通して父母の集団と手をつなぎ,願いを実現

していくために私たちは,教師集団として,学習の場

を保障していかねばならないし,ま たともに行動する

中で教育内容を子ども,父母,教師集団がつくりあげ

ていくことが大切であり,ぜひつくりあげていかねば

ならないと思う。」

(東京都江戸川区立葛西中学校)

<レポートより>

自主編成と教師集団

I 自主編成の問題点

<藤井万里>

主編成に取 り組んだ学校。また,ま ったく新たな「生

産技術教育」の観点に立らて,新教科としての創設を

試みた学校。東京の場合,そ うした例がいくつか見ら

れた。

すくなくとも前回の教研の中では,それらしい芽を

見出すことができたcし かし,芽があった時,すでに

それは刈りとられつつあったことも見逃がせない。今

回の教研における参加校の減少,ンポートの激減
・
な

ど,文部当局のわれわれの教研に対する圧力が表面化

してきたものとみてよい。そうした中で,自 主編成の

試みは押しつぶされたのである。ここで,自 主編成 と

その実践にからむ諸問題を明らかにしてみたい。

1 管理者側との問題
自主編成が現カリキュラムの批判の上に立つもので

あれば,その内容も必然的に現カリキュラムとは,か

なり違ったものになる。これを教育の場に持ちこめば

当然,管理者 (その末端 lま校長であるが)の風当りが

強くなる。個人プレーで 1ま ,その力関係では明らかに

敗退せざるを得ないc一例をあげれば,文京支部のあ

る分会で「男女共学による授業形態」が,区教委の圧

力にによてくずされたということもあった。

2 教師の労働条件の問題
文部教研では強制的に出張命令の形で参加させられ

るが,自 由な立場での研修では,なかなか参加できな

い。山積する諸事務,指導準備等で多忙つづきの条件

の中では,自 由な研修を持つ時間を見出せない。

その他,研修費,持時間,施設・設備の不備に対す

る不満が多い。文京支部のレポートでも,かなり詳し

い「労働条件の不備に関するデータ」が提出された。

これらの不合理が,自 主編成への突入の通路となる場

合もある。逆に,悪条件の中で,も がき苦しむのがせ

いいっばいで,成長した形での編成をする意欲を失っ

てしまうのが現実である。

前進し変革する立場に立って真けんに教科に取 り組

めない労働条件という現状も,まずしい教育行政の現

オしとい
'こ

よ う。

3 教師間の問題
困難な条件が最も多い教科でありながら,あ まり問

題 として取 りあげられないのが,技術・ 家庭科の特徴

といえる。

教師 lま常に一人で悩み,腹がたってもせいぜい校長

との個人プレーの交渉に終る。校長に理解があれば別

として,多 くの場合,不満足な交渉結果に終る。

家庭科教師との関連も,自主編成を行 う上では重要

なファクターになるが,必ずしも協力的ではない。ま

して他教科 (理・数)と の関連も,連絡協議すること現カリキュラムを多角的に批判し,誤 りを正して自



など,不可能に近い。都教研では,こ うした教師間の

問題にっいての悩みが多く出された。

4 父母の問題
前項 3の 問題と大きなからみ合いのあるのが,父母
の問題である。

技術・家庭科については,父 母は大して関`心 を示さ

ない。あるとしても,「受験の苦手科目の点数穴埋め

教科」としてしか,存在価値を認識していない。した

がって,自主編成によって,現 カリキュラムと異る編

成をしようものなら,ケ ンケンゴウゴウである。点が

とれなくなる,と いう不安しか頭にない。しかし,こ

れは現在の激化する受験体市1の下で 1ま仕方のないこと

であ り,父母だけを責める筋のものではない。ここに

も,問題の重要性がひそんでいる。

I 自主編成の基盤となった教師集団
(足立支部一中分会の場合)

困難な中にも自主編成を着´々 と実践に移している分

会もある。その一つとして,足立支部一中分会の例を

あげることにする。

職場の状況を簡単に述べてみたい。

組合員数は,校長,校務主任をのぞいて,職員全員

で,43名 である。

過去数年間,苦 しく困難な闘争の連続の中で,職場

集団は強固なものとなった。 (こ れについては,分会

小史として後述する)

やがて,自 主的な教育研究にまで進要。具体的なも

のとしては,具主編成もその一環であって,各教科の

問題をその教科会の問題として
‐
〔|まなく,職場の問題

として認識するという方向を確立した。

職場内の分会教研について報告すると次のとおりで

ある。

1 分会教研の発展
① 1961年  第 1巨1分会教研
テーマ「教師集団と生徒集団」「集団主義教育の

本質の研究」

② 1962年  第 2回分会教研
集団主義教育の取 り組みし実践に対する批判及び

反省。以後の教育活動の指針,方向の明確 fヒ。

③ 1963年  第二回分会教研
テ~マ 「集団主義の基本的観点を明らか にす る

(子供の状況,卒業後のこと,生活現実と集団づ

くり)J「 各教科を労働者階級の立場に立って,
どうとらえるか (自 主編成の問題)」

特に今年度の分会教研では自主編成 と関連して

教科の問題について相当の討議が重ねられ,「分

科会」の設立の運びとなったcすなわち,「社会

“

科学」「科学技術」「芸術」「保健」「言語」「数

学」等の分科会が設立された。各分科会のメンバ

ーは職場委員の任命によって編成。全員がどこか

の分科会に配属される。但し,必ずしも各分科会

に専門教員が入るとは限らない。たとえば「社会

科学」の場合,必ずしも社会科教員によって構成さ

れない。各分科会では共通問題についての研究,

その分科会独自の問題の研究が行われ,代表を通

じて職場委員団のもとに集約,更に整理された形

で職場会に持ち出される。こうして従来の教科会

方式が,個人プレー的な存在であったものが,常
に教師集団を基盤とした教科研究に発展するに至

った。

提起

2 科学技術分科会の場合
編成メンバーは,理科,技術・家庭,社会の各教科

から,数人が参力]。 主として論じられたことは,理科

および技術教育の自主編成についての観点,その限界

(現時点で)Э 科学技術教育として, どのように歴史
観を注入してゆくか,な どの問題。また,アチーブ体

寺1への闘いをどのようにして取 り組入,進 め て行 く

か,こついても相当論議された。

3 技術・ 家庭科の自主編成
正しく|ま 「生産技術教育ιD新編成 (設立)」 とい う

べきであるが,現状で |ま困難な重があまりにも多すぎ

る。技術 0家庭科というワクの中で,最大限の自主編

成を試みるより方法 lま見出せない。このフクをいつ ,

どのような形で突破するか lま,一分会の力ではどうに

もならない問題であ り,や |ま り大きな組織 と集団が強

化発展されるか否かによること|ま ,言を待たない。

①当面,着手した編成の方向
。男女共学問題 (その時間数を増やして ゆ く方

向)

。安全教育の画を重点問題として,実習生徒数を

少なくすること。

。地域性の重視 (商業を編成の中に入れる)

②職場の問題として

持時間数 (関連 ヒ́て講師の獲得), 施設・設備

(予算問題として), 商業の必修化,工業室の新

属配

Ａ
Ｔ



設 とその設計。

以上は教科会としてではなく,教科代表を含む

職場委員団による対校長交渉を行い,いずれも有

利な条件で要求を通した。

。校長の言「あんたたち|ま一人の問題についても

みんなで押しかけて来るのでたまったもんじゃな

い。関係のない人は来なくてもいいじゃないか」

。職員「個人プレーでは校長に1まかないっこあり

ませんよ。それに,個人の利害|ま全体の利害なん

ですからね。」

〔参考〕 分会小史

o1952年

職員会議の民主化。勤務条件の論争c職員間の共
通の利害から発展して集団化進む。
o19531F

学年会を単位とヒ́て,教師の集団化 7主立。分会の

核の進出。

o1954年

職場の核の指導性発揮。核,すなわちリーダー|ま
常に労働者階級の立場の観点 :こ立って,そ の社会
理念に立脚した指導を行う。
o195811

勤評闘争,非行児問題を通じ,弱体化する分会の

続発する中で,一中分会 |ま逆に集団化が急進する
o1959笙F

人事の民主化。会計の民主化.勤評体需1に基く,
いっせい訪問拒否闘争。
o1960年

学年・ ク
ラ ス 数

1年 (8ク ラス) (t)z 
= 

z)

授業形 男 女 共 学 こ)女

。衣食住の諸間

題。その発達

の歴史。

。製図→設計

機械要素及び

機構

。加工の技術

木材という材

料を中′いとし

て。工具及び

切削の問題。

安保闘争を通じ,共闘の必要性の認識が,ま すま
す深まる。非組合員の激減。「カギ道徳追放」

o1961年以降

非行児問題の実践を強力な武器とし,困難な諸闘
争に成果をあげた。非組合員ゼロ.「 高校全入運

動」「強青1転任拒否」「講師獲得」等……。いず

れも勝利し,ま たは打撃を与えた。

Ⅲ 編成の内容
別表に編成内容を示した。これ|ま足立支部一中分会

の例である。他支部においても,い くつかの変化のあ
る編成があるが,者:教研段階で実践例として提出され

たものは,一中分会のものだけなので,こ れを示すこ

とlこする。

今後の問題としては,男女共学の時間を, 2, 3年
におぃて,その比率を逆にすること,教材・題材の研
究などがあげられる。また内容も,現 在のところ文部
カリキュラムの性格を多分に含んでいるので,こ れを

改め,総合的生産技術教育の観点から,単元酉E列を新
しい形 として作りあげてゆきたい。

アチーブ問題など,大きな壁があるので,直ちには

着手できないとしても,目 的を勝ち取るための闘いを

くり返しつづけ,更に新編成へのだがか りとしたい。
それに|ま一分会だけの闘争で |まなく,都教研を通じて
技術・家庭科教員の集団化,組織化を進めて行くこと

を強く要求したい。今次教研において,そ うした組織
結集につぃて,真けんに討議されたことも同時に付言
しておこう。

3 年  (10ク ラス)

二重
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海 外 資 料

労働教育の心理学の諸問題 C)

本稿は,A.A.ス ミルノフ監修の

学の諸問題」に収められている I

ヤの論文の要約である。

1 オー トメーシ ョン設備のオペ レータ
の養成時における技術的思考の発達

について

1 研究の課題
現代生産の特徴は,機構と機械の広範な利用,オ ー

トメーション水準の上昇である。

技術的進歩は,労働のより現代的な組織,と くに職

種の兼務化をも予定する。機械化とオートメーション

化は,一方で,機械時間 (生産機械が労働者の働きか

けなしに動く時間)の持ち分が増大し,他方で,さ ま

ざまな機能とオペレーションが最新の機構に集中され

ているので,い くつかの職種を兼ねる機会を多くして

いる。機械時間の持ち分がいっそう多くなり,機械化

がより完全になれば,それだけ労働者は工作機械を直

接操作することが少なくなり,運転設備の調整のため

に作業時間をそれだけ広く利用することができる。

自動旋盤では,一連のオペレーション (工作物の 1
工程完了後の送り台の離脱,≪ 自動運転装置>を用い

てチャックから工作物を取りはずしたり,こ れにとり

つけたりすること,な ど)は,機械そのものによって

遂行される。したがって,現代の機械製作工業におけ

る大衆像である,自動旋盤のオペレータは,旋盤工の

機能も,調整工の機能も果しており,それと同時に,
いくつかの機械を操作する。オペレータの労働活動に

は,こ のことと関連して,新らしい内容が加わる。そ
れはもう,初期の工業発展段階に非常に特徴的な, と

くに,しつかりした運動技能の形成と関連した,単調

5θ

理
　
カ

心
　
ス

の

　

ソ

育

マ

教

キ

働

ヤ

勝

Ｓ
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にくり返される狭い専Flオペレーションの,そ ら覚え

方式ではないcオ ートメーション化と機械化は,オペ

レータの労働を知的自容で豊かにし,その労働を,肉
体労働と精神労働の諸要素が単一の全体に合流してい

るような,も っと総合的な,統一的なもの に して ぃ

る。複雑な技術設備を操作すべき必要性は,肉体労働
と精神労働を結合ヒ́,さ まざまな知識,な らびにその

内容の異なった生産・技術課題を解決する技能の習得

の課題をオペレータに提起している。

現在,金属切肖itl工 i■おいては,多スピンドル・へ

ッド,組合せ機構,多刃工具などの使用がますます大

きな意義をもつので,オベンータは,作業過程で,さ
まざま工具や装置を選択し,と りつけ,機械の材料部分

や切肖1工具の機能のいろいろな故障を修理して,複雑

な計測器具を使用しな|すればならない。これらの作業

の遂行のために,ォベンータ(ま ,自 動旋盤の作用 と構

造の原理,加工片の材料とバイ トの特性をよく知 り,
工学図を研究し,複雑な計算をしなければならない。
このような要求を現代の多くの職種は,労働者にた

いして提起している。いろいろな専門の労働者の労働

活動が,今や大いに,思索的オペンーシ ヨン方式とな

って,広範な知識と知的抜能の採用 と活用を必要とし

ている。技術の発達 と工学の進歩に導かれる,新らし

い形態の労働組織 |よ,生産従業員の熟練資格水準につ

いて,新 らしい要求を提起する。広い技術的視野の欠

除は,最新技術の生産への定着を阻害する。

多数の現代的な,将来性ある職種における実際の労

働活動の内容の,こ れらの本質的変化は,こ れらの職

種の生産教育の内容と方法を著しく修正すべき必要性

をうち出している。

職業教育 |ま,広範な総合技術的基盤にたって打ちた

てられねばならないc校切型や既製の見本,ま たは訓

示にしたがって動作を示範するだけの方法で実施され

勉



こ
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マ

る教育は,狭い徒弟制度を招来し,狭い専門的核能だ

けの形成を助長するものであるが,こ のような技能が

新しい条件に転移される可能性は,きわめて局限され

たものなのである。このような教育方法のもとでは,

生徒は,機械のはたらきに≪適合し,順応する≫にす

ぎないのであって,その機械のはたらきの原理を必ず

しもはっきりと理解せず,そのことは,その機械が,

他の機械と,構造や作用原理において多くの共通性を

もっているようなばあいでさえも,必要なときにある

機械から他の機械へと労働者が移ることを,きわめて

困難にするのである。

総合技術的な基盤にたった教育における中心要素は

生徒の職業上重要な技能や熟練の形成とならんで,按
術的思考の形成と発達, とくに実際の生産活動の過程

における技術的思考の発達である。というのは,オー

トメーション設備の作用の上台となっている技術的合

法貝U性の習得のためには,機械ばかりでなく,動 きの

中でも技術的現象を見て,機械のはたらきの不調とき

ずものとの間の因果関係を確認し,実物ならびに図面

について機械の個このジョイント間の相互関係を検討

して,いろいろな生産的現象を総合し,適当な結論を

出すことが必要だからである。このこととならんで,

現代の設備の機能は,自 己の労働オベンーションを計

画立案し,ま た検査オベレーションを計画し,実施し

て,いろいろの生産・技術課題を解決する技能を,労

働者に要求するのである。

技術的思考の問題は,ソ ビエトの′心理学者の一連の

労作一主として教育心理学の分野で,研究された。生

徒による設計・技術課題の解答,生徒による技術的知

識の活用のなかで,い くつかの特徴が明らかにされ

た。技術的課題の解答における図面の役害lが研究され

て,技術図面の読図は,思考活動の写実的成分と論理

的成分の結合によって保障されることが,確認された

(注 1)。

ある程度,実際的思考の問題は,一般心理学にかん

する労作においても検討された(注 2)。 いくつかの研

究(注 3)においては,発明活動のさまざまな成分が分

析され,技術的課題の解答段階がのべられている。

(注 1)T.V・ クドリヤツェフ,技術的課題の解答
における生徒の機械学の知識の応用にかんする,い理

学的特徴づけの経験,N.A.メ ンチスカヤ監修≪教
育の実践における生徒の知識の応用≫集所収,モ ス

クワ, ロシア共和国教育科学アカデミー出版所,19
61年千り。

B.F。 ロモフ,生徒の図示知識,技能,熟練の形成,

モスクワ, ロシァ共和国教育科学アカデミー,1959

年刊.

E.N.メ ッレル,空 間的思考の発達の分析,≪ ソビ
｀

エト心理技術≫誌,1934年 3号所収。
P.M.ャ コブソン,発 明家の創造活動の過程,モ ス

クワーレニングラード,1934年 刊。

(注 2)B.M.ブ リュメンフェリド,視聴覚的・ 有
効な思考の特徴づけについて,≪ ロシア共和国教育

科学アカデミー通報≫ 1948年 13分冊。    ・
S.L.ル ビンシタイン,一般心理学の基礎,モ スク

ワーレニングラード,1947年 刊。
B.M.テ プロフ,実際的思考の問題について,≪モ

スクワ国立大学 教 育 記 録≫ 1945年 90分冊
(注 3)M.S.ワ シレイスキー,創造的発明の心理
学,博士学位論文,1950年 (原稿 )。
P,M.ャ コブソン,技術的課題遂行中の生徒の思考
の特徴,≪学習課題解答のための知識の応用の心理

学≫選集,N.A.メ ンチェンスカヤ監修,モ スクワ

・ ロシア共和国教育科学アカデミー,1958年 刊。

現在,労働′心理朴の分野でも,いろいろな職積 (織
工,石工, 旋盤工, 仕上工, 靴裁断工, 設備調整工

など)の労働者の労働過程の計画立案,組織,合理化
と関連した思考活動を分析した研究 (注 4)が,現われ
アこ。

(注 4)S.N.ァ ルハングリスキー,ス タ′ヽ一ノフ
運動者・ 労働者の活動計画立案過程の心理学的分析

≪ロシア共和国教育科学アカデミー通報≫ 1950年

25分冊。

D.A.ォ シャニン,金属切削工作機械で作業するば

あいの補助時間の変化の問題について,≪ ロシア共

和国教育科学アカデミー報告≫,1957年 4号。
V.V.チ ェブィシェヮ,工業労働者の労働過程にお

ける自己検査,≪ ロシア共和国教育科学アカデミー

報告≫,1957年 4号。
V.V.チ ェブィシェヮ,ォ ートメーション設備の調

整にかんする労働活動の心理学的特徴,第 2回外コ

ーカサス心理学者大会の資料,エ レヮン,1960年 刊

現代の職業の生産教育について,技術的思考の研究

は, 2つの課題に直面している。それは,一方では,

具体的な形の労働が生産従業員の技術的思考の発達水

準について提起する要求の分析を目的とした,その労

働の心理的特徴の研究である。他方では,一連の職種
の習得の前提条件としての,技術的思考そのものの特

徴の研究である。

これらの課題を解決するためには,未来の労働者の

思考が形成される具体的な形の労働の分析を必要とす

る。すなわち,①生徒の一般技術科日と職業科目の学

習,な らびに生徒の生産教育のプログラムと方法の心

理学的分析,②技術の領域における代表的な問題をふ

くむ課題の解答方法を明らかならしめる一連の実験的



i課題の研究,③生徒の技術的思考の形成 と発達を目的
とした一般技術課題と学習・ 生産課題からなるとくし

ゆ練習方式の創造,を必要とするのである。
この研究の対象は,機械の任意の小調整時に生じる

技術的課題の解決と関連した,オペレータの一群の活

動 (鈍化した切肖1工具の新品との交換,工具のはたら

きの調節,機械のはたらきの不調の修正,品質検査な
ど)である(注 5)。

(注 5)研 究は,V.V.チ ェブィシェヮぉょびV.
Y.ド ィメルスキーと共同で筆者が行なった。オr
トメイション設備の調整活動の研究にかんする作業

の一部である。

小修理は,一面では,し ばしばくりかえされる種類
の作業であるが,他面では,それは,その内容からい

って,生産の具体的条件,労働組織,オペレータの熟

練資格水準によって,本質的に異なる(注 6)。 小調整
の遂行は,オ ートメーション化された,単調にくり返

される種類の作業である。小調整を実際に行なう前に

オペレータは,切肖」工具の機能を (工作物の加工ので

きく
゛
あいを分析する方法で)分析して,きずもののあ

きらかになったばあいには, どんな刃もので,どんな

原因によって,きずができたか, どんな方法でこのき

ずを除去するのが一番適当か (こ のさい機械の作用状

況を考慮する), を確認しなければならない。このよ

うにして,機械の調整 (刃 ものの交換また |ま調節)を
実際に行なうまえに,ォペレータは,一 連の具体的な

課題 問題を解決する。小調整と関連 1/た手のオペン
ーションの遂行は,機械的に行なわれ′るので 1まなく,

加工片の材料 と刃ものの性質の分析および工学的過程

の特徴の考慮によって,設備の状態の分析・工作物の

加工状態と切削工具の状態間の因果関係の確認にもと

づいて行なわれるのである。

(注 6)4台 の工作機械をうけもつ多スピンドル自
動旋盤のオペレータは, 1交替時間中に34の バイト

のはたらきを監視しなければならないが, 2台の工

作機械をうけもつ単スピンドル半自動旋盤のオペレ

ータは, 6～ 8の バイトを監視すればよい。

オペレータによる機械の小調整をワ「究して,われわ

れはつぎの課題を追求した。

、(1)生産・技術課題の種類を選び出す基礎となる,
その種の活動の心理学的特徴記録を作製すること。こ

の課題の内容を分析しないでは,オベンータの思考に

ついてこの課題の提起する要求も研究することlまでき

ない。

(2)オペレータを養成する各種教育機関において,

その職種の教育の組織を分析することによって,職業
酌労働の内容への適応の見地から,裁育的課題を計画

6θ

立案すること。

0 生徒の技術的思考の発達を目的とした,一連の
実験的課題,すなわち,オペレータの労働の性格を反

映して,その解決のために広範な技術知識の活用を
`ら

要とする課題・問題となるような課題を作製すること

2 機械の小調整時におけるオペレータの作業の心
理学的特徴づけ

オベンータの作業の′い理学的特徴づけをするために

われわれ |ま,比較分析で,熟練資格の異なる,作業経

歴のちが う,職業教育もちがう,型の異なった機械を

操作する (半 自動機械,自 動機械,オ ートメーション

・ ラインの), 第 1国営ベアリングエ場の自動旋盤職

場で働らくォベンと夕の活動を分析した。

研究 |ま ,職場内での (8カ 月間にわたる)作業の組

織的観察,労働者 との懇談,活動の結果 (製品)と 工

場書類作製の分析,機械の小調整にかんする主なオペ

レーションの作業時間測定,作業日の≪写真≫によっ

て行なわれた。

小調整作業の遂行中にォペレータが解決すべき生産

課題の分析,熟練資格の異なるオベンータによるこの

課題の解決の方法の究明に,主に注意が払われた。
ベアリング用 リングを製造する自動旋盤職場でわれ

われが,その活動を研究したオペレータは,非常にさ

まざまなオペンーションを遂行しなければならない。

主としてこれらのォベンータ|ま,つ ぎの 3つのグルー

プに分かれる。

(a 機械の直接操作。すなわち,工作機械のバンカ
ーと切削工具の表面の切屑の清掃,工作物の加工面の

冷却液の流れの調節など。

6)検査オベンーション。すなわち,加工片,工作
物,切肖」工具の直接観察,計測工具の直接使用。

(0 機械の小調整cすなわち,機械の各部品のはた

らきの不調の絶i威 (≪ 自動オペレータ≫,コ ンベアの

運搬ベル ト,冷却装置の送 り系統のはたらきの不調の

修正),切削工具の 1またらきの不調の修正 (刃 ものの位

置の調節,鈍った刃ものを新品と交換することなど)。
オベレータの遂行するオペレーションの実際の成分

と内容は,生産のォートメーション化の特徴,水準お

よび労働の組織によって決定される。つまり,た とえ

ば,半 自動機械のオベンータに特有な,手による工作

物のとりはずしとしめつけのォベンーションlま ,自 動

旋豊やオートメーション・ ラインのオペレータにはな

にヽ。

小調整作業の遂行Iま,オペレータの熟練資格の水準

によつて左右される。オペレータ自身がより経験豊富

”
ｔｒ

ぃ
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であれば,作業中に発生する,あ りとあらゆるさまざ

まな不調を除去することができる。経験が足 りなけれ

ば多くのばあい,仕上 o修理工や組立・調整工の援助

をもとめることになる。

不調で一番多いのは,切肖」工具の正常なはたらきの

みだれと結びついたものである。この不調の除去の課

題も,主 としてォペレータの思考活動の特徴を決定す
る。

切削工具のはたらきの不調を修正するために,ォペ

レータは, つぎの課題を解決しなければならない。す

なわち,きずものの見分け,その原因とその除去方法
の判断である。オペレータの,こ れらの活動面のおの

おのを,別べ つに検討しょう。

(1)き ずものの見分け。

きずものの種類は非常に種じ :。 さまざまである。そ

れは,素材のきずもの (間陳,ひ きさけ,黒 さ,ゆが

みなど)ま たは,加工のきずもの (つや, リスク,各
種パラメーターによる寸法のみだれ)であることがあ
る。多分,修正しうるきずもあれば,決定的なきずも

あるだろう。いくつかの種類のきずもの 1ま,未熟な労
働者には見分けるのが困難なことが多い。あるグルー

プのきずの徴候は,工作物の直接観察によって気づく
が,あ る徴候は,計測器具を用いることによって初め

て気づくものであり,第 3の グループの徴候には,機
械のはたらきの特徴的な不調 (叱音,小きざみのノッ
ク,はげしい騒音など)に よって気づくものである。
このことに対応し,加工期間のそれぞれ異なる工作物
の状態を特徴づける徴候のグループ, 3つを選び出そ

う。(a素材の品質を特徴づける徴候,わ)段械による力日

工中の工作物の状態を特徴づける徴候,C)すでにでき

上った工作物の品質を特徴づける徴候の 3グループで

ある。間接徴候 (騒音,叱音)に よって加工中の工作
物の状態を見分ける技能は,多機械操作の環境では,
とくに必要である。というのは,こ の技能によって ,

機械のはたらきを間接的に監督しその機械の 1貫作業

を中断させないでよいからである。

熟練資格水準の異なったオベレータの活動の研究に

よれば (注 7),経験豊富なオペレータ (た とえば,作
業経歴25年 , 5グ レードのォベンータ)は ,通常,製
作すべき工作物の検査に 3つの方法を全部利用するこ

とが,わかった。このォペレータは,素材をとくに綿
密に検査し,明 らかにきずの徴候をもつものを加工す

ることを許さないのである。経験の未熟なオペレータ

(た とえば,作業経歴 2年で, 3グ ンードをもつ)は
検査方法 3つを全部は習得していない。このォペレー

タにとって工作物の品質評価の主なよりどころとなる

のは,検査器具の指標であって,素材 (工作物)の LO~

接 (視覚,触覚による)分析ではない。素材を注意深
く観察しないで, ときに|ま ,素材のきずの徴候に気づ

きもしないで,こ の未熟なオペレータlま,決定的なき

ずの徴侯のある素材の力:工 に時間を浪費して,加工す
べき工作物の品質評価のために間接徴候を利用するこ

とができないのであるc

(注 7)下 記の各論文には,熟練資格の異なる牙ペ
レータの活動が,も っと詳しくのべられている。グ
レードの名称 |ま ,旧型の賃率・熟練資格便覧にした
がってつけられている。

I.S.ヤ キマンスカヤ,オ ートメーション設備のオ
ペレータ職の心理学的分析,第 1回報告,≪ ロシア
共和国教育科学アカデミー報告≫ 1961年 2号。
I.S.ヤ キマンスカヤ,熟練資格の異なるオペレー
タの活動の比較分析,第 2回報告,≪ ロシア共和国
教育科学アカデミー報告≫ 1961年 3号。
I.S.ヤ キマンスカヤ,技術学校と普通教育学校の
生徒の技術的課題の解答の研究経験,労働訓育と教
育の心理学の諸問題にかんする会議における報告の‐

命題,モ スクワ, ロシア共和国教育科学アカデミー

出版所,1961年 .

熟練資格の異なるオペレータのきずものの見分け方

の比較分析によれば,き ずものをみつけだすことは,

新人オベンータにとっては,決 して容易な こ とで は

ないことがわかる。工作物のごくさまざまなきずを見

つけだす抜能は,感覚の職業的鋭敏性の漸進的発達に

もとづいているが, これはまた職業人と新人では異な

るのである。それと同時に,きずの種類の判断は,感 :

覚的な成分ばかりでなく,思考的な要素にももとづい

て行なわれる。きずに気づけば,オペンータは,その

きずが修正しうるものであるか,最終的なものである

かを,判断しなければならないが,こ の問題の解決は

金属工学と加工工学の知識の活用を必要とする。それ

ぞれの加工期間における工作物の観察とその品質評価

の,一定の方法の習得は,教育の重要な課題である。

(以下次号につづく))
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<教材 0教具解説>

誘導電動機 (コ ンデンサ分相形)模型の製作

I はじめに
誘導電動機のしくみと働きを指導するときに,最近では第一の指導段階とし́て,下のA図のように永久

磁石が回転すると円板が回転する装置,つ まリアラゴの円板を使うことが多いようです。そして次の指導

の段階として,下のB図のように「実際の誘導電動機では,永久磁石を回すかわりに交流を利用して回転

する磁界を作り,なかの回転子を回転させるしくみになっている」という,指導がでてくるように思いま

す。 コ ン デ ンサ ー

ニ ウム円板

雄大

)

A図  アラゴの円板

(c)            (d)

B図  コンデンサ分相形の回転磁界のしくみ

しかし,子 どもはアラゴの円板から回転磁界へと指導が移るときにかなりの抵抗を示しますし,回転磁

界そのものの説明も,ただ黒板の図だけでは理解しにくいように思われます。また,回転磁界を説明する

誘導電動機の模型などもかなり高価であり,グループに 1台ずつ用意するということは,なかなかむずか

しいことだと思います。

そこで,費用も200～ 300円程度で,だれにでも簡単にできる誘導電動機の模型を製作してみました。

Ⅱ 準  備
1.70～90m m程度のくぎ80本     (1)
2.0.45m m程 度のエナメル線40m程度

3.200MF D 50Vの コンデンサ 1本

4.ヵ メラのフィルム(35m m)入 れのア

ルミかん 1本

5.タ ーミナル 11本程度

6.絶縁テープ

7.その他 工具類,と りつけ板など

Q45mmェ ナメル線
300回 (10m)程度

≧

，
‐
Ｊ

・

、



/′
200MFDコ ンデンサー

Ⅲ 製  作
1.く ぎを20本ずつ束にして,それぞれ絶縁テ

ープを巻き4本の鉄′さを作る。

2.4本の鉄′らにそれぞれエナメル線を300回

(10m)程度巻き4本のコイルを作る。

3.4本のコイルを組み合わせて板の上にとめ,

図のようにターミナルに接続する。

4.各 コイルの中央にくぎを立てて,フ ィルム

入れのアルミかんをのせる。

<注 > 現在のフィ くB図 >

くA図〉

ルム入れはアル

ミニューム製で

ないものがある

から注意する。

A図の④の
`点
に

穴をあけてしま

うと力が弱いの

で回転しない,B図のように製作するとよい。 ′
5.AC2V～ 8Vに接続して試運転してみる。 (写真)
6。 時間をかけて模型らしく作るには,写真のように, トタ

とし, L金具を使って鉄′いの位置がある程度移動できるよ

ターミナル

ある程度切って下 からふたをするのも一法 。・アルミかんを中から突いてへこます
のがよい,中 央を正確につくこと。

少 し大 きめの穴

ン板を20m m× 70m m程 度に切断して鉄′い

うにするとよいと思います。

(静岡大学付属静岡中学校 )

―
―
黄 AC 2～ 8V入力

アルミカんか



術技 教  育    4月 号 予 告  <3月 20日 発売>

特集 :技術教育と教育諸条件

技術科教師の労働条件をめぐる問題・・t々 木 享

「…アンケートー……………………………………………………
‐‐
1

1技術教育をとりまく教育諸条件と     |
|           その克服への姿勢  |

技術教育からみた教師像………………馬場信雄

<実践的研究>

技術・家庭科における安全管理につ

いて…。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小林重勝

加工学習の実践過程……………………西 田泰和

考える電気学習の一例…・……………・・岡田武_敏

技術科の課題・……………………………大川喜雄

<講 座>

電気学習におけるやさしい沢1定 と計

算121……………………………………向山玉雄

<海外資料>

労働教育の′い理学の諸問題(2)…………杉 森 勉
<技術の知識>

最近の塗料について……………………水越庸夫

.編  集 |1後 |1言己

く,今学年度もいよいよ終ろうとしています。全国各地

の先生がたにとっては,過去 1年間の実践を反省して

みる時期でもありましょう。こんなことをいうと,何

をいうか,われわれは,自分の実践にたいしては,毎

日反省をし,明 日へのよりよい実践のために,努力し

てきている。いまさらあらためて,反省する必要はな

い, といわれそうです。

たしかに,毎 日毎日の実践活動は,毎 日毎日の正し

い実践活動の反省によって支えられているものでなけ

れば,充実したものとはなりえないでしょう。実践―

反省―計画一実践……というきれめのない連続過程を

経ての実践活動であってこそ,そ こに貴重な積み上げ

も可能になるわけです。その意味から毎日毎日の実践

の反省を,土台として,過去 1年間のもろもろの実践

活動を総括し,来年度の実践をより充実・発展したも

のたらしめるような計画を立てることは,わが国の技

術教育を正しく前進させるために,欠かせない仕事で

ありましょう。本特集は, このような考えのもとにと

りあげてみました。みなさんがたのご参考になれば幸

甚です。ご意見をおきかせください。

◇技術科は,も っとも体系化のむずかしい教科のひと

つだといえますが,最近では,他教科とくに数学,理

科などにおける, この種の研究や実践の深まりに刺激

されたこともあって,技術科における教育内容の再編

成の試みが,かなり活発に研究者や実践家によって行

なわれ出しております。本号の岡邦雄先生の論文「技

術科再編成の理論」は,技術科におけるこの種の研究

にとって,ま ことに示唆に富むものだと信じます。先

生にはご老体にもかかわらず,産教連の研究例会 に

は,必ずといってよいくらい出席され,専門家として

の有益な意見をのべられるとともに,現場教師の実情

についても深い理解をもとうとなされている。われわ

れ若手も先生に大いに学ぶ必要があると痛感していま

すc

また岩手の及川さんの論稿は,短い 1時間の授業の

実践過程をくわしく分析・検討されたものであり,今

後の技術学習の実践的研究のひとつのありかたを示唆:

するものとして,学ぶ′点が多いと思います。

(2～ 3の貴重な論稿を,ス ペースの関係で来月号へ

まわすことになりましたが,原稿をお送りくださいま

した方々には, ここで深くおわび申しあげます。なお

<講整>「電気学習におけるやさしい沢1定 と計算(2)」

は,執筆者のつごうで隔月に掲載していくことになり

ましたのでご了承ください。
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